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第2次新潟市食育推進計画（平成24年度～平成28年度）　数値指標一覧

市民一人ひとりの健全な食生活の実践

1 食育に関心がある市民の割合 (20歳以上)
「関心がある」
「どちらかと言えば関心がある」

77.0% 75.6% △ 75.8% ○ 75.2% △ 90.0% 食育・花育センター

2 食事バランスガイド等を参考にしている市民の割合 (20歳以上) 「特に参考にしていない」を除く 59.2% 57.7% △ 55.7% △ 58.5% ○ 70.0% 食育・花育センター

3 主食・主菜・副菜のそろった食事をしている市民の割合 (20歳以上) 1日2回以上 71.7% 72.1% ○ 69.0% △ 71.5% ○ 80.0% 食育・花育センター

4-1
朝食を欠食する市民の割合[成人]
（20歳代男性）

(20歳代男性)
「ほとんど食べない」
「週に1～2回食べる」

17.9% 23.8% △ 32.8% △ 23.6% ○ 15.0% 食育・花育センター

4-2
朝食を欠食する市民の割合[成人]
（30歳代男性）

(30歳代男性)
「ほとんど食べない」
「週に1～2回食べる」

23.4% 25.5% △ 21.7% ○ 12.8% ◎ 15.0% 食育・花育センター

5
内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）を
認知している市民の割合

(20歳以上)
「言葉も意味も知っている」
「大体知っている」

78.8% 78.1% △ 80.7% ○ 80.8% ○ 90.0% 健康増進課

改6
内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の
該当者及び予備軍の割合

(20歳以上) 実測 27.6% H24 27.6% - 27.5% △ 27.5% ● 23.0% 健康増進課

H25

改7
内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の予防や改善のための
適切な食事、運動等を継続的に実践している市民の割合

(20歳以上) 「実践して、半年以上継続」 29.7% H25 - - 29.7% - 27.5% △50.0%以上 健康増進課

改8-1
1日60分くらい体を動かす生活を実践している市民の割合
（男性）

(20歳以上男性)

「実行しており、
十分に習慣化している」
「実行しているが、
まだ習慣化していない」

27.5% H25 - - 27.5% - 27.0% △40.0%以上 健康増進課

改8-2
1日60分くらい体を動かす生活を実践している市民の割合
（女性）

(20歳以上女性)

「実行しており、
十分に習慣化している」
「実行しているが、
まだ習慣化していない」

23.8% H25 - - 23.8% - 22.4% △40.0%以上 健康増進課

運動習慣を有する市民の割合

所管課
平成23年度平成24年度平成25年度平成26年度

実績 目標値

平成28年度
指標№ 指標 対象 集計方法等

策定時

改9-1
運動習慣を有する市民の割合
（男性）

(20歳以上男性) 「有している」 28.5% H25 - - 28.5% ○ 24.8% △40.0%以上 健康増進課

改9-2
運動習慣を有する市民の割合
（女性）

(20歳以上女性) 「有している」 24.0% H25 - - 24.0% ○ 21.2% △40.0%以上 健康増進課

11 肥満の市民の割合 (20～60歳代男性)
BMI25以上
（申告を基に算出）

25.9% 26.3% △ 25.7% ○ 22.8% ○ 15.0% 健康増進課

12 低体重（やせ）の市民の割合 (20歳代女性)
BMI18.5未満
（申告を基に算出）

19.7% 25.3% △ 23.7% ○ 24.6% △ 15.0% 健康増進課

13-1食の安全に対して関心を持っている市民の割合 (20歳以上)
「関心がある」
「ある程度関心がある」

- 89.0% - 88.5% △ 91.4% ◎ 90.0% 食の安全推進課

13-2食の安全に関する知識を持っていると思う市民の割合 (20歳以上)
「持っている」
「ある程度持っている」

58.6% 68.6% ◎ 67.8% ◎ 70.5% ◎ 65.0% 食の安全推進課

14-1
食育の推進に関わるボランティアの数
（食生活改善推進委員）

(食生活改善推進委員数) - 490人 492人○ 469人△ 476人○ 730人 健康増進課

14-2
食育の推進に関わるボランティアの数
（農村地域生活アドバイザー）

(農村地域生活
アドバイザーの人数)

- 201人 189人△ 189人● 136人△ 260人 農業政策課

14-3
食育の推進に関わるボランティアの数
（人材育成制度に基づき育成された人数）

(食育マスター登録人数) - - 26人・団体-41人・団体○60人･団体○100人・団体 食育・花育センター

15 食生活の面から市民の健康づくりを支援する店の数
(健康づくり支援店
指定店舗数)

- 429店舗 457店舗○471店舗○483店舗○ 500店舗 健康増進課

16 よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のある市民の割合 (20歳以上)
「関心がある」
「どちらかといえば関心がある」

75.2% 74.8% △ 71.3% △ 71.1% △ 80.0% 健康増進課

※国：Ｈ２７

改17-1
過去1年間に歯科健康診査を受診した市民の割合
※定期的に歯科検診を受ける市民の割合
（40歳代）

(40歳代)
「この1年間に歯科検診を受けた」
※「受けている」

18.4% H24 18.4% - 48.1% - 48.1% ●50.0%以上 健康増進課

※ ※

改17-2
過去1年間に歯科健康診査を受診した市民の割合
※定期的に歯科検診を受ける市民の割合
（50歳代）

(50歳代)
「この1年間に歯科検診を受けた」
※「受けている」

25.7% H24 25.7% - 48.3% - 54.7% ○60.0%以上 健康増進課

※ ※※ ※

　◎目標を上回った（達成）、○直近の実績値と比較して、目標に近づいた、●維持、△直近の実績値と比較して、数値が下回った（悪化した）
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第2次新潟市食育推進計画（平成24年度～平成28年度）　数値指標一覧

所管課
平成23年度平成24年度平成25年度平成26年度

実績 目標値

平成28年度
指標№ 指標 対象 集計方法等

策定時

健やかな子どもの成長

18 食事時に家族の会話ができている市民の割合 (20歳以上)

「大切だと思っているしできてい
る」
「大切だと思っているし
だいたいできている」

66.3% 70.7% ◎ 70.0% ◎ 73.4% ◎ 70.0% 食育・花育センター

19 朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数の増加 (20歳以上) - 9回 9.5回 ○ 9.5回 ● 9.7回○ 10回 食育・花育センター

※国：Ｈ２７
(小・中学生) 1.1% 1.2% △ 1.5% △ 1.4% ○ 0%

（参考）小学生 0.7% 0.7%○ 0.7%● 0.7%● -

（参考）中学生 1.4% 1.5%△ 1.9%△ 1.9%● -

21 肥満傾向の児童生徒の割合 (小・中学生) 実測 7.6% H22 6.9% ◎ 7.0% ◎ 6.8% ◎ 7.0% 保健給食課

(市内産) 15.5% 15.8% ◎ 15.5% ◎ 15.8% ◎ 15.0%

(参考)県内産 - 31.5% - 31.3%△ 31.9%○ -

23 給食の残食量 - 5.0% H22 4.2% ○ 3.3% ○ 2.8% ◎ 3.0% 保健給食課

24 学校教育田等で農業体験を実施している学校の数 (小学校) - 93校 96校 ○ 98校 ○ 113校◎ 113校 食育・花育センター

改25 3歳児でむし歯（乳歯むし歯）がない幼児の割合 (3歳児) - 85.2% H24 85.2% - 86.8% ○ 87.3% ○90.0%以上 健康増進課

改26 12歳児（中学校1年生）の一人平均むし歯本数 (中学校1年生) - 0.71本H24 0.71本 - 0.56本○0.56本●0.36本以下 健康増進課

地域の活性化、環境と調和のとれた食料の生産・消費

27 収穫農園（市民ランド）の参加者の数 家族や友人同士など参加グループ数 384組 364組△ 396組○ 589組◎ 500組 食育・花育センター

22
学校給食における地場産物を使用する割合
（食材数ベース）

- 保健給食課

20 朝食を欠食する子どもの割合
学校へ行く前に朝食をとるか
「とらないことが多い」
「全く、ほとんどとらない」

保健給食課

28 市民農園の区画数 - 1,085区画 1,145区画○1,145区画●1,121区画△ 1,500区画 食育・花育センター

29 農林漁業体験を経験した市民の割合の増加 27.0% 26.3% △ 28.3% ○ 29.4% ○ 30.0% 食育・花育センター

30 農産物直売所の設置数
(スーパーマーケット等
の

インショップを除く)
- 121箇所 113箇所△108箇所△109箇所○ 150箇所 食と花の推進課

31-1
地産地消推進の店の認定店舗数
（小売店）

(小売店) - 70店舗 70店舗●70店舗●69店舗△ 80店舗 食と花の推進課

31-2
地産地消推進の店の認定店舗数
（飲食店）

(飲食店) - 169店舗 162店舗△161店舗△155店舗△ 180店舗 食と花の推進課

32 学校給食廃食用油の燃料化
新潟菜の花プラン推進指標
（廃油回収料≒BDF精製量）

78,000ℓ 80,000ℓ ◎95,000ℓ ◎82,000ℓ ◎ 70,000ℓ 環境政策課

33
環境保全型農業に積極的に取り組む
「エコファーマー」の認定者数

- 3,553人 3,366人△3,108人△3,033人△ 4,000人 農業政策課

34 新潟県特別栽培農産物の栽培面積 - 554ha 547ha △ 494ha △ 446ha △ 4,200ha 農業政策課

再14-1
食育の推進に関わるボランティアの数
（食生活改善推進委員）

(食生活改善推進委員数) - 490人 492人○ 469人△ 476人○ 730人 健康増進課

再14-2
食育の推進に関わるボランティアの数
（農村地域生活アドバイザー）

(農村地域生活
アドバイザーの人数)

- 201人 189人△ 189人● 136人△ 260人 農業政策課

再14-3
食育の推進に関わるボランティアの数
（人材育成制度に基づき育成された人数）

(食育マスター登録人数) - - 26人・団体-41人・団体○60人･団体○100人・団体 食育・花育センター

再15 食生活の面から市民の健康づくりを支援する店の数
(健康づくり支援店
指定店舗数)

- 429店舗 457店舗○471店舗○483店舗○ 500店舗 健康増進課

(市内産) - 15.5% 15.8% ◎ 15.5% ◎ 15.8% ◎ 15.0%

(参考)県内産 31.5% - 31.3%△ 31.9%○ -

再24 学校教育田等で農業体験を実施している学校の数 (小学校) - 93校 96校 ○ 98校 ○ 113校◎ 113校 食育・花育センター

再22
学校給食における地場産物を使用する割合
（食材数ベース）

保健給食課

　◎目標を上回った（達成）、○直近の実績値と比較して、目標に近づいた、●維持、△直近の実績値と比較して、数値が下回った（悪化した）
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第二次食育推進計画 施策体系一覧表

施策
Ｎｏ．
基本
施策
内容
Ｎｏ．

施策の内容
取組
Ｎｏ．

主な取組 【新潟市食育推進計画（H19.8）】

1地域で生産される新鮮で安心な食材でできる栄養バランスの優れた「にいがた流食生活」の提唱・普及

2「食育フォーラム」や「食育の日」など、「にいがた流食生活」普及のためのイベントの開催

3ホームページにおける「にいがた流食生活」実践に役立つ継続的な情報発信

1「食育月間（毎年6月）」「食育の日（毎月19日）」の普及

2食育推進のためのキャッチコピーやキャラクターの決定、活用促進

3トキめき新潟国体等のイベント等を通じた食育の普及啓発

4世代を超えて引き継ぐ食育の推進

1食育に関する情報発信や相談等のサービスを行う（仮称）食育センターの整備

2生産者と消費者の交流の拠点となる（仮称）食と花のにいがた交流センターの整備

3農業体験や食の大切さを学ぶ機会等を提供する（仮称）アグリパーク・国際農業研究センターの整備

1食育推進会議を中核とした各種団体等とのネットワークの構築

2庁内連絡会議の設置

1地域コミュニティ協議会による取組の推進

2食生活改善推進委員、高齢者等との連携、協働による取組の推進

1食育に関する出前講座、フォーラムの開催

2条例や計画に関するリーフレットの作成、配布

3食育推進のためのキャッチコピーやキャラクターの募集

1ホームページにおける食育に関する情報の一元化と分かりやすい情報発信

2市報にいがた、区役所だより、テレビ、ラジオ、ホームページ等あらゆる情報媒体の有効活用

1男の料理教室など男性を対象としたイベント等の実施

2夫婦、家族参加型イベントの促進

1家庭、学校、地域など社会全体で家庭を支える取組の推進

2公民館における親子料理教室など、楽しみながら食に関する知識や技術を習得する機会の提供

3給食だよりの発行や給食試食会の開催など、学校や保育所等を通じた知識の普及

4出前講座や出張栄養指導、個別栄養相談など、適切な栄養管理に関する知識の習得のための支援

5生活習慣病予防のための適切な食生活と運動習慣の実践の促進

6高齢者や障がい者等、世代や生活の状況に応じた視点からの食育推進のための取組の促進

1講習会の開催など、妊産婦や乳幼児の家庭における栄養管理やしつけの方法等に関する知識を習得する機会の提供

2「家庭教育手帳」「妊産婦のための食生活指針」など国等が作成した既存冊子等の活用促進

3過度の痩身傾向が心身と母子の健康に及ぼす影響を踏まえた適切な栄養管理に関する知識等の普及

1研修会の開催など、食育に対する職員の意識啓発

2クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供

3組織的・発展的な「食育の計画」の策定の推進

4保育所と幼稚園が連携して食育を推進するための体制づくりの検討

1栄養教諭等を中心とした指導体制の充実

2研修会の開催など、食育に対する教職員の意識啓発

3学校教育全体を通した食に関する指導計画作成の促進

4給食だよりの発行や給食試食会の開催など、家庭、地域との連携強化

5地域の食生活改善推進委員や医療機関等による専門的な立場からの支援の促進

1食育推進を通じた子どもの学力、体力向上を目指した取組の推進

2やせ過ぎや肥満が心身の健康に及ぼす影響等健康状態改善のために必要な知識の普及及び実践の促進

3「食に関する指導の手引き」や「実践事例集」の作成・配布など、効果的な指導を行うための取組の推進

4地域の生産者等との連携による、食に関わる様々な体験活動の推進

5食に関する指導研究推進指定事業の充実

1望ましい食習慣の形成や地域の食文化への理解のため、「生きた教材」としての活用促進

2地元でとれた米や旬の食材の美味しさを知るための学校給食における地産地消の推進

3生産者や調理員等給食に関わる人とのコミュニケーション機会の充実

4食事作法等の習得、楽しい給食のための食事環境の充実

5子ども、保護者、生産者、教職員等の意見交換会の開催など、子どもを交えた関係者間のコミュニケーションの促進

6完全米飯給食に向けた取組

1中学校卒業後の子どもたちに対する食育を推進するための体制づくりの検討

2大学の学生食堂等における食育メニューの提供など、自発的な取組の促進
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進
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進

市
民
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動
と
し
て
の
食
育
の
推
進

1

2

3

4

7

1

2

3

1

2

3

4

5

食育に関する市民の理解の増進

地域の力を生かした食育の推進

高校、大学等における食育推進

学校給食の充実

小・中学校における子どもへの指導内容の充実

各種団体等との連携・協働体制の確立

食育推進の拠点の整備

継続的な食育推進運動

「にいがた流食生活」の提唱・普及

小・中学校における指導体制の充実

保育所、幼稚園における食育推進

妊産婦や乳幼児等に関する栄養指導

望ましい食習慣や知識の習得

男女共同参画を踏まえた食育推進

あらゆる広報媒体を活用した食育の普及啓発、情報の発信
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施策
Ｎｏ．
基本
施策
内容
Ｎｏ．

施策の内容
取組
Ｎｏ．

主な取組 【新潟市食育推進計画（H19.8）】

1地域保健福祉センター、医療福祉施設、スーパーマーケット、飲食店、職場の食堂等における普及啓発

2「新潟市版食事バランスガイド」の作成、活用促進

3飲食店やスーパーマーケット等における「食事バランスガイド」を表示した料理や食品の提供など、関係者による自発的な取組の促進

1ボランティア養成等を行う団体等との連携

2栄養士等を養成する学校等に対する情報提供など、専門家の様々な活動を促進するための支援

3地域コミュニティ協議会に対する情報提供や相談など、地域住民による自発的な取組を促進するための支援

1保健所、地域保健福祉センター、医療機関等における生活習慣病予防の観点からの食育の普及啓発の促進

2医療機関の健康診断時における健康状態に応じた栄養、運動の指導の充実の促進

3「内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）」の普及

4噛むことの大切さの理解の促進と実践のための取組の促進

5一人暮らしの高齢者や障がい者等に配慮した適切な栄養管理や地域支援の促進

6ホームページにおける世代等に応じた食生活のアドバイスなど、市民の健康づくりに役立つ情報の発信

1飲食店、スーパーマーケットにおける食の選択に資する情報提供や知識の普及

2食品関連事業者による体験活動機会の提供等市民の受入体制整備の促進

3飲食店等による「食育の日」における食育メニューの提供などの取組の促進

1職員食堂における食育メニューの提供など、事業者による食育の普及啓発のための取組の促進

2職場の健康診断時における健康状態に応じた栄養や運動の指導の充実

1農林漁業者による体験活動機会の提供等市民の受入体制整備の促進

2体験活動ができる場所やイベント等に関する情報の提供

3地域でとれる食材や伝統的な料理、加工食品等の普及

4都市型グリーン・ツーリズムの推進

5地域コミュニティ協議会等との連携による地域の農業・農村への関心を高める環境づくりの推進

1家庭、学校、職場、飲食店等における地域の食材の消費の促進と環境の整備

2直売所や交流施設の整備に対する支援など、消費者と生産者の交流機会の促進

3食品関連事業者による消費者と生産者の交流促進のための取組の促進

4地場産物の宣伝、発掘、開発などの取組の推進

5学校給食等における地場産物の使用拡大

6ホームページにおける地場産物に関する市民に役立つ情報の発信

1地域コミュニティ協議会や食生活改善推進員や高齢者との連携による地域の食材や食文化の掘り起こし

2地域のイベントや学校給食における伝統的なメニューの提供や世代間交流の推進

3地域の食材を使用した料理や郷土料理を集めたレシピ集の作成などによる地域の食文化の普及

4アイディア郷土料理の募集など、新たな食文化の開発のための取組の促進

5伝統的な食文化を盛り込んだメニューの提供など、飲食店等による食文化継承の取組の促進

6「食育の日」「食育フォーラム」「食の陣」などのイベントにおける食文化の普及

7栄養士等を養成する学校等に対する情報提供など、食文化継承の担い手を養成するための支援

8ホームページにおける地域の食文化に関する情報提供

1「新潟菜の花プラン」「給食残渣の堆肥化」など、食べ物や地域の限られた資源を大切さに関する市民の理解を深めるための取組の推進

2食品関連事業者及び消費者に対する食品リサイクルの必要性に関する普及啓発

1市報にいがたや区役所だより、ホームページ、出前講座等による食品の安全性に関する基本的な知識の普及

2科学的知見等に基づく正しい情報の発信及び情報発信者のモラル向上のための取組

3食に関する様々な情報に対する過剰反応の抑制

4消費者と生産者のリスクコミュニケーションの推進

5「食の安全基本方針」の普及と取組の推進

1食育推進の基礎となる実態把握のための各種情報の収集及び研究

2市民健康・栄養調査の実施など、市民の食生活と健康についての実態を把握するための取組

3ホームページにおける各種調査研究結果の公表及び活用の促進
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2

3

1

1

2

4

5

3

4

市民の健康づくりのための食育推進

専門的知識を有する人材の養成・活用の推進

1

2栄養、食習慣等食育推進のための情報収集、調査研究

食品の安全性に関する知識と理解の増進

バイオマス利用と食品リサイクルの推進

食文化の継承のための支援

地産地消の促進

田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

職場における食育推進

食品関連事業者等による食育推進

「食生活指針」や「食事バランスガイド」の活用促進
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各施策の取組実施状況の概要と 

主な事例報告報告 
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市民運動としての食育の推進 
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事業名等 
「食育・健康づくり情報コーナー」を活用した

情報発信

作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 1 「にいがた流 食生活」の提唱・普及

主な取組 3 ホームページにおける「にいがた流 食生活」実践に役立つ継続的な情報発信

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保健所健康増進課、保健所食の安全推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食育・花育センター開館後も、幅広く情報を発信するため、市役所本館1階市民ロビー等の情報コーナ
ーを継続して設置し、情報を発信した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
平成 23年 10月の食育・花育センター開設に伴い、総合保健医療センター3 階、け

んこう広場 ROSA ぴあに開設していた展示、図書、閲覧スペースを閉鎖。市役所本館
1 階市民ロビーの情報コーナーは継続して設置。食育・花育センター館内に図書閲覧
スペースを設けたほか、各種リーフレット、レシピを設置・配布した。

平成 25年度 継続して実施。 

平成 26年度  継続して実施。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 「食育の日」の取り組み
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 2 継続的な食育推進運動

主な取組 1 「食育月間（毎年 6 月）」「食育の日（毎月 19 日）」の普及 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保育課、各区健康福祉課

関係団体 飲食店、スーパーマーケット 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「食育の日」を契機に、飲食店や小売店など、市民に身近な場所で食育を普及するため、 食育メニュ

ーの提供や食育に関する情報提供を行った（6 月、10 月、3 月の年3 回実施）。
また、食育・花育センターにおいて、親子を対象とした食育ミニ講座を開催した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

飲食店、スーパーマーケットにおける年3 回の取り組みを継続して行った。飲食店
は店舖数を4 社5 店舗拡大し、12 社19 店舗で食育メニューの提供を行った。
また、食育・花育センターにおいて、食事と運動、癒しを組み合わせた「花とハー

ブで心を癒す食育体験講座」を6 回開催した。 

平成 25年度

飲食店、スーパーマーケットにおける年3 回の取り組みを継続して行った。飲食店
は店舖数を5 社5 店舗拡大し、17社24 店舗で食育メニューの提供を行った。
また、食育・花育センターにおいて、親子を対象とした食育ミニ講座「まいかちゃ

んと考える理想の朝ごはん」を7月に開催した。 

平成 26年度

飲食店、小売店（スーパーマーケットおよび産地直売所）における年3 回の取り組
みを継続して行った。飲食店16社25 店舗で食育メニューの提供を行った。
また、食育・花育センターにおいて、子どもを対象とした食育ミニ講座「わくわく

食育探検隊」を毎月1回開催した。 

【取組の様子】 

食育ミニ講座「食べ物はかせになろう！」  食育ミニ講座「お花を食べてみよう！」 
17



事業名等 保育園における「食育の日」の取り組み
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進 

施策内容 2 継続的な食育推進運動 

主な取組 1 「食育月間（毎年 6 月）」「食育の日（毎月 19 日）」の普及 

担 当 課 保育課（※各区健康福祉課含） 

関 連 課 食育・健康づくり推進課、各区健康福祉課

関係団体 保育園 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

毎月、食育の日には、新潟の郷土料理や地元の食材を給食に取り入れ、新潟の食文化の継承とともに、

保育園において食育の日の認知度アップに努めた。

また、食育の日をとおして、保育園児や保護者に対し、食の重要性の啓発を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

平成23 年度の実施内容の継続。
食べ物には旬があること、また素材を活かした和食の素晴らしさを子どもや保護者に知

ってもらうため、食育の日の給食として提供。食育の献立をとおして新潟の自然の恵みを

味わった。

平成 25年度
平成 24年度の実施内容の継続。

 郷土に関心のある子どもになってほしいことから、新潟の旬の食材を使用した給食を食

育の献立として提供した。また、料理をとおして新潟の四季を感じた。 

平成 26年度
平成 25年度の実施内容の継続。

 新潟の食べ物のおいしさをあらためて感じてもらえるよう、素材の味を生かした食材を

献立に積極的に取り入れた（ゆでブロッコリー、ぶりカツ 等）。また、新潟の季節の移ろ

いを料理で表現し、味わった。（菜の花サラダ、雷汁、あられ汁 等）。 

【取組の様子】 

― ―
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事業名等 キキャャララククタターーのの活活用用
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 2 継続的な食育推進運動

主な取組 2 食育推進のためのキャッチコピーやキャラクターの決定、活用促進 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

新潟市食育・花育推進キャラクター「まいかちゃん」を、印刷物や掲示物に活用したり、ホームペー

ジで紹介したりするなど積極的に活用。

各区イベント等に広く着ぐるみを貸し出したほか、食育・花育センターにおけるイベントにも着ぐる

みを活用し、幅広く活躍させた。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・着ぐるみを広く貸し出し、活用を図った。

・イラストを普及資材等に活用した。 

平成 25年度 ・着ぐるみを広く貸し出し、活用を図った。

・イラストを普及資材等に活用した。 

平成 26年度 ・着ぐるみを広く貸し出し、活用を図った。

・イラストを普及資材等に活用した。 

【取組の様子】 

食事バランスガイド＆まいかちゃんシール  館内イベントにまいかちゃん出動 
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事業名等 イイベベンントト等等ででのの食食育育実実践践活活動動
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 1 食育に関する情報発信や相談等のサービスを行う（仮称）食育センターの整備 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保健所健康増進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食育・花育センターのオープン後のPRと、食育の普及･啓発、実践に向けた取り組みを促すことを目

的に、食育・花育センターで開催されるイベントで、食育に関する講演会や食育ジャンボカルタ大会な

どを実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
食育・花育センターのオープン後の PR と、食育の普及･啓発、実践に向けた取り

組みを促すことを目的に、食育・花育センターで開催されたイベントで、食育に関す

る講演会や地域の特色を生かしたお国自慢料理試食会、食育ジャンボカルタ大会など

を実施した。

平成 25年度 継続して実施した。 

平成 26年度  継続して実施した。

【取組の様子】 

お国自慢料理の試食（ふるまい）  食育ジャンボカルタ大会 
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事業名等 ボボラランンテティィアア体体験験やや研研修修のの受受けけ入入れれ
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 1 食育に関する情報発信や相談等のサービスを行う（仮称）食育センターの整備 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

食育・花育センターの業務を体験したり、屋外のほ場の管理を体験したりといった、ボランティア体

験や研修の受け入れを実施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
食育・花育センターの業務を体験したり、屋外のほ場の管理を体験したりといった

ボランティア体験や職場体験、研修の受け入れを実施（中学校3 校、管理栄養士養成

校3 校） 

平成 25年度
 食育・花育センターの業務を体験したり、屋外のほ場の管理を体験したりといった

ボランティア体験や職場体験、研修の受け入れを実施（中学校 3 校、高等学校 1 校、

管理栄養士養成校 3 校、大学 1 校）

平成 26年度
 食育・花育センターの業務を体験したり、屋外のほ場の管理を体験したりといった

ボランティア体験や職場体験、研修の受け入れを実施（小学校 1 校、中学校 10 校、

管理栄養士養成校 3 校、専門学校 1 校、大学 1 校）

【取組の様子】 

大学生研修の受け入れ  大学生研修の受け入れ 
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事業名等 各各種種料料理理教教室室のの開開催催
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 1 食育に関する情報発信や相談等のサービスを行う（仮称）食育センターの整備 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

市内最大規模の食育・花育センターの調理実習室を有効に活用し、にいがたの食材を使った、様々な

テーマの料理教室を開催。

食育の視点でテーマを設定し、単純な料理講習会とは差別化を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 食育の実践につながるよう様々なテーマで計84 回の料理教室を開催。総募集定員

2,632 人に対して、応募は8,211 人、各講座の平均倍率は3.12 倍となった。 

平成 25年度  食育の実践につながるよう様々なテーマで計 69 回の料理教室を開催。総募集定員

2,126 人に対して、応募は 5,794 人、各講座の平均倍率は 2.70 倍となった。

平成 26年度  食育の実践につながるよう様々なテーマで計 93 回の料理教室を開催。総募集定員

2,854 人に対して、応募は 7,442 人、各講座の平均倍率は 2.60 倍となった。

【取組の様子】 

6月 14日「にいがたの梅しごと」講師：河内さくら 1月 25日「田の神さま料理」小豆粥と煮菜
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事業名等 区区役役所所連連携携事事業業
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 1 食育に関する情報発信や相談等のサービスを行う（仮称）食育センターの整備 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 各区健康福祉課、各区産業振興担当課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

各区役所と連携して、食育・花育センターや各地域で食育の普及・啓発、実践に向けた取り組みを実

施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 7区で9事業実施。実施した事業を紹介するパネルを作成し、 食育・花育センターで

の展示を行った。 

平成 25年度 8区で11事業実施。詳細は別紙のとおり。実施した事業を紹介するパネルを作成し、

食育・花育センターでの展示を行った。 

平成 26年度 8区で15事業実施。詳細は別紙のとおり。実施した事業を紹介するパネルを作成し、

食育・花育センターでの展示を行った。 

【取組の様子】 

北区健康福祉課 秋葉区産業振興課 
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平成26年度　食育・花育センター　区役所連携事業　各区事業実績一覧

区名 担当課

東区 健康福祉課

産業観光課

南区

中央区

健康福祉課

健康福祉課

健康福祉課
2月18日（水）
月潟保育園

にいがた流食生活親子クッキング
内容：園児が収穫・脱穀したペットボトル苗の米を使った
　　　　親子クッキング
　　　≪献立≫豚汁、ガラス鍋炊きごはん、ドライカレー、
　　　　　　　　　フルーツヨーグルト
　　　　　　　　（カレーとヨーグルトは給食室で調理したもの）

10月6日（月）
豊栄健康センター

食推北支部交流会
内容：（1）郷土料理についての講話および調理実習
　　　　　　　講師：食推北支部長浦グループ　風間ひさ子
　　　　（2）食推活動に関するグループワーク

あきは流昔ながらの田の神さま料理を味わおう！
内容：（1）郷土料理の調理実習
　　　　　≪献立≫おはぎ、のっぺ、昆布巻き
　　　　（2）田の神さまに関する話等
　　　　（2）地産地消の意識啓発
　　　　　　（食花C、区内直売所の紹介）

北区

産業振興課
1月下旬
食育・花育センター

しっとり甘いシルクシイートで美味しい三昧の料理教室
内容：（1）さつまいも（シルクスイート）の紹介
　　　　（2）調理実習および試食
　　　　（3）北区産農産物や加工品の紹介等

健康福祉課

実施日
会　場

10月8日（水）・24日（金）・29日（水）・11月11
日（火）・1月27日（火）
アグリパーク

11月17日（月）
食育・花育センター

事業内容

アグリパークで学ぼう！農業等体験講座
内容：農業体験および畜産体験
　　　　「農作物の収穫体験」「畜産ふれあい体験」「牛の搾乳
　　　　体験」「料理体験」より、各園の希望に応じ予定を組ん
　　　　で実施。

地場産野菜の普及講習会
内容：（1）栄養士による講話
　　　　（2）地場産野菜を使った調理実習および試食
　　　　（3）食花センター見学、SAT体験

9月18日（木）
東地域保健福祉センター

地場産野菜の普及講習会
内容：（1）区栄養士による講話
　　　　（2）地場産野菜を使った調理実習および試食
　　　　（3）大豆粉についての講話およびメニュー紹介

健康福祉課
10月5日（日）
食育・花育センター

クッキング体験バスツアー
内容：（1）調理実習「いかをさばいて観察しよう」
　　　　　　　講師：新潟キッズキッチン協会
　　　　（2）試食
　　　　（3）いくとぴあ食花の施設見学体験

野菜ソムリエとにいがた地場産野菜でお弁当づくり
内容：（1）野菜ソムリエ講話　講師：清野 朱美氏
　　　　（2）旬の食材を使った調理実習

梅もぎと梅実活用術講座（21日）
内容：梅の収穫体験、梅加工品・料理等の紹介および試食

梅もぎと梅実薬膳調理講習会（25日・28日）
内容：梅の収穫体験、梅を使った薬膳調理講習会

「きれい・ほしい・美味しい」畑の実りでドレスアップ事業
内容：武蔵野美大プロジェクトチームに西蒲区の農産物について知ってもらう
ため、収穫体験等を行う畑めぐりツアーを実施。

秋葉区

健康福祉課

産業振興課
11月9日（日）
南区内圃場、味方地区公民館

収穫した大豆で味噌づくり
内容：（1）大豆の収穫と脱穀体験
　　　　（2）味噌づくり講習

健康福祉課
11月10日（月）
食育・花育センター

12月9日（火）
新津健康センター

農政商工課

江南区
6月21日（土）・25日（水）・28日（土）
亀田市民会館・近隣梅圃場

健康福祉課
産業振興課

西区

産業振興課

3月15日（日）
食育・花育センター

8月27日（水）・28日（木）
西蒲区内圃場

産業観光課

9月19日（金）・25日（木）
金津小学校

地産地消・消費拡大事業地場産農産物を使った料理教室
①茶豆の収穫と料理教室
②大根の収穫とたくあん加工体験
③米粉を使った料理教室
④米粉を使った料理教室（親子対象）

にいがた流食生活親子クッキング
内容：保育園で園児が収穫した米と里芋を使った
　　　　親子調理実習
　　　≪献立≫けんさ焼き、のっぺい汁、ミルク寒天

西蒲区 食育推進計画推進事業春のにしかん郷土料理教室
内容：農村地域生活アドバイザー（西蒲区）を講師に、西蒲区に伝わる郷土料
理や生産者ならではの西蒲区食材を活かした料理教室を開催。
≪献立≫かき和えなます、古代米入りおはぎ、越後もち豚とにしかん三昧のひ
と皿、豆天使の味噌汁、漬物（ながい工房のからし巻）

①8月21日（木）
　黒埼市民会館
②11月28日（金）・12月5日（金）
　加工大根畑、JA新潟みらい中野小屋支店
③2月21日（土）
　食育・花育センター
④3月21日（土）
　黒埼市民会館
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事業名等 食食育育・・花花育育セセンンタターー館館内内ガガイイドド
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 1 食育に関する情報発信や相談等のサービスを行う（仮称）食育センターの整備 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 各区健康福祉課、各区産業振興担当課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

食育・花育センターの情報展示コーナー、体験展示コーナーの内容をわかりやすく解説し、施設全体

の案内を行う館内ガイドを、視察団体の希望に応じて実施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
展示内容や施設の概要をより深く知ってもらうため、インタープリター（施設解説

者）による館内ガイドを 1 日 2 回実施した。

実施回数：195 回
体験者数：1,220 人

平成 25年度

 展示内容や施設の概要をより深く知ってもらうため、インタープリター（施設解説

者）による館内ガイドを 1 日 2 回実施した。8 月以降は定時ガイドを休止し、視察ガ

イドのみとした。

 実施回数：33 回（※7 月末までの定時の館内ガイドの実施実績）

 体験者数：102 人（※7 月末までの定時の館内ガイドの実施実績）

平成 26年度
 展示内容や施設の概要をより深く知ってもらうため、インタープリター（施設解説

者）による館内ガイドを視察団体の希望に応じて実施した。

 実施回数：104 回

 体験者数 2,803 人

【取組の様子】 

館内ガイドの様子  
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事業名等 食食育育ラランンドドのの開開催催
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 1 食育に関する情報発信や相談等のサービスを行う（仮称）食育センターの整備 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

食育・花育センターを訪れた方に、手軽に食育を体験してもらえるよう、ミニ体験を実施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
食育・花育センターを訪れた方に、手軽に食育を体験してもらえるよう、豆つかみ

体験ゲーム、五感を使った食育体験、展示体験ワークシート、おりがみ講座などのミ

ニ体験を実施。

平成 25年度 継続して実施。 

平成 26年度  継続して実施。

既存の内容に加え、新規内容も盛り込みながら、内容豊かに展開した。

【取組の様子】 

飛び出す絵本  おりがみで笹団子を作ろう！ 

26



事業名等 団団体体向向けけ食食育育体体験験ププロロググララムム
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 1 食育に関する情報発信や相談等のサービスを行う（仮称）食育センターの整備 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食と花を一体的に学ぶことができる食育・花育センターにおいて、体験を通して、食育、花育、農業

への理解を深めるとともに、子どもたちの心と身体の健康や豊かな人間性を育み、力強い子どもの成長

を支えることを目的に、団体向け食育体験プログラムを実施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
小学生向けプログラム、幼稚園・保育園向けミニプログラムとしてそれぞれ実施。

詳細は「1-3-1小学校向け団体プログラム」および「1-3-1保育園・幼稚園向けミニプ

ログラム」を参照。 

平成 25年度
 プログラム内容を手直しし、対象を限定せず、一般団体向けとした。小学校をはじ

め、幼稚園・保育園、地域の団体等、より幅広い対象に対しプログラムを実施した。

29 団体、1,391 人に対し、食育ビンゴや食育ジャンボかるたなどのプログラムを実

施した。

平成 26年度
 小学校、幼稚園・保育園、地域の団体等を対象にプログラムを実施した。

36 団体、1,388 人に対し、食育ビンゴや五感を使った食材当てクイズなどのプログ

ラムを実施した。

【取組の様子】 

五感を使った食材当てクイズ  とっても大切朝ごはん 
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事業名等 （（仮仮称称））食食とと花花ののににいいががたた交交流流セセンンタターーのの整整備備
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 2 生産者と消費者の交流の拠点となる（仮称）食と花のにいがた交流センターの整備 

担 当 課 農業特区・農村都市交流課 

関 連 課 食育・花育センター、農業政策課、食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

食育・花育、農消交流、食と花のブランド発信を推進する拠点施設の整備を進めている。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・外周道路整備、2 次造成工事を行った。

・直売所等の基本・実施設計を行った。 

平成 25年度 ・建設工事を行った。

平成 26年度 ・6 月施設の全面オープン

【取組の様子】 
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事業名等 （（仮仮称称））アアググリリパパーークク・・農農業業研研究究セセンンタターーのの整整備備
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 3 食育推進の拠点の整備

主な取組 3 
農業体験や食の大切さを学ぶ機会等を提供する  

（仮称）アグリパーク・国際農業研究センターの整備 

担 当 課 農業特区・農村都市交流課 

関 連 課 農業政策課、食と花の推進課、農業活性化研究センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

農業者の技術的な課題解決や6次産業化を支援する農業活性化研究センターを整備した。
また、加工技術等の生産者への支援、教育ファームによる農業体験機会提供のための拠点施設として

アグリパークの整備を進めている。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・農業活性化研究センターの建設工事が完了した。

・アグリパークの建物の基本・実施設計を行った。 

平成 25年度 ・農業活性化研究センターが 6月に開設した。
・アグリパークの建設工事を行った。

平成 26年度 ・アグリパークの 6月オープン

【取組の様子】 
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事業名等 「「おおははよようう朝朝ごごははんん料料理理講講習習会会」」のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進 

施策内容 5 地域の力を生かした食育の推進 

主な取組 1 地域コミュニティ協議会による取組の推進 

担 当 課 生涯学習センター・中央公民館 

関 連 課 食育・花育センター、保健所健康増進課、各区地域課、地域教育推進課、各地区公民館

関係団体 地域コミュニティ協議会、食生活改善推進委員協議会、PTA、ふれあいスクールなど

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

学校・家庭・地域が連携して、子どもの基本的生活習慣の形成と家庭教育への意識啓発を図るため、

平成19年度より「早寝早起き朝ごはん運動」を推進し、食生活改善推進委員協議会の協力で作成した「レ
シピ集」を基本題材とした調理実習と、ミニ講話による料理講習会を地域コミュニティ協議会等との協

働により実施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・「レシピ集」を基本題材に全37カ所の地域コミュニティ協議会等で実施。1,100 人が
参加。

・各地区公民館と協力し、地域の定例活動として継続できるよう図る。

・ホームページの掲載内容を充実させ、PR を行った。 

平成 25年度

・「レシピ集」を基本題材に全34カ所の地域コミュニティ協議会等で実施。924 人が
参加。

・各地区公民館と協力し、地域の定例活動として継続できるよう図る。

・「おはよう朝ごはんレシピ集」を新たに作成した。

平成 26年度

・「レシピ集」を基本題材に全 34カ所の地域コミュニティ協議会等で実施。956人が
参加。

・各地区公民館と協力し、地域の定例活動として継続できるよう図る。

・生涯学習センターの主催で、「番外編」として全市を対象にした料理講習会を行った。

【取組の様子】 

料理講習会の様子（ミニ講話の一例）  料理講習会の様子 
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事業名等 おおややここ料料理理教教室室
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 5 地域の力を生かした食育の推進

主な取組 1 地域コミュニティ協議会による取組の推進 

担 当 課 白根地区公民館 

関 連 課 －

関係団体 白根コミュニティ協議会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

コミュニティ協議会の活動をあまり知らない若い世代（小学生の親子）を対象に、地域で活動する食

生活改善推進委員を講師として、料理作りを楽しみながらコミ協の活動をPRし、地域の活性化を図った。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

① H.24.7.7新潟の郷土料理(笹団子・古都けんちん汁)  
② H24.9.8 南区産の野菜・果物を使ったメニュー

(米粉ピザ・野菜たっぷりミネス トローネ・果物のジェラート)  
③ H24.12.1 家族で楽しむクリスマス（パエリア・紅茶のティラミス） 

平成 25年度
① H25.7.6 新潟の郷土料理（笹団子・古都けんちん汁）
② H25.9.14 南区産の野菜・果物を使ったメニュー
（野菜たっぷり！豆腐入りドライカレー・ブラマンジェ）

平成 26年度
①H26.7.5 新潟の郷土料理（笹団子・古都けんちん汁）
②H26.12.6 南区産の野菜を使ったあったかメニュ―
（手打ちうどんのうどんすき・紅茶のティラミス）

【取組の様子】 
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事業名等 「「健健康康増増進進普普及及講講習習会会」」のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 5 地域の力を生かした食育の推進

主な取組 2 食生活改善推進委員、高齢者等との連携、協働による取組の推進 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会、新潟市運動普及推進協議会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

生活習慣病予防を推進するために、市民に身近な会場で、地域の特性やニーズに応じた健康増進普及

講習会を実施した。食生活改善推進委員、運動普及推進委員と連携して、減塩をテーマにした講話、調

理実習、運動を取り入れた。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・減塩をテーマにした内容で継続して実施。

・次年度の普及啓発用として、食生活改善推進委員協議会と連携し、減塩料理リーフ

レットを作成した。 

平成 25年度 ・平成 24年度に作成した減塩料理リーフレット「うす味でおいしいレシピ集」を活用
し、減塩をテーマにした内容で実施。

平成 26年度 ・平成24 年度に作成した減塩料理リーフレット「うす味でおいしいレシピ集」を活用

し、減塩をテーマにした内容で実施。 

【取組の様子】 

－

「うす味でおいしいレシピ集」  
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事業名等 NNPPOO にによよるる取取りり組組みみのの推推進進（（地地域域活活動動補補助助金金））
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 5 地域の力を生かした食育の推進

主な取組 2 食生活改善推進委員、高齢者等との連携、協働による取組の推進 

担 当 課 市民協働課 

関 連 課 －

関係団体 NPO 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地域が自主的・主体的に行う下記のまちづくり活動に補助金を交付する。

① 地域課題の解決を図る活動

② 資源循環型社会形成の推進を図る活動

③ 地球温暖化対策を図る活動

④ 地域コミュニティ活動の活性化を図る活動

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 1件（食育に関するパネル展の開催）

平成 25年度 1件（食育に関するパネル展の開催） 

平成 26年度 2件（米粉の消費促進と椿の資源化に向けた料理講習会と講演会を開催）

【取組の様子】 

－ －

33



事業名等 
食食生生活活改改善善推推進進委委員員養養成成講講座座のの開開催催

支支部部勉勉強強会会等等のの開開催催

作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 5 地域の力を生かした食育の推進

主な取組 2 食生活改善推進委員、高齢者等との連携、協働による取組の推進 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地域における健康づくり、食育推進の担い手である食生活改善推進委員の養成講座として、健康栄養セミナ

ーを実施した。

また、食生活改善推進委員の資質向上を図るため、全体研修会や地域単位の研修会、勉強会を実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・継続して実施。

健康栄養セミナー／東区・西区・西蒲区の3区で各1コース実施。（1コース6回／新会員35人）
全体研修会（2回）／5月「食の安全を求めて」（185人）、2月「季節と食環境を彩るご
ちそう野菜と果物」（185人）の実施。
支部研修会、勉強会／献立勉強会の他、各支部の情報交換、活動報告等。

平成 25年度

・継続して実施。

健康栄養セミナー／中央区・江南区・南区の3区で各1コース実施。（1コース6回／新会員49人）
全体研修会（2回）／5月「認知症の医学的・心理的理解」（209人）、2月「ロコモ予防
と地域における健康づくり」（187人）の実施。
支部研修会、勉強会／献立勉強会の他、各支部の情報交換、活動報告等。

平成 26年度

・継続して実施。

健康栄養セミナー／北区・秋葉区・西区の3区で各1コース実施。（1コース6回／新会員36人）
全体研修会（2回）／5月「健康は腸から～腸を鍛えて元気に過ごそう～」（180人）
2月「健康づくり（健診・検診）について」（179人）の実施。
支部研修会、勉強会／献立勉強会の他、各支部の情報交換、活動報告等。

【取組の様子】 

全体研修会  全体研修会 
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事業名等 
地地域域にによよるる子子どどもものの居居場場所所づづくくりり支支援援事事業業

ででのの食食育育のの取取りり組組みみ

作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 5 地域の力を生かした食育の推進

主な取組 2 食生活改善推進委員、高齢者等との連携、協働による取組の推進 

担 当 課 こども未来課 

関 連 課 －

関係団体 にいがたっ子☆スペースくろさき運営協議会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地域住民の運営による「子どもの居場所」において、お楽しみ会として、食生活改善推進委員による

食育講座及び試食会や、地域の果樹園の協力によるぶどう狩りを実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

地域住民の運営による「子どもの居場所」において、お楽しみ会として、食生活改

善推進委員による食育講座及び試食会を実施した。

11 月20 日 黒埼健康センターにて実施。 やまいもとりんごをつかったゼリー、牛
乳寒天を試食。 

平成 25年度
地域住民の運営による「子どもの居場所」において、お楽しみ会として、地域の果樹

園の協力によるぶどう狩りを実施した。

9月 24日実施。親子 28組参加。

平成 26年度
地域住民の運営による「子どもの居場所」において、お楽しみ会として、地域の果樹

園の協力によるぶどう狩りを 9 月 16 日に実施したほか、食生活改善推進委員による
食育講座及び試食会を 10月 21日に実施した。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 「「南南区区健健康康福福祉祉フフェェアア」」のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進 

施策内容 6 食育に関する市民の理解の増進 

主な取組 １ 食育に関する出前講座、フォーラムの開催 

担 当 課 南区役所健康福祉課 

関 連 課 ―

関係団体 南区社会福祉協議会、南区連合保健会、食生活改善推進委員協議会南支部 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

南区健康福祉フェアにおいて「食生活コーナー」を設置し、減塩についてパネル展示・試食の配布等

を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

 食生活コーナーにおいて、「おいしく節塩 ひと工夫！」をテーマに、減塩の工夫に

関するポスター、食塩含有量を示すフードモデル、一日摂取目標量の野菜を展示。

食生活改善推進委員が調理した「たまねぎのさっぱり塩麹サラダ」の試食提供。レシ

ピを配布した。

平成 25年度

 食生活コーナーにおいて「気軽に節塩しませんか？」をテーマに、【減塩ルネサンス】

の内容や減塩の工夫等を紹介したポスターを掲示。バランス食や野菜料理のフードモ

デルを展示。食生活改善推進委員が調理した「切干大根のアラビアータ風」の試食提

供。レシピ配布。

平成 26年度

食生活コーナーにおいて「骨、元気ですか？」をテーマに骨粗しょう症予防の食事に

関するポスターを掲示。隣の運動コーナーで骨密度測定後に立ち寄る動線になってお

り、参加者の興味を引いた。食推が調理した「ひじきのコツコツサラダ」の試食とレ

シピ配布。煮物以外のひじきメニューは好評で、Caアップのメニューが伝達できた。

【取組の様子】 

試食配布の様子  食生活コーナーのポスター掲示 
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事業名等 総総合合情情報報ササイイトトのの開開設設
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 7 あらゆる広報媒体を活用した食育の普及啓発、情報の発信

主な取組 1 ホームページにおける食育に関する情報の一元化と分かりやすい情報発信 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 食育・花育センター

関係団体 －

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

課のホームページに計画やイベントなど、食育・健康づくりに関する情報を積極的に掲載するととも

に、より見やすいホームページとするため、ページレイアウトの統一、目次の整理を行った。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 平成 21 年度に「食育・健康づくり総合情報サイト」を開設し、幅広く横断的に情
報を収集して、情報発信を行った。

平成 25年度 継続して実施。 

平成 26年度 継続して実施。

【取組の様子】 

食育・健康づくり総合情報サイト  まいかちゃんレポート 
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事業名等 「「減減塩塩レレシシピピ」」ななどどのの掲掲載載
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 7 あらゆる広報媒体を活用した食育の普及啓発、情報の発信

主な取組 2 
市報にいがた、区役所だより、テレビ、ラジオ、ホームページ等あらゆる情報媒体

の有効活用 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「市報にいがた」及び「区だより」に定期的にレシピを掲載し、健康づくり・生活習慣病予防・地産

地消について情報発信を行い、市民への啓発普及を行った。

また、ホームページに「うす味でおいしいレシピ集」等を掲載し、情報発信を行った。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・市報にいがたに「節塩レシピ」を掲載（月 1回）し、生活習慣病予防のための減塩
の知識について情報発信を行った。

・区だよりに、地産地消・健康をテーマにしたレシピを掲載し、食育・健康づくりの

普及啓発を行った。（北区・東区・江南区）

平成 25年度 ・継続して実施。

レシピを掲載（北区・東区・江南区） 

平成 26年度 ・継続して実施。

レシピを掲載（北区・東区・江南区） 

【取組の様子】 

市報にいがた  
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事業名等 食食育育・・花花育育セセンンタターーででののパパネネルル展展示示
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進

施策内容 7 あらゆる広報媒体を活用した食育の普及啓発、情報の発信

主な取組 2 
市報にいがた、区役所だより、テレビ、ラジオ、ホームページ等あらゆる情報媒体

の有効活用 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 －

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食育・花育センターで実施された様々な事業を来館者の皆様に紹介するため、実際に取組を行った主

体にパネル作成を依頼し、完成したものを食育・花育センター内に展示した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
食育・花育センターで実施された様々な事業を来館者の皆様に紹介するため、実際

に取組を行った主体にパネル作成を依頼し、完成したものを食育・花育センター内に

展示した。

平成 25年度 継続して実施。 

平成 26年度  継続して実施。

【取組の様子】 

館内パネル設置の様子  館内パネル設置の様子 
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事業名等 区区だだよよりり「「食食推推かかららここんんににちちはは」」へへレレシシピピ掲掲載載
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進 

施策内容 7 あらゆる広報媒体を活用した食育の普及啓発、情報の発信 

主な取組 2 
市報にいがた、区役所だより、テレビ、ラジオ、ホームページ等あらゆる情報媒体

の有効活用 

担 当 課 江南区役所健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会江南支部

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食生活改善推進委員協議会江南支部と連携し、地場産食材を使ったレシピや郷土料理レシピ、旬のレ

シピ等を年に春、夏、秋、冬の計4回掲載した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

6月3日号：鶏肉の簡単バーグ
9月2日号：みょうがの中華和え
11月18日号：ごぼうのスープ
2月17日号：はんぺんのカラフルロール 

平成 25年度
6月 2日号：フルーツゼリー
8月 18日号：豚肉と野菜のおかずサラダ
11月 3日号：さんまのピリ辛煮
2月 16日号：もやし入り肉団子の甘酢あん

平成 26年度
６月 15日号：グリーンスムージー
8月 3日号：ミニトマトのコンポート
11月 2日号：豆腐寄せ
2月１日号：豆乳茶碗蒸し

【取組の様子】 

平成 26年 6月 15日号掲載レシピ 平成 27年 2月 1日号掲載レシピ
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事業名等 区区だだよよりりへへ健健康康情情報報のの掲掲載載
作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進 

施策内容 7 あらゆる広報媒体を活用した食育の普及啓発、情報の発信 

主な取組 2 
市報にいがた、区役所だより、テレビ、ラジオ、ホームページ等あらゆる情報媒体

の有効活用 

担 当 課 江南区役所健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 －

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

年に1度、区だよりを活用し、食に関する健康情報を掲載した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 平成24年12月2日号「年末年始は食べ過ぎ飲み過ぎに注意」
平成25年1月6日号「子どものおやつは食事の一部です」 

平成 25年度 平成 25年 7月 7日号：「ヘルスメイト食生活改善推進委員の活動紹介」
平成 26年 2月 2日号：「かみごたえのあるおやつ」

平成 26年度 平成 26年 8月 3日号：「夏バテ予防の食事」

【取組の様子】 

－

平成 26年 8月 3日号
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事業名等 
江江南南区区ホホーームムペペーージジ「「ここううななんん四四季季彩彩食食菜菜」」

『『旬旬のの健健康康レレシシピピ』』へへレレシシピピ掲掲載載

作成日 平成 27年 6月

基本施策 1 市民運動としての食育の推進 

施策内容 7 あらゆる広報媒体を活用した食育の普及啓発、情報の発信 

主な取組 2 
市報にいがた、区役所だより、テレビ、ラジオ、ホームページ等あらゆる情報媒体

の有効活用 

担 当 課 江南区役所健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会江南支部

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食生活改善推進委員協議会江南支部と連携し、地場産食材を使ったレシピや郷土料理レシピ、旬のレ

シピ等と健康に関するコメントを月に1回掲載した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 月に 1 回掲載した。

平成 25年度 月に1 回掲載した。 

平成 26年度 月に 1回掲載した。

【取組の様子】 

5月掲載レシピ 2月掲載レシピ

42



家庭における食育の推進 
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事業名等 「「男男のの料料理理教教室室」」のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進 

施策内容 1 男女共同参画を踏まえた食育推進 

主な取組 1 男の料理教室など男性を対象としたイベント等の実施 

担 当 課 男女共同参画課 

関 連 課 各区地域課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

日常生活に不可欠な家事である料理を体得する「男の料理教室」を開催し、男性の家事全般への参画

を促進し、家庭内における男女共同参画の意識の醸成を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
北 区（12月8日 葛塚コミュニティセンター）
秋葉区（2月23日 新津健康センター）
南 区（1月20日 白根学習館） 

平成 25年度
北 区（12月14日 葛塚コミュニティセンター）
秋葉区（2月22日 新津健康センター）
南 区（1月 26日 月潟健康センター）

平成 26年度
北 区（11月22日 葛塚中学校）
秋葉区（2月22日 新津健康センター）
南 区（2月 8日 白根健康福祉センター）

【取組の様子】 

北区料理教室  秋葉区料理教室 
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事業名等 男男性性のの生生きき方方講講座座 （（子子育育てて期期））
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進 

施策内容 1 男女共同参画を踏まえた食育推進 

主な取組 1 男の料理教室など男性を対象としたイベント等の実施 

担 当 課 男女共同参画課 

関 連 課 食育・花育センター

関係団体 －

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

男性が家事の役割分担の幅を広げるため、簡単な調理技術を身に付けられるよう、食事作りを最初から最後

までひととおり体験した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ― 

平成 25年度 ―

平成 26年度

平成 26年 7月 6日（日）
平成 26年度 男性の生き方講座（子育て期）
Men’s Labo（メンズラボ）～パパからはじめる Happy Life～ 
テーマ 実験！？「パパのわくわく定食」

講師 仁科 誉広（にしな たかひろ）（新潟調理師専門学校講師）

会場：食育・花育センター 

参加者 11名 ※3回連続講座の第 2回目に実施

【取組の様子】 
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事業名等 男男性性対対象象のの料料理理教教室室のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 1 男女共同参画を踏まえた食育推進

主な取組 1 男の料理教室など男性を対象としたイベント等の実施 

担 当 課 横越地区公民館 

関 連 課 ―

関係団体 ― 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 〇 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

男性の家事への参画を促進し、食の面での自立を図るため、日常生活に不可欠な家事としての料理を

体得する男性対象の料理教室を開催した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

団塊世代の男性を対象に社会参加へのきっかけと、男性も積極的に厨房に入り活動

的に過ごすための学習機会を提供する。（調理の基本を学び、簡単な家庭料理ができる

ことを目的とする）

延参加人数：41人

平成 25年度

団塊世代の男性を対象に社会参加へのきっかけと、男性も積極的に厨房に入り活動

的に過ごすための学習機会を提供する。（調理の基本を学び、簡単な家庭料理ができる

ことを目的とする）

延参加人数：44人 

平成 26年度

団塊世代の男性を対象に社会参加へのきっかけと、男性も積極的に厨房に入り活動

的に過ごすための学習機会を提供する。（調理の基本を学び、簡単な家庭料理ができる

ことを目的とする）

延参加人数：44人 

【取組の様子】 
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事業名等 「「家家庭庭教教育育フフォォーーララムム」」のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進 

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得 

主な取組 1 家庭、学校、地域など社会全体での家庭を支える取組の推進 

担 当 課 生涯学習センター 

関 連 課 －

関係団体 新潟市小中学校 PTA連合会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

家庭を取り巻く状況の変化により、全ての教育の原点であるべき家庭の教育力が低下している。

そのため、地域社会全体で家庭教育支援のための取組が必要となっている。しかし地域の教育力も

家庭と同様に低下している現状がある。

本事業では、家庭教育の大切さを再確認するとともに、家庭・学校・地域が共に連携して子ども

を見守り、育むことの大切さを伝え、地域コミュニティを推進するための意識啓発を図る。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
H25.3.17 講演会  
テーマ「親子と学校と地域のつながりがつくる豊かな家庭教育」  

講師：大日向雅美 氏（恵泉女学園大学大学院平和学研究科 教授） 

平成 25年度
H26.2.22 講演会  
テーマ「子どもの生きる力を育てる」  

講師：汐見稔幸 氏（白梅学園大学学長・東京大学名誉教授）

平成 26年度
H27.2.28講演会
テーマ「こどもを支える３つの力と家庭の教育力」

講師：長谷川幸介 氏（茨城大学社会連携センター准教授）

【取組の様子】 

－
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事業名等 「「子子育育てて学学習習出出前前講講座座」」のの実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進 

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得 

主な取組 1 家庭、学校、地域など社会全体での家庭を支える取組の推進 

担 当 課 生涯学習センター 

関 連 課 各公民館

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

子育てやしつけに関心の薄い親を含め、より多くの親に家庭教育について考える学習機会を通して、

家庭教育への意識啓発と家庭の教育力の向上を図る。

実際の実施状況としては、新一年生の保護者全員が集まる機会として、就学時健診時または入学前学

校説明会などの際に、家庭教育に関する講演会を開催する。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 新潟市内小学校 100 校（6,264 名参加）で講演会を実施した。
新潟市内中学校 6 校（386 名参加）で講演会を実施した。

平成 25年度 新潟市内小学校 103 校（6,100 名参加）で講演会を実施した。
新潟市内中学校 10 校（758 名参加）で講演会を実施した。

平成 26年度 新潟市内小学校 102校（6,011名参加）で講演会を実施した。
新潟市内中学校 14校（719名参加）で講演会を実施した。

【取組の様子】 

－

平成 26 年度講演会の様子  
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事業名等 ククッッキキンンググククララブブ
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 2 
公民館における親子料理教室など、楽しみながら食に関する知識や技術を 

習得する機会の提供 

担 当 課 教育委員会 

関 連 課 月潟地区公民館

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

平成21年度から衣食住での自立を図るため、日常生活に不可欠な家事としての料理を体験する「男性
の料理教室」を開催。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 親子料理教室1回開催。
食生活改善推進委員の指導により、親子でクリスマスケーキを作る。 

平成 25年度
男性の料理教室を 1回開催。
食生活改善推進委員の指導により、イタリアンに挑戦。

（ミラノ風カツレツ、ミネストローネ、お酒ゼリー）

平成 26年度
こども料理教室を 1回開催。
食生活改善推進委員の指導により、低学年でも簡単にできるメニューに挑戦。

（お好み焼きごはん、豆サラダ、蒸しケーキ）

【取組の様子】 
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事業名等 クッキング教室 
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2  家庭における食育の推進 

施策内容 2  望ましい食習慣や知識の習得 

主な取組 2 
公民館における親子料理教室など、楽しみながら食に関する知識や技術を 

習得する機会の提供 

担 当 課 地域教育推進課（大畑少年センター） 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

楽しみながら調理することで、親子のコミュニケーションを図ったり、友達作りを行った。また、「笹

団子」づくり、「クリスマス料理」づくりなど、郷土食・季節感を取り入れた教室の運営に心掛け、年3
回開催し、延べ95人の幼児、小・中学生、大人が参加した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 対象を親子や小・中学生等、複数設定するとともに、郷土料理や季節の食材を使用

し、実施した。

平成 25年度 同様に実施した。

平成 26年度 同様に実施した。

特に郷土料理，季節感溢れる内容を考え実施した。

【取組の様子】 
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事業名等 

水水とと土土のの宝宝物物活活用用事事業業 ここどどももププロロジジェェククトト

ここどどももアアーートトククッッキキンンググススタタジジオオ

ーーみみんんななでで芸芸術術的的ななササララダダををつつくくろろうう！！－－

作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 2 
公民館における親子料理教室など、楽しみながら食に関する知識や技術を 

習得する機会の提供 

担 当 課 水と土の文化推進課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

小・中学生対象の料理教室を開催。野菜ソムリエ・木村正晃さんを講師に招き、野菜や果物の選び方

を教わりながら、自ら野菜等を選んで購入し、にいがた版ガルグイユを作った。（ガルグイユとは、フ

ランスの郷土料理で、地物の野菜や花などを使って調理するサラダ） 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 なし

平成 25年度 なし 

平成 26年度
 平成 26年 11月 22日（土）13:00～17:00 食育・花育センター
 参加者：小学 3年生から中学 3年生まで 12人
 参加費：野菜購入のための実費 1,000円程度

【取組の様子】 

当日の様子  自分の選んだ野菜でサラダを盛付け 
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事業名等 ここどどももククッッキキンンググ
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 2 
公民館における親子料理教室など、楽しみながら食に関する知識や技術を 

習得する機会の提供 

担 当 課 白根地区公民館 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

普段の食生活において偏食になりがちな子どもたちに自ら料理する体験を通じて食に関する興味や関

心を持ってもらうため、南区の小学3年生～6年生に募集のチラシを学校経由で配布し、年間５回程度の
調理実習を行う。講師は南支部食生活改善推進委員にお願いする。

また、各回400円の材料費を負担してもらう。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

実施日時①6 月23 日 ②7 月21 日 ③9 月29 日④11 月17 日⑤12 月15 日
⑥1 月19 日 各回10 時～13 時 参加人数各回18 人

実施内容①ピザ②冷やし中華③三色おはぎ④ビーフシチュー⑤焼きうどん

⑥おにぎり＆とん汁

平成 25年度

実施日時①6 月29 日 ②7 月20 日 ③9 月28 日④11 月16 日⑤12 月21 日
⑥1 月18 日 各回10 時～13 時 参加人数各回18 人

実施内容①スパゲッティ②彩りそうめん③キャンディ包みずし④パエリア

⑤ヨーグルトチーズケーキ ⑥水ギョーザ

平成 26年度

実施日時①6 月28 日 ②7 月19 日 ③9 月27 日④11 月15 日⑤12 月20 日
各回10 時～13 時 参加人数各回18 人

実施内容①サラダクレープ②サンドイッチ③ドライカレー④炊き込みごはん

⑤スパゲッティナポリタン

【取組の様子】 
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事業名等 スイーツクラブ 

基本施策 2  家庭における食育

施策内容 2  望ましい食習慣や

主な取組 2 
公民館における親子料理教室

習得する機会の提供

担 当 課 地域教育推進課（大畑少年

関 連 課 ―

関係団体 ― 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 

【取組の実施状況】 

友達と仲良く楽しみながら、お菓子づくりができるようになることを

回の講座を開催し、延べ90人の小・中学生

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 調理の基礎から学び

平成 25年度 同様に実施した。

平成 26年度 同様に実施した。特

楽しく活動できるように

【取組の様子】 

作成日 平成

食育の推進 

や知識の習得 

親子料理教室など、楽しみながら食に関する知識

提供

大畑少年センター） 

施策区分 
学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化

づくりができるようになることを目的に、前期4

中学生が参加した。 

び、楽しくかつ安全に配慮し実施した。

特に材料の好き嫌いやアレルギーに十分配慮し、

できるように実施した。

平成 27年 6月

知識や技術を 

6 食の安全等

4回、後期4回、計8

、参加者が安全に
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事業名等 子子どどもも体体験験活活動動のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 2 
公民館における親子料理教室など、楽しみながら食に関する知識や技術を 

習得する機会の提供 

担 当 課 横越地区公民館 

関 連 課 ―

関係団体 横越地区子どもセンター 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 〇 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

小学生を対象に，実際に調理することで食への関心を持つとともに料理（お菓子づくり）の楽しさを

実感し、達成感を得ることを目的に調理実習を開催。（子ども体験活動は年間を通して料理（お菓子づ

くり）だけでなく、工作、レクリーションなど、様々な事業を実施している） 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 「カレーづくり」「白玉あんみつづくり」「バレンタインスイーツづくり」を開催

 延参加者数：58人

平成 25年度 「カレーづくり」「クリームパフェづくり」を講座の1コマで開催
 延参加者数：40人 

平成 26年度 「クリスマススイーツづくり」を講座の1コマで開催
 延参加者数：37人

【取組の様子】 
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事業名等 北北部部親親子子料料理理教教室室
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 2 
公民館における親子料理教室など、楽しみながら食に関する知識や技術を 

習得する機会の提供 

担 当 課 白根地区公民館（大郷・鷲巻・根岸・大通地区） 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・材料はなるべく地元産の食材を使用し、生産者や購入場所などを講座の中で紹介する。

・講座の合間や試食会の時間に、講師より「食育」についてミニ講話時間を設定。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
平成 24 年 12 月 8 日(土) 会場：白根学習館食工房、参加人数 17 人
テーマ：「X’mas デザートをつくろう!!」
メニュー：アイシングクッキー

講師：中野直美（調理師・食育インストラクター）

平成 25年度
平成 25 年 12 月 7 日(土) 会場：白根学習館食工房、参加人数 9 人
テーマ：「X’mas デザートをつくろう!!」
メニュー：デコレーションカップケーキ

講師：中野直美（調理師・食育インストラクター）

平成 26年度
平成 26 年 12 月 6 日(土) 会場：白根学習館食工房、参加人数：親子４組１１名
テーマ：「X’mas デザートをつくろう!!」
メニュー：米粉のサクサククッキー

講師：中野清美（新潟市食育マスター）

【取組の様子】 
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事業名等 給給食食だだよよりりのの発発行行、、試試食食会会のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 3 
給食だよりの発行や給食試食会の開催など、学校や保育所等を通じた知識の

普及 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 生涯学習センター、各公民館、保健所健康衛生課高齢介護課、障がい福祉課、各区健康福祉課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

学校給食における地産地消の取り組みや食に関する知識などを普及するため、各給食施設において給

食だよりの発行や試食会を開催した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・各給食施設での給食だよりの発行

・保護者試食会の実施

平成 25年度 ・各給食施設での給食だよりの発行

・保護者試食会の実施

平成 26年度 ・各給食施設での給食だよりの発行

・保護者試食会の実施

【取組の様子】 

－

保護者試食会  
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事業名等 
食食育育・・健健康康作作りりににつつななががるる活活動動のの実実施施とと

文文章章のの発発信信

作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進、保育所における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 3 
給食だよりの発行や給食試食会の開催など、学校や保育所等を通じた知識の

普及 

担 当 課 西蒲区役所健康福祉課（漆山保育園） 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

乳幼児の食育に関する基本資料の情報収集、家庭への食育便り発信、家庭へ乳幼児の食事に関するア

ンケート配布、統計の報告、野菜の栽培、クッキングの実施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・野菜の栽培、クッキングの実施、食材の下ごしらえ，

・4・5歳児親子クッキング
・食育だより発信 

平成 25年度
 ・野菜の栽培、クッキングの実施、食材の下ごしらえ，

 ・3・4・5歳児親子クッキング
 ・食育だより発信

平成 26年度
 ・米、野菜の栽培、梅干し漬け、幼児クラスクッキングの実施、食材の下ごしらえ 

・園だより、クラス便りに食事マナーについて掲載 

・給食室だより発信 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 身身近近なな会会場場ににおおけけるる健健康康（（栄栄養養））相相談談をを実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 4 
出前講座や出張栄養指導、個別栄養相談など、適切な栄養管理に関する知識

の習得のための支援 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

心身の健康及び栄養についての個別の相談に対応するため、身近な会場において健康相談、栄養食事

相談を開催した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・特定保健指導対象外の人へのアプローチの場として、個別相談を継続して実施した。

また、小児生活習慣病予防における「児童生徒の生活習慣病健診」の事後指導の場

でも継続して実施した。

平成 25年度 ・継続して実施。

平成 26年度 ・継続して実施。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 子子育育てて支支援援セセンンタターーににおおけけるる健健康康教教育育
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進 

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得 

主な取組 4 
出前講座や出張栄養指導、個別栄養相談など、適切な栄養管理に関する知識

の習得のための支援 

担 当 課 江南区役所健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

江南区内の子育て支援センター等へ出向き、乳幼児の保護者へ個別栄養指導及び集団健康教育を実施

した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
子育て支援センター「かめっこ広場」

・平成 24 年 9 月 5 日（水） ・平成 24 年 10 月 4 日（木）
子育て支援センター「にこっと」

・平成 24 年 8 月 31 日（木） ・平成 25 年 1 月 31 日（木）

平成 25年度
子育て支援センター「かめっこ広場」：9月、10月
子育て支援センター「にこっと」：8月、1月
子育て支援センター「いちごっこ広場」：9月、10月
亀田東児童館：12月

平成 26年度
子育て支援センター「かめっこ広場」：8月、1月
子育て支援センター「にこっと」：8月、12月
子育て支援センター「いちごっこ広場」：7月、10月

【取組の様子】 

― ―
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事業名等 栄栄養養表表示示等等にに関関すするる教教育育・・情情報報発発信信
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 5 生活習慣病予防のための適切な食生活と運動習慣の実践の促進 

担 当 課 保健所食の安全推進課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・市民に対し、特定保健用食品・健康食品等に関する講習会を開催し、食品の栄養知識と適切な利用方

法についての啓発事業を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・特定保健用食品・健康食品に関する市民向け講習会を開催した。

（5 回 参加 92 人）

平成 25年度 ・特定保健用食品・健康食品に関する市民向け講習会を開催した。

（6回 参加 165 人）

平成 26年度 ・特定保健用食品・健康食品に関する市民向け講習会を開催した。

（3回 参加 67 人）

【取組の様子】 

―

特定保健用食品等講習会  
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事業名等 各各種種指指導導会会、、講講習習会会等等のの実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 5 生活習慣病予防のための適切な食生活と運動習慣の実践の促進 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

生活習慣病予防、健康増進等に関する正しい知識の普及啓発を図るため、地域保健福祉センター、健

康センターにおいて健康教育、骨粗しょう症予防のための事後指導会（講演会）、健康増進普及講習会を

開催し、生活習慣改善のための運動や栄養指導を実施した。

また、地域依頼の講習については、地域の実情に合わせて実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・特定健診・特定保健指導の実施に伴い、既存の教室を整理し実施した。

・各区では、地域の実態に合わせた内容で地域依頼の教室を実施した。

平成 25年度 ・継続して実施。

平成 26年度 ・継続して実施。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 幸幸齢齢まますすまますす元元気気教教室室
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進 

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得 

主な取組 5 生活習慣病予防のための適切な食生活と運動習慣の実践の促進 

担 当 課 地域包括ケア推進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

高齢者が要支援となることを予防するとともに、可能な限り地域において自立した日常生活を営み、1
人ひとりが生きがいや自己実現のための取り組みができるよう、3か月、1コース、12回の教室を開催し
運動器や口腔の機能向上や、栄養改善について支援を行なっている。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 平成 24 年 10 月から事業開始。直営ではなく医療法人などに業務委託方式。
委託事業者数、6 事業者。開催会場数、15 会場。参加者数 249 名。

平成 25年度 医療法人や介護サービス事業者、スポーツクラブなど 8事業者に業務委託して通年実
施。開催会場 27会場。開催回数 119回。参加者数 898名。

平成 26年度 医療法人や介護サービス事業者、スポーツクラブなど 9事業者に業務委託して通年実
施。開催会場 36会場。開催回数 136回。参加者数 1203名。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 江江南南区区ふふれれああいい・・ささささええああいい交交流流事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進 

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得 

主な取組 5 生活習慣病予防のための適切な食生活と運動習慣の実践の促進 

担 当 課 江南区役所健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 江南区ふれあい・ささえあい交流事業企画運営委員会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

区づくり事業ささえあいふれ愛さくらまつりの中で「健康コーナー」のブースを開設し、来場者に対

し、骨密度測定器を用いて測定結果から食生活相談を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
日時：平成 24 年 4 月 22 日（日） 10 時～15 時
会場：亀田駅前地域交流センター

参加人数：105 名

平成 25年度
日時：平成 25年 4月 21日（日） 10時～15時
会場：亀田駅前地域交流センター

参加人数：97名

平成 26年度
日時：平成 26年 4月 20日（日） 10時～14時
会場：亀田駅前地域交流センター

参加人数：140名

【取組の様子】 

－
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事業名等 西西区区自自ららすすすすめめるる健健康康づづくくりり事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 5 生活習慣病予防のための適切な食生活と運動習慣の実践の促進 

担 当 課 西区役所健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 食生活改善推進委員協議会西支部、運動普及推進委員協議会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・ ＜自らすすめる健康づくり教室＞ニコニコヘルスアップ事業の内容を見直し、さらなる区民の健康意

識の醸成をはかるため、新規事業として教室を開催した。（体組成測定、栄養士による講話、ストレッ

チと筋力トレーニング等）

・ ＜西区健康づくりウオーキングロードマップ作成事業＞運動習慣の定着を図るため、ウオーキング講

習会とイベント等を開催した。併せて身近な西区のウオーキングコースマップの活用を勧めた。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

＜ニコニコヘルスアップ事業＞

13 コミ協等で実施した。
＜西区健康づくりウオーキングロードマップ普及事業＞

3 種類の講習会を述べ 22 回実施。また、区内での健康フォーラムを 2 日間開催。
マップ案内表示板を新たに 1 箇所設置。

平成 25年度

＜自らすすめる健康づくり教室＞

13コミ協等で実施した。
＜西区健康づくりウオーキングロードマップ普及事業＞

3種類の講習会（ウオーキング単発とコース、体操教室等）を述べ 29回実施。区内で
の健康フォーラム・イベントを 2日間開催。

平成 26年度

＜自らすすめる健康づくり教室＞

10コミ協等で実施した。
＜西区健康づくりウオーキングロードマップ普及事業＞

3種類の講習会（ウオーキング単発とコース、体操教室等）を述べ 43回実施。区内で
の健康フォーラム・イベントを１日開催。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 「「くくららししのの情情報報講講座座」」のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 2 望ましい食習慣や知識の習得

主な取組 6 
高齢者や障がい者等、世代や生活の状況に応じた視点からの食育推進の 

ための取組の促進 

担 当 課 中央図書館サービス課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「食知識を増やして、めざせ健康長寿」と題して、入山八江氏（新潟医療福祉大学准教授）を講師に招

き、日本の高齢社会と生活習慣病の現状や予防の取り組みの必要性などのお話を伺い、実際に参加

者から簡単な運動、身体チェックなどの演習をしてもらった。併せて図書館の関連資料を紹介した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
平成 25年 3月 16日（土）午後 2時～3時半 会場：中央図書館研修室２
テーマ：「元気をつくる食生活」 講師：村井 康人 氏

参加者数：29名

平成 25年度 廃止 

平成 26年度
平成 26年 12月 6日（土）午後 1時 30分～3時 会場：中央図書館ビーンズホール
テーマ：「食知識を増やして、めざせ健康長寿」 講師：入山 八江 氏

参加者数：32名

【取組の様子】 
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事業名等 
「「離離乳乳食食講講習習会会」」ななどどににおおけけるる相相談談受受付付やや

リリーーフフレレッットトのの配配布布

作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 3 妊産婦や乳幼児等に関する栄養指導

主な取組 1 
講習会の開催など、妊産婦や乳幼児の家庭における栄養管理やしつけの方法

等に関する知識を習得する機会の提供 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

はじめての離乳食、ステップ離乳食、わんぱくキッズ食べものセミナー、わくわく親子健康づくり教

室、母子保健事業（1 歳6 か月健診、3 歳児健診、育児相談、安産教室等）の実施を通して、乳幼児・
妊娠期からの望ましい食生活について、相談及び指導を行った。

また、保育者に対して、家庭における子どもの食育の重要性について啓発を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・はじめての離乳食、ステップ離乳食、わんぱくキッズ食べものセミナー、わくわく

親子健康づくり教室、母子保健事業（1 歳 6 か月健診、3 歳児健診、育児相談、安
産教室等）の実施を通して、乳幼児・妊娠期からの望ましい食生活について、相談

及び 指導を行った。

また、保育者に対して、家庭における子どもの食育の重要性について啓発を行った。

平成 25年度 ・継続して実施。

平成 26年度 ・継続して実施。

【取組の様子】 

はじめての離乳食  わんぱくキッズ！食べものセミナー ｗ
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事業名等 低低体体重重児児のの親親のの会会ププチチトトママトトククララブブ
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 3 妊産婦や乳幼児等に関する栄養指導

主な取組 1 
講習会の開催など、妊産婦や乳幼児の家庭における栄養管理やしつけの方法

等に関する知識を習得する機会の提供 

担 当 課 東区健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

東区の保健事業低体重児の親の会「プチトマトクラブ」において「離乳食・生活リズムなど」につい

て講話・食事に関する相談を実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
 平成 24 年 6 月 7 日・平成 25 年 1 月 10 日
会場：木戸健康センター

対象：低体重児をもつ保護者合計 29 名

平成 25年度
平成 25年 6月 13日・平成 26年 1月 15日

 会場：木戸健康センター

 対象：低体重児をもつ保護者合計 52 名

平成 26年度  実施なし

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 安安産産教教室室ににおおけけるる栄栄養養講講座座のの実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 2 家庭における食育の推進

施策内容 3 妊産婦や乳幼児等に関する栄養指導

主な取組 2 
「家庭教育手帳」「妊産婦のための食生活指針」など国等が作成した既存冊子

等の活用促進 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

安産教室内での栄養士による講座において活用した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・既存リーフレットや母子健康手帳等を活用し、「妊産婦のための食生活指針」の普及

啓発を継続して実施した。

平成 25年度 ・継続して実施。

平成 26年度 ・継続して実施。

【取組の様子】 

母子健康手帳  母子健康手帳 
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学校、保育所等における食育の推進 
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事業名等 「「食食育育研研修修会会」」のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進 

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育の推進 

主な取組 1 研修会の開催など、食育に対する職員の意識啓発 

担 当 課 保育課（※各区健康福祉課含） 

関 連 課 福祉課、こども未来課、保健給食課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

保育園等の職員を対象にした食育に関する研修会を開催し、食育の重要性に対する職員の意識を高め、

保育園における食育の推進に努めた。

当該研修会は、保育園や幼稚園の職員を対象に年1回実施し、様々な分野の専門家を講師に、子どもの
食について講演を依頼した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
平成 25 年 3 月 1 日（金） 会場：市民プラザ 参加者数：319 人
・講 演「学校・幼稚園・保育所における食物アレルギー・アナフィラキシー対応」

講 師：昭和大学医学部小児科学講座 今井孝成 氏

平成 25年度
平成 26年 2月 28日（金） 会場：市民プラザ 参加者数：239 人
・講 演 「乳幼児の食べる機能の気づきと支援」

 講 師：ムカイ口腔研究所 所長 向井美恵 氏

平成 26年度
平成 27年 3月 13日（金） 会場：市民プラザ 参加者数：268 人
・講 演 「保育所における食物アレルギーおよびアナフィラキシーへの適切な対応」

 講 師：昭和大学医学部小児科学講座 今井孝成 氏

【取組の様子】 

－

研修会の様子 
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事業名等 ククッッキキンンググ保保育育やや野野菜菜栽栽培培のの実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進 

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育の推進 

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 保育課（※各区健康福祉課含） 

関 連 課 各区健康福祉課、こども未来課、保健給食課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

給食で使用する食材の下ごしらえやおやつ作り等の体験を行い、また野菜などの栽培活動をとおして、

料理や食材に興味を持ち、自分で作って食べることや育てることの楽しさを体験させた。

さらには、こうした体験がこどもたちの食べる意欲につながるよう、各園独自で工夫を行っている。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
平成 23 年度の取り組みを継続。
園の畑に野菜や果物の種を撒き、毎日水やり等のお世話をし，収穫し，食べるといった

一連の体験をとおして、食べ物や食べ物を作ってくれる人への感謝の気持ちが育まれた。

平成 25年度
平成 24年度の取り組みを継続。
料理保育や給食の下ごしらえの手伝いをとおして，いろいろな食べ物に親しみ，自ら食

べようとする意欲が育った。また，苦手な食べ物が食べられることにもつながり，食に対

する前向きな姿勢が育まれた。

平成 26年度
平成 25年度の取り組みを継続。
楽しみながら，食べ物と関わる体験を積み重ねることで，苦手なものも「どんな味がす

るのかな」「ひと口食べてみようかな」「食べてみたい」，という意欲を引き出した。また年

中行事と関連づけ，食べ物をとおして日本の文化に触れた。（お月見だんご作り 等）

【取組の様子】 

空豆のさやとりの様子（流作場保育園） ピーマンの栽培の様子（万代保育園） 

ピーマンの花の中を，アリが出入りしてい

るのを発見。アリが受粉することで，実が

できることを伝えると，正座してじっと見つ

める子も。 

「空豆のベッド」の絵本を読んでもらって

からお手伝い。「本当にふかふかのお布

団みたい」と，真剣な表情。 

71



事業名等 わわくくわわくく親親子子健健康康づづくくりり教教室室
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育の推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 公私立保育園

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

親の生活習慣が子どもに影響を与えることから、未就学児の子とその親を対象に、わくわく親子健康

づくり教室を実施し、料理・運動などの体験を通して、子どもと親の食育・健康づくりを推進した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・継続して実施。

北区（4 回）／東区（3 回）／江南区（2回）／中央区（1回）／秋葉区（4回）／
南区（4 回）／西区（2 回）／西蒲区（2 回） 計 22 回

平成 25年度
・継続して実施。

北区（4回）／東区（3 回）／江南区（2回）／中央区（1回）／秋葉区（6回）／
南区（4 回）／西区（1回）／西蒲区（1 回） 計 22回

平成 26年度
・継続して実施。

北区（2回）／東区（3 回）／江南区（2回）／中央区（1回）／秋葉区（6回）／
南区（5回）／西区（1回）／西蒲区（1 回） 計 21回

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 わわくくわわくく親親子子健健康康づづくくりり教教室室
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校・保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 秋葉区健康福祉課 

関 連 課 公私立保育園

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

子どもたちの健康と豊かな人間性を育てるために、未就学児の子とその親を対象に、わくわく親子健

康づくり教室を実施し、エプロンシアターを通して、子どもと親の食育・健康づくりを推進した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 新潟市立結幼稚園で実施。

エプロンシアター3回、食育講演会 1回、塩分測定 2回を行った。

平成 25年度 新潟市立新津第三幼稚園・新潟市立小合東幼稚園で実施。 

エプロンシアター3回、食育講演会1回、塩分測定2回を行った。 

平成 26年度 新潟市立小須戸幼稚園・新津カトリック幼稚園で実施。

 エプロンシアター3回、食育講演会 1回、塩分測定 2回を行った。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 園園ににおおけけるる食食育育のの推推進進
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 障がい福祉課 ひしのみ園 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・野菜の苗を栽培、収穫した。 

・収穫した野菜を使い、クッキングを実施した。 

・園の行事でもちつき会を開催した。 

・給食試食会や食育センターでの親子クッキングを実施し、家庭との連携を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・夏野菜・さつまいもの栽培、収穫、クッキングを園児と一緒に行う。

・給食だよりの発行。

・給食試食会の実施。

・もちつき会の実施。

平成 25年度

・夏野菜・さつまいもの栽培、収穫、クッキングを園児と一緒に行う。

・給食だよりの発行。

・給食試食会の実施。

・もちつき会の実施。

・食育センターにて、親子クッキングを実施。 

平成 26年度

・夏野菜・さつまいもの栽培、収穫、クッキングを園児と一緒に行う。

・給食だよりの発行。

・給食試食会の実施。

・もちつき会の実施。

・食育センターにて、親子クッキングを実施。

【取組の様子】 

－

もちつき会：鏡餅作りの様子  
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事業名等 食食育育・・花花育育セセンンタターー 区区役役所所連連携携事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進 

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育の推進 

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 江南区役所健康福祉課 

関 連 課 食育・花育センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

産業振興課との合同事業

江南区特産の藤五郎梅の収穫体験と、梅を活用した加工品・料理の紹介、試食と薬膳の講師を招いて

薬膳調理講習会を開催した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
日時：平成 24 年 12 月 12 日（水）
対象：いぶき保育園 年長児 28 名 保護者 24 名
会場：食育・花育センター

内容：クリスマスクッキング

平成 25年度
日時：平成 25年 11月 26日（火）
対象：四つ葉保育園 年長児 23名 保護者 20名
会場：食育・花育センター

内容：クリスマスクッキング、食育カルタ等

平成 26年度

日時：平成 26年 6月 21日（土）・25日（水）・28日（土）
会場：亀田市民会館

参加人数：各回 30名定員
内容：21日梅もぎ体験・梅活用術講座

25日・28日梅もぎ体験、梅実薬膳調理講習会

【取組の様子】 

活用術レシピ くずきり  活用術 黒豆入り梅ご飯 
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事業名等 食食育育・・健健康康づづくくりりへへのの取取りり組組みみ
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 西蒲区役所健康福祉課（巻つくし保育園） 

関 連 課 － 

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・地域のお年寄りから野菜の苗の植え方を教えてもらいながら一緒に植え、草取り、水やりの世話をし 

ながら成長を見守り、収穫したりクッキングをすることで楽しさや達成感を感じる。 

・実施状況を園だより（玄関掲示）等で保護者に知らせる。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 野菜の栽培と収穫、収穫物を利用したクッキングおよび、おやつクッキング、食材展

示、給食展示、異年齢での会食などを行った。

平成 25年度 平成 24年度同様、継続と食育アンケートの実施と分析。

平成 26年度 平成25年度同様、継続して行った。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
祖祖父父母母触触れれ合合いい菜菜園園

食食育育にに繋繋ががるる活活動動のの実実践践とと保保護護者者へへのの発発信信

作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 西蒲区役所健康福祉課（岩室保育園）    

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

1. 祖父母と一緒に菜園作りを体験する。
2. 家庭への食育だよりの発信。手作りおやつのレシピ紹介、野菜の栽培、クッキングの実施

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・H23.5.15（火）さつま芋植えを実施。
園舎前の田を借用。4、5歳児54名、その祖父母45名で、さつま芋200本、すいか6本、
かぼちゃ8本を植える。
・10月17日（水）さつま芋収穫祭を実施する。4、5歳児とその祖父母でさつま芋を掘
りを行い、会食（さつま芋カレー）を行う。

平成 25年度

・H25.5.15（水）祖父母触れ合い菜園を実施。
3、4、5歳クラス脇の空き地を利用。4、5歳児 50名、その祖父母 33名参加。
さつま芋 100 本、5 歳人参、かぼちゃ、ミニトマト、4 歳ピーマン、オクラ、パセリ
を植える。 収穫した野菜を、給食に入れてもらったり、玄関に飾り紹介する。

平成 26年度
・触れ合い菜園で、祖父母と野菜の苗植え実施。 

・食材の下ごしらえ、クッキングの実施 

・食育だより発信。 

【取組の様子】 
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事業名等 保保育育園園ででのの食食育育体体験験
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 西蒲区役所健康福祉課（なかのくち保育園） 

関 連 課 － 

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食に対する経験を計画し、一年を通じて体験していった。 

低年齢児は大きいクラスの栽培している野菜を見る触るから、食材にふれる、野菜をちぎるなどの体

験など年齢に応じて取り入れてきた。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 野菜の栽培を体験する。野菜の成長していく様子を見る。

食材にふれる。乾物の様子や水に戻す様子を見る。野菜に千切りを体験する。等

平成 25年度 体験活動を継続して行った。 

平成 26年度 2歳児で「シメジの房を分ける」等簡単な作業を経験し、3歳児になり「白菜やキャ
ベツを千切る」など経験の内容を進める。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 保保育育園園ででのの食食育育体体験験
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 西蒲区役所健康福祉課（漆山保育園） 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

食育への関心を高める為菜園作りをした。世話をすることで、見たり、触れたり、食したりといろん 

な経験をすることができた。また、食材の下処理を手伝ったり、おやつクッキングなど季節に応じた活 

動をした。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 － 

平成 25年度  －

平成 26年度 ・食育計画に基づき，年齢に応じた活動を楽しんだ。 

・菜園の取り組みでは，出来た食材を使ってのピザ作りも楽しむことが出来た。 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 保保育育園園ににおおけけるる食食育育のの取取りり組組みみ
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育の推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培等、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 西蒲区健康福祉課（七浦保育園） 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

年間食育計画作成。 

食材下処理体験。おやつクッキング。野菜栽培、みそ、梅ジュース、さわし柿、干し柿作りなど季節

に応じた活動。EMぼかしを使った堆肥作り。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 食育計画基づき年齢に応じた活動を実施。

食への関心を高める活動。

平成 25年度 食育計画に基づき年齢に応じた活動の継続。 

食への関心を高める活動の継続。 

平成 26年度 食育計画に基づき年齢に応じた活動の継続。 

食への関心を高める活動の継続。 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 保保育育園園のの食食育育活活動動
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 1 保育所における食育推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 西蒲区役所健康福祉課（松野尾保育園） 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校
保育所等

○ 4 地域・職場 5 食環境
食文化

6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・園児の食文化の理解を深める機会として、野菜の種まき、苗植え、水やり、草取り、収穫作業など野 

菜の栽培を積極的に取り入れた。 

・クッキング保育を通して、色々な食材に触れ、興味を持たせた。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 情報収集をし、野菜の栽培に取り組んだ。

平成 25年度 継続して取り組んだ。 

平成 26年度  継続して取り組んだ。

 また、収穫した野菜で親子クッキングを楽しんだ。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 野野菜菜のの栽栽培培ややククッッキキンンググのの体体験験活活動動のの提提供供
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育推進

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育推進

主な取組 2 クッキング保育や野菜の栽培など、食に関する楽しい体験活動機会の提供 

担 当 課 西蒲区役所健康福祉課（かきの実保育園） 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校
保育所等

○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境
食文化

6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・園児の食育への関心を高めるため園内で菜園作りをし、できた野菜やお米を食材として給食に提供し

た。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・地域の方と一緒に野菜の栽培を行った。また地域の方のご厚意で田植えや稲刈りの

 体験や地域の味噌つくりの見学を行った。

平成 25年度 ・地域の方と一緒に野菜の栽培を行った。また地域の方のご厚意で田植えや稲刈りの

 体験や地域の味噌つくりの見学を継続して行った。 

平成 26年度 ・地域の方と一緒に野菜の栽培、収穫をして給食に提供した。子どもと職員でバケツ

苗の栽培や味噌作りの体験、見学を行った。 

【取組の様子】                 

－ －
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事業名等 
「「食食育育」」のの年年間間計計画画のの作作成成

計計画画にに基基づづくく各各種種取取りり組組みみのの実実施施

作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進 

施策内容 1 保育所、幼稚園における食育の推進 

主な取組 3 組織的・発展的な「食育の計画」の策定の推進 

担 当 課 保育課（※各区健康福祉課の状況含） 

関 連 課 各区健康福祉課、こども未来課、保健給食課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

適切な食事の取り方や望ましい食習慣の定着など、幼児期に「食を営む力」の基礎が培われるよう、

園児を取り巻く環境や発達状況などを考慮して、食育の年間計画を作成した。

多くの保育園で、食育の年間計画をもとに、様々な取り組みが実践された。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度  平成 23 年度の継続。

平成 25年度  平成 24年度の継続。

平成 26年度  平成 25年度の継続。

【取組の様子】 

   お米の苗植えの様子（流作場保育園） 

食べ物や，食べ物を作ってくれる人に感謝の気持ちが持てるよう， 

苗植えから，ごはんになるまでの過程を体験。 
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事業名等 栄栄養養教教諭諭のの配配置置促促進進
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 1 栄養教諭等を中心とした指導体制の充実 

担 当 課 教職員課 

関 連 課 保健給食課・学校支援課・消費生活センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食に関する指導と給食管理を一体のものとして行い、学校における食育の推進の中心的役割を果たす

食として、栄養教諭の配置を進めることとし、学校栄養職員の栄養教諭への任用切り替えを行う選考検

査を実施し、市立小中学校に配置した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・4 月1 日に、市立小中学校に31 名の栄養教諭を配置した。
・学校栄養職員の栄養教諭への任用切り替えを行う選考検査を実施した。

平成 25年度 ・4 月 1 日に、市立小中学校に 31名の栄養教諭を配置した。
・学校栄養職員の栄養教諭への任用切り替えを行う選考検査を実施した。

平成 26年度 ・4 月 1 日に、市立小・中・特別支援学校に 35名の栄養教諭を配置した。
・学校栄養職員の栄養教諭への任用切り替えを行う選考検査を実施した。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 小小・・中中学学校校ににおおけけるる給給食食訪訪問問指指導導
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 1 栄養教諭等を中心とした指導体制の充実 

担 当 課 潟東学校給食センター 

関 連 課 潟東東小、潟東西小、潟東南小、潟東中

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・各小・中学校に対し給食時間を活用した食指導を行った。

・各小・中学校に対し食に関する指導を行った。

・各小・中学校に対し給食時間指導資料（給食センターからのたより）の配信 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施

及び潟東東小、潟東西小、潟東南小、潟東中で食に関する指導を実施。

給食時間に放送される、本日の献立のテーマについてのおたよりの資料提供。 

平成 25年度
各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施

及び潟東東小、潟東西小、潟東南小、潟東中で食に関する指導を実施。

給食時間に放送される、本日の献立のテーマについてのおたよりの資料提供。 

平成 26年度
各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施

及び潟東東小、潟東西小、潟東南小、潟東中で食に関する指導を実施。

給食時間に放送される、本日の献立のテーマについてのおたよりの資料提供。 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 小小・・中中学学校校ににおおけけるる給給食食訪訪問問指指導導
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 1 栄養教諭等を中心とした指導体制の充実 

担 当 課 月潟学校給食センター 

関 連 課 新飯田小、茨曽根小、庄瀬小、月潟小、白南中、月潟中

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・各小・中学校に対し給食時間を活用した食指導を行った。

・各小・中学校に対し食に関する指導を行った。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）を継続して実施

及び月潟小、茨曽根小、庄瀬小、月潟中で食に関する指導を継続して実施 

平成 25年度 各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）を継続して実施

及び月潟小、茨曽根小、庄瀬小、新飯田小で食に関する指導を継続して実施 

平成 26年度 各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）を継続して実施

及び月潟小、茨曽根小、庄瀬小、新飯田小で食に関する指導を継続して実施 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 小小・・中中学学校校ににおおけけるる指指導導体体制制のの充充実実
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 1 栄養教諭等を中心とした指導体制の充実 

担 当 課 光晴学校給食センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・各小・中学校に対し給食時間を活用した食指導を行った。

・各小・中学校に対し食に関する指導の計画と実施。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施 

平成 25年度 各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施 

平成 26年度 各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 小小・・中中学学校校ににおおけけるる指指導導体体制制のの充充実実
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 1 栄養教諭等を中心とした指導体制の充実 

担 当 課 新津西部学校給食センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・各小・中学校に対する給食時間を活用した食指導。

・各小・中学校に対する食に関する指導の計画と実施。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・各学校の希望に応じ、食に関する指導、給食時間の指導を実施。

（新津第一小、新津第二小、新津第三小、荻川小、小合東小、小合小、金津小、

小合中） 

平成 25年度
・各学校の希望に応じ、食に関する指導、給食時間の指導を実施。

（新津第一幼、新津第二幼、新津第三幼、小合東幼、市之瀬幼、新津第一小、新津第二小、

新津第三小、荻川小、小合東小、小合小、金津小、新津第一中、小合中、金津中）

平成 26年度
・各学校の希望に応じ、食に関する指導、給食時間の指導を実施。

（新津第一幼、新津第二幼、新津第三幼、小合東幼、市之瀬幼、新津第一小、新津第二小、

新津第三小、荻川小、小合東小、小合小、金津小、新津第一中、小合中、金津中）

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 小小中中学学校校ににおおけけるる指指導導体体制制のの充充実実
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実 

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実 

主な取組 1 栄養教諭等を中心とした指導体制の充実 

担 当 課 葛塚学校給食センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・各小・中学校に対し給食時間を活用した食指導を行った。

・各小・中学校に対し食に関する指導の計画と実施。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施

（小学校は、各クラス2回の訪問をおこなった）

太田小学校4年生と6年生で食に関する指導の実施

葛塚中学校1 年生に対し食に関する指導を実施 

平成 25年度

各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施

（小学校は、各クラス2回の訪問をおこなった）

太田小学校１年生で食に関する指導の実施（給食試食会後、保護者が参観）

葛塚中学校 1 年生に対し食に関する指導を実施

平成 26年度

各小中学校へ給食時間の指導（訪問給食）の実施

（小学校は、各クラス2回の訪問をおこなった）

太田小学校１年生で食に関する指導の実施（給食試食会後、保護者が参観）

葛塚中学校 1 年生に対し食に関する指導を実施

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 学学校校ににおおけけるる指指導導体体制制のの確確立立
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 2 研修会の開催など、食育に対する教職員の意識啓発 

担 当 課 学校支援課 

関 連 課 保健給食課、教職員課、消費生活センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・学校保健委員会やPTA 組織などを活用して児童生徒が食に関する健康的な生活習慣を確立するよう

に、小・中学校校長会や学校訪問を通して学校の指導体制づくりを働き掛けた。

・保健給食課主催研修会の内容と連動した学校への啓発活動を行った。

・幼稚園教育要領解説第2章「健康」の内容（5）「先生や友達と食べることを楽しむ」を受け指導した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度  保健給食課による食の指導と連携した支援を継続。

平成 25年度 保健給食課による食の指導と連携した支援を継続。 

平成 26年度 保健給食課による食の指導と連携した支援を継続。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
教教職職員員をを対対象象ととししたた研研修修会会のの開開催催

栄栄養養士士資資格格をを所所有有すするる方方をを指指導導者者ととししてて派派遣遣

作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 2 研修会の開催など、食育に対する教職員の意識啓発 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 教職員課、学校支援課、消費生活センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

実践事例紹介も含めた栄養教諭・学校栄養職員の研修会（総合教育センター主催）や給食主任研修会

を年2回開催するほか、学校の希望により、スクールランチ校に栄養士資格所有の一般市民を食育指導者

として派遣し、食の指導を行った。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・栄養教諭・学校栄養職員研修会の開催（7月、12月）

・給食主任研修会（5月、11月）

・管理職対象｢食育推進研修会｣の開催（5月 幼・小・中・特別支援・中等教育学校・

園長・給食センター長 計180 人） 

平成 25年度

・栄養教諭・学校栄養職員研修会の開催（7月、12月）

・給食主任研修会（5月、11月）

・管理職対象｢食育推進研修会｣の開催（5月 幼・小・中・特別支援・中等教育学校・

園長・給食センター長 計180 人） 

平成 26年度

・栄養教諭・学校栄養職員研修会の開催（7月、12月）

・給食主任研修会（5月、11月）

・管理職対象｢食育推進研修会｣の開催（5月 幼・小・中・特別支援・中等教育学校・

園長・給食センター長 計180 人） 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 指指導導書書・・実実践践事事例例集集をを作作成成しし、、実実践践
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 3 学校教育全体を通した食に関する指導計画作成の促進 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 教職員課、学校支援課、消費生活センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

学校における食の指導の充実を図るため、「食に関する指導実践事例集」を作成し、各学校へ配布した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 「食に関する指導の手引 第一次改訂版」を受け、食に関する指導実践事例集第2集
を編纂し発行した。年度末には、日々の実践に資するよう市立学校の担任に配布した。

平成 25年度
手引実践事例集活用を奨励した。また、研究推進校の実践報告（全園長校長センタ

ー長給食主任）実践報告書を全ての学校に配付した。全市立校の教育課程等の調査を

行い、調査結果を配付した。

平成 26年度 「平成 26 年度 食に関する指導実践事例集」を作成し、全ての幼・小・中に配付し、

実践に生かすよう働きかけた。

【取組の様子】 

－

平成 26 年度食に関する指導実践事例集  
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事業名等 給給食食だだよよりりのの発発行行やや試試食食会会のの開開催催
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 4 給食だよりの発行や給食試食会の開催など、家庭、地域との連携強化 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 教職員課、学校支援課、消費生活センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

学校給食における地産地消の取組や食に関する知識などを普及するため、各給食施設において給食だ

よりの発行や試食会を開催した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・各給食施設での給食だよりの発行

・保護者試食会の実施

平成 25年度 ・各給食施設での給食だよりの発行

・保護者試食会の実施

平成 26年度 ・各給食施設での給食だよりの発行

・保護者試食会の実施

【取組の様子】 

－

保護者試食会  
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事業名等 小小・・中中学学校校ににおおけけるる指指導導体体制制のの充充実実
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 4 給食だよりの発行や給食試食会の開催など、家庭、地域との連携強化 

担 当 課 光晴学校給食センター 

関 連 課 豊栄南小学校、光晴中学校

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

月1回の給食たよりの作成と配付

小学校給食試食会へ参加し、保護者・児童対象に食育の取り組みを行った。

中学校保護者対象試食会の計画と実施

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
給食たよりの発行

小学校 1 年生・2 年生・3・4 年生児童・保護者対象の給食試食会への参加

中学校保護者対象の給食試食会への参加

平成 25年度
給食たよりの発行

小学校 1 年生・2 年生児童・保護者対象の給食試食会への参加

中学校保護者対象の給食試食会への参加

平成 26年度
給食たよりの発行

小学校児童・保護者対象の給食試食会への参加

中学校保護者対象の給食試食会への参加

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 小小中中学学校校ににおおけけるる指指導導体体制制のの充充実実
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実 

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実 

主な取組 4 給食だよりの発行や給食試食会の開催など、家庭、地域との連携強化 

担 当 課 葛塚学校給食センター 

関 連 課 太田小学校・葛塚東小学校・葛塚中学校

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

月1回の給食たより・食育たより（両面）の作成と配布

小学校給食試食会へ参加し、保護者対象に講話をおこなった

中学校保護者対象試食会の計画と実施

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 給食たよりの発行

各小学校 1 年生保護者対象の給食試食会への参加

平成 25年度 給食たよりの発行

各小学校 1 年生保護者対象の給食試食会への参加

平成 26年度 給食たよりの発行

各小学校 1 年生保護者対象の給食試食会への参加

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 小小中中学学校校ににおおけけるる試試食食会会及及びび栄栄養養指指導導
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における指導体制の充実

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 4 給食だよりの発行や給食試食会の開催など、家庭、地域との連携強化 

担 当 課 潟東学校給食センター 

関 連 課 潟東東小、潟東西小、潟東南小、潟東中

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

月1回の給食だよりの作成と配布

小学校給食試食会へ参加し、保護者対象に講話をおこなった。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 給食だよりの発行

各小学校 1 年生保護者対象の給食試食会への参加

平成 25年度 給食だよりの発行

各小学校 1 年生保護者対象の給食試食会への参加

平成 26年度 給食だよりの発行

各小学校 1 年生保護者対象の給食試食会への参加

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 小小中中学学校校ににおおけけるる試試食食会会及及びび栄栄養養指指導導
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 4 給食だよりの発行や給食試食会の開催など、家庭、地域との連携強化 

担 当 課 月潟学校給食センター 

関 連 課 新飯田小、茨曽根小、庄瀬小、月潟小、白南中、月潟中

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

月1回の給食たよりの作成と配布。

小学校給食試食会へ参加し、保護者対象に講話を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 給食たよりを継続して発行

各小学校1 年生保護者対象の給食試食会への継続して参加 

平成 25年度 給食たよりを継続して発行

各小学校1 年生保護者対象の給食試食会への継続して参加 

平成 26年度
給食たよりを継続して発行

各小学校すべての1 年生及びその他の学年にも幅広く実施された、保護者対象の給

食試食会へ継続して参加 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 幼幼・・小小・・中中学学校校ににおおけけるる指指導導体体制制のの充充実実
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 4 給食だよりの発行や給食試食会の開催など、家庭、地域との連携強化 

担 当 課 新津西部学校給食センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・月1回の給食だよりの作成と配布。

・幼、小、中の給食試食会で保護者対象に講話を行った。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・給食だよりの発行

・各受配校（幼、小、中）の保護者対象の給食試食会への参加。

平成 25年度 ・給食だよりの発行

・各受配校（幼、小、中）の保護者対象の給食試食会への参加。

平成 26年度 ・給食だよりの発行

・各受配校（幼、小）の保護者対象の給食試食会への参加。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 おお弁弁当当ででババラランンススチチェェッックク
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進 

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 5 
地域の食生活改善推進委員や医療機関等による専門的な立場からの支援の

促進 

担 当 課 江南区役所健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 新潟市立亀田西中学校、新潟市食生活改善推進委員協議会江南支部 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

亀田西中学校1年生4クラスを対象に、食生活改善推進委員より、お弁当作りの調理実習を実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 －

平成 25年度
平成 26年 1月 16日（木）、20日（月）～22日（水）
参加者数：延 124名
内容：お弁当料理カードを用い、グループ演習および講話の実施

平成 26年度
平成 27年 1月 19日（月）～22日（木）
参加者数：延 118名
内容：お弁当調理実習

【取組の様子】 

－

調理実習メニュー  
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事業名等 生生活活習習慣慣病病健健診診ににおおけけるる協協力力医医療療機機関関のの充充実実
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 2 小・中学校における指導体制の充実

主な取組 5 
地域の食生活改善推進委員や医療機関等による専門的な立場からの支援の

促進 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 教職員課、学校支援課、消費生活センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

生活習慣病健診における協力医療機関の充実を図るとともに、生活習慣病健診事後指導における地域

保健福祉センター（保健師、栄養士）と連携を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・生活習慣病健診における協力医療機関の充実。

・生活習慣病健診事後指導における地域保健福祉センター（保健師、栄養士）と連携。

・事後指導担当者への指導用資料の配付。

平成 25年度

・生活習慣病健診における協力医療機関の充実

・事後指導における地域保健福祉センター（保健師、栄養士）と連携強化

・事後指導担当者への指導用資料の配付

・民間企業との連携による保健指導の推進

平成 26年度

・生活習慣病健診における協力医療機関の充実

・事後指導における地域保健福祉センター（保健師、栄養士）と連携強化

・事後指導担当者への指導用資料の配付

・民間企業との連携による保健指導の推進

【取組の様子】 

生活習慣病健診の様子  保健指導の様子 
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事業名等 手手引引ききやや事事例例集集をを活活用用ししたた学学校校教教育育のの実実践践
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実

主な取組 1 食育推進を通じた子どもの学力、体力向上を目指した取組の推進 

担 当 課 学校支援課 

関 連 課 保健給食課、食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・「早寝・早起き・しっかり朝ごはん」を「新潟市の学校教育の重点」に掲げた。

・「食に関する指導の手引き」及び「食に関する指導実践事例集」を活用した指導を学校に促した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
 保健給食課の指導を生かして充実した指導がなされるよう「平成23・24 年度学校
教育実践上の努力点」3 健やかな体の育成 ■明るく活力ある生活を支える健康教育・
食育として掲げ、働き掛けを継続。 

平成 25年度
保健給食課の指導を生かして充実した指導がなされるよう「平成 25・26 年度新潟

市の学校教育の重点」3 健やかな体の育成 ■明るく活力ある生活を支える健康教育・
食育として掲げ、働き掛けを継続。

平成 26年度
保健給食課の指導を生かして充実した指導がなされるよう「平成 25・26 年度新潟

市の学校教育の重点」3 健やかな体の育成 ■明るく活力ある生活を支える健康教育・
食育として掲げ、働き掛けを継続。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 生生活活習習慣慣病病予予防防ののたためめののパパンンフフレレッットトのの配配布布
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実

主な取組 2 
やせ過ぎや肥満が心身の健康に及ぼす影響等健康状態改善のために必要な 

知識の普及及び実践の促進 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 学校支援課、食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

 生活習慣病予防のためのパンフレット配布し、予防啓発を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・生活習慣病予防のためのパンフレットの検討と配布。

平成 25年度 ・生活習慣病予防のためのパンフレットの検討・改善と配布。

平成 26年度 ・生活習慣病予防のためのパンフレットの検討・改善と配布。

【取組の様子】 
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事業名等 
ススククーールルラランンチチ校校へへ栄栄養養士士資資格格をを

所所有有すするる方方をを指指導導者者ととししてて派派遣遣

作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実

主な取組 3 
「食に関する指導の手引き」や「実践事例集」の作成・配布など、  

効果的な指導を行うための取組の推進 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 学校支援課、食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

 実践事例紹介も含めた栄養教諭・学校栄養職員の研修会（総合教育センター主催）を年 2 回開催する
ほか、学校の希望により、スクールランチ校に栄養士資格所有の一般市民を食育指導者として派遣し、

食の指導を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・栄養教諭・学校栄養職員研修会の開催。（7月、12月）
・食育指導者の派遣。（15校、延べ45回）
・食に関する指導実践事例集（第2集）の作成・配布 

平成 25年度 ・栄養教諭・学校栄養職員研修会の開催。（7月、12月）
・食育指導者の派遣。（19校、述べ 46回）

平成 26年度 ・栄養教諭・学校栄養職員研修会の開催。（7月、12月）
・食育指導者の派遣。（19校、述べ 48回）

【取組の様子】 

食育指導の様子  食育指導の様子 
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事業名等 学学校校教教育育田田設設置置事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校・保育所等における食育の推進

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実

主な取組 4 地域の生産者等との連携による、食に関わる様々な体験活動の推進 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 教育委員会学校支援課

関係団体 市内各農業協同組合 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

 地域の農家の指導のもと、田植え、稲刈り、収穫祭等、年間の農作業体験を通じて、農業及び米に対

する理解を深めてもらうため、学校教育田設置事業を行い、設置に係る費用を助成した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 実施校数 72校
取組面積 479.05a

平成 25年度 実施校数 75校
取組面積 502.15a

平成 26年度 実施校数 85校
取組面積 596.59a

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 子子どどもも消消費費者者学学習習
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実

主な取組 4 地域の生産者等との連携による、食に関わる様々な体験活動の推進 

担 当 課 市民生活課（消費生活センター） 

関 連 課 －

関係団体 新潟市消費者協会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

市内の小学校5・6年生を対象に、新潟市消費者協会の会員を講師に、糖分測定や着色料の検出実験と
食から考える消費生活の基礎知識に関する講座を実施している。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 市内の小学校28 校で、食品に含まれる糖分の測定30 回、食品に含まれる着色料の
検出8 回を実施し、あわせて1,762 人が受講した。 

平成 25年度  市内の小学校 31 校で、食品に含まれる糖分の測定 28 回、食品に含まれる着色料
の検出 20 回を実施し、あわせて 2,278 人が受講した。

平成 26年度  市内の小学校 28 校で、食品に含まれる糖分の測定 22 回、食品に含まれる着色料
の検出 16 回を実施し、あわせて 1,642 人が受講した。

【取組の様子】 

着色料の検出  糖分の測定 
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事業名等 
地地場場農農産産物物のの収収穫穫体体験験のの実実施施

収収穫穫物物をを使使用用ししたた「「交交流流給給食食会会」」のの開開催催

作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進 

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実 

主な取組 4 地域の生産者等との連携による、食に関わる様々な体験活動の推進 

担 当 課 食と花の推進課、各区産業関係課 

関 連 課 教育委員会保健給食課

関係団体 市内各農業協同組合、新潟中央青果、学校給食食材納入業者等 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

各区において、地域の特色を生かした地場産学校給食のモデル事業として、地域の食材についての学

習や収穫体験を通じて理解を深めるとともに、生産者との交流給食会などにより、食や食に関わる人々

への感謝の気持ちを深める取組を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

事業実施区：北区、東区、秋葉区、南区、西蒲区（計5区）
【実施例】

北区：地場農産物を使用した料理教室の実施

東区：地場産馬鈴薯とやわ肌ねぎの収穫体験の実施 

平成 25年度

 事業実施区：北区、東区、江南区、秋葉区、南区、西区、西蒲区（計7区）
【実施例】

南区：地場産さといもと梨の収穫体験の実施

西蒲区：特産品そらまめのサヤ取り体験の実施

平成 26年度

 事業実施区：北区、東区、江南区、秋葉区、南区、西蒲区（計6区）
【実施例】

南区：地場産農産物の収穫体験及びそれらを使用した給食の実施

西蒲区：特産品そらまめのサヤ取り体験の実施

【取組の様子】 

南区 収穫した地場産オクラを使用した給食  西蒲区 そらまめのサヤ取り体験の様子 
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事業名等 小小・・中中学学校校ににおおけけるる子子どどももへへのの指指導導内内容容のの充充実実
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実

主な取組 4 地域の生産者等との連携による、食に関わる様々な体験活動の推進 

担 当 課 新津西部学校給食センター 

関 連 課 秋葉区産業振興課

関係団体 JA 新津さつき 新鮮組 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・新鮮組の皆様と各幼稚園、学校との会食の実施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・新鮮組の皆様と各幼稚園、学校との会食の実施。

・秋葉区特産の「プチヴェール」と「里のいもこ」の実物を各幼稚園、学校に配布。

平成 25年度
・秋葉区特産の「プチヴェール」と「里のいもこ」の実物を各幼稚園、学校に配布。

・秋葉区特産の「かき」・「キャベツ」・「プチヴェール」・「里のいもこ」についてのお

便りを、各幼稚園、学校に配布。 

平成 26年度
・秋葉区特産の「プチヴェール」と「里のいもこ」の実物を各幼稚園、学校に配布。

・秋葉区特産の「かき」・「キャベツ」・「プチヴェール」・「里のいもこ」についてのお

便りを、各幼稚園、学校に配布。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
小小中中学学校校ににおおけけるる子子どどももへへのの指指導導内内容容のの

充充実実

作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進 

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実 

主な取組 4 地域の生産者等との連携による、食に関わる様々な体験活動の推進 

担 当 課 葛塚学校給食センター 

関 連 課 保健給食課・太田小学校・葛塚東小学校

関係団体 豊栄農業協同組合 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・あいちゃんふれあい市の皆様と各小学校児童との会食の実施

・地域コーディネーター計画の招待給食の実施 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 あいちゃんふれあい市の皆様と各小学校児童との会食の実施

地域コーディネーター計画の招待給食の実施 

平成 25年度 あいちゃんふれあい市の皆様と各小学校児童との会食の実施

地域コーディネーター計画の招待給食の実施

平成 26年度 あいちゃんふれあい市の皆様と各小学校児童との会食の実施

地域コーディネーター計画の招待給食の実施

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 親親子子農農業業体体験験教教室室
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実

主な取組 4 地域の生産者等との連携による、食に関わる様々な体験活動の推進 

担 当 課 西区農政商工課 

関 連 課 食と花の推進課

関係団体 新潟大学農学部 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

新潟市在住の親子を対象に農業体験教室を実施した。新潟大学農学部の指導のもと、もち米、枝豆、

さつまいもの定植から収穫までを行う大学連携コースに加え、平成26年度からは黒鳥地区の農家の指導
のもと、枝豆の栽培を夏休み期間に行う夏休みコースの2コースを実施し、収穫物を使った食育講座（調
理実習）を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

【大学連携コース】

平成24 年5 月17 日～平成24 年10 月6 日（全5回）
参加人数 親子 46名 

平成 25 年度

【大学連携コース】

平成 25年 5月 18日～平成 25年 10月 5日（全 6回）
参加人数 親子 44名

平成 26 年度

【大学連携コース】

平成26 年5 月16 日～平成26 年10 月3 日（全5回）
参加人数 親子 51名
【夏休みコース】

平成 26年 6月 1日～平成 26年 8月 20日（全 5回）  
参加人数 親子 30名

【取組の様子】 
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事業名等 研研究究推推進進校校のの指指定定
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 3 小・中学校における子どもへの指導内容の充実

主な取組 5 食に関する指導研究推進指定事業の充実 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 学校支援課、食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

学校給食の普及啓発や学校における食育の推進を図るため、研究推進校として４校を指定し、食に関

する指導の研究などを行った。（指定期間：2年） 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

・研究推進校の指定及び研究の実施。（2 年次)  
鏡淵小学校

根岸小学校

内野中学校 

平成 25 年度

・研究推進校の指定および研究の実施（1年次）
  阿賀小学校

  新津第五中学校

  中之口西小学校

  中之口中学校

平成 26 年度

・研究推進校の指定および研究の実施（2年次）
  阿賀小学校

  新津第五中学校

  中之口西小学校

  中之口中学校

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
「「親親子子料料理理教教室室」」のの開開催催

収収穫穫しし給給食食のの食食材材ととすするる体体験験学学習習のの実実施施

作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 1 
望ましい食習慣の形成や地域の食文化への理解のため、 「生きた教材」として

の活用促進 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 食と花の推進課、各区産業関係課

関係団体 JA

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

給食メニューをテーマにした「親子料理教室」の開催や、地元野菜・果物を収穫し給食食材とする体

験学習を実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
・JAによる食農教育の実施。（JA主催）
・親子料理教室の開催。（各学校で独自に実施）

平成 25 年度
・JAによる食農教育の実施。（JA主催）
・親子料理教室の開催。（各学校で独自に実施）

平成 26 年度
・JAによる食農教育の実施。（JA主催）
・親子料理教室の開催。（各学校で独自に実施）

【取組の様子】 

JA 食農授業  親子料理教室 
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事業名等 
「「地地産産地地消消をを進進めめるる連連絡絡会会」」のの設設立立

給給食食にに地地場場産産ココシシヒヒカカリリをを使使用用すするる際際のの助助成成

作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 2 
地元でとれた米や旬の食材の美味しさを知るための学校給食における 

地産地消の推進 

担 当 課 食と花の推進課 

関 連 課 教育委員会保健給食課、各区産業振興担当課

関係団体 市内各農業協同組合、新潟中央青果、学校給食食材納入業者等 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

学校給食における地産地消を進めるため、各区で学校給食関係者等との協働により、地場農産物を積

極的に活用し、地域の特色を活かした学校給食の実施に取り組んだ。

また、米飯給食に地場産コシヒカリを導入し、統一米との差額補助を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
・各区で生産者や JA、学校栄養士、行政等で地場農産物の利用促進に向けた情報交換を行った。
・各区で地域の特色を活かした地場産学校給食を実施した。

・全市で環境保全型栽培コシヒカリによる完全米飯給食を実施し、統一米との差額補助を行った。

平成 25 年度
・各区で生産者や JA、学校栄養士、行政等で地場農産物の利用促進に向けた情報交換を行った。
・各区で地域の特色を活かした地場産学校給食を実施した。

・全市で環境保全型栽培コシヒカリによる完全米飯給食を実施し、統一米との差額補助を行った。

平成 26 年度
・各区で生産者や JA、学校栄養士、行政等で地場農産物の利用促進に向けた情報交換を行った。
・各区で地域の特色を活かした地場産学校給食を実施した。

・全市で環境保全型栽培コシヒカリによる完全米飯給食を実施し、統一米との差額補助を行った。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 学学校校給給食食のの充充実実
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 2 
地元でとれた米や旬の食材の美味しさを知るための学校給食における 

地産地消の推進 

担 当 課 新津西部学校給食センター 

関 連 課 秋葉区産業振興課 保健給食課

関係団体 JA新津さつき 新鮮組 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・新津東部学校給食センターとの共同見積もりで、市内産野菜の優先的使用。

・農産物直売所「新鮮組」との連携による地場産野菜の活用。

・JA新津さつきとの連携による特産物「かき」の使用。
・新津産環境保全型栽培米コシヒカリ100%使用。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

・新津東部学校給食センターとの共同見積もりで、市内産野菜の優先的使用。

・農産物直売所「新鮮組」との連携による地場産野菜の活用。

・JA新津さつきとの連携による特産物「かき」の使用。
・新津産環境保全型栽培米コシヒカリ 100%使用。

平成 25 年度

・新津東部学校給食センターとの共同見積もりで、市内産野菜の優先的使用。

・農産物直売所「新鮮組」との連携による地場産野菜の活用。

・JA新津さつきとの連携による特産物「かき」の使用。
・新津産環境保全型栽培米コシヒカリ 100%使用。 

平成 26 年度

・新津東部学校給食センターとの共同見積もりで、市内産野菜の優先的使用。

・農産物直売所「新鮮組」との連携による地場産野菜の活用。

・JA新津さつきとの連携による特産物「かき」の使用。
・新津産環境保全型栽培米コシヒカリ 100%使用。
・はざかけ米を 11月に 1回使用。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 地地域域のの産産物物をを知知ろろうう
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 2 
地元でとれた米や旬の食材の美味しさを知るための学校給食における 

地産地消の推進 

担 当 課 潟東学校給食センター 

関 連 課 西蒲区産業観光課、潟東東小、潟東西小、潟東南小、潟東中

関係団体 潟東村猟友会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・潟東特産の「カモ肉」を使用した「カモ汁給食」を実施。

・潟東特産である「カモ肉」について児童、生徒に地場産の良さを知らせると共に、協力者の方々との

試食会を通して交流を図り、地場産物提供の推進に努めた。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
今年から西蒲区産業観光課の協力のもと、11 月 15 日解禁となるカモ猟に合せて、地
元猟友会にカモ肉の提供お願いするとともに試食会を行った。

（試食会参加校 潟東東小）

平成 25 年度
今年から西蒲区産業観光課の協力のもと、11 月 15 日解禁となるカモ猟に合せて、地
元猟友会にカモ肉の提供お願いするとともに試食会を行った。

（試食会参加校 潟東西小）

平成 26 年度
今年から西蒲区産業観光課の協力のもと、11 月 15 日解禁となるカモ猟に合せて、地
元猟友会にカモ肉の提供お願いするとともに試食会を行った。

（試食会参加校 潟東南小）

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 地地域域のの産産物物をを知知ろろうう
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 2 
地元でとれた米や旬の食材の美味しさを知るための学校給食における 

地産地消の推進 

担 当 課 月潟学校給食センター 

関 連 課 南区産業振興課 月潟小

関係団体 JA 新潟みらい 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・地元特産である「なし」及び「食用菊（かきのもと）」について勉強すると共に、収穫体験などを実施

した。併せて収穫した産物について給食食材として使用した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
講師に地元生産農家よりお願いし、校外学習及び収穫・加工（菊をつばく）体験を

継続して行った。

（庄瀬小 3・5 年生）・・・食用菊体験

平成 25 年度
講師に地元生産農家よりお願いし、校外学習及び収穫・試食体験を継続して行った。

（新飯田小 3年生）・・・なし体験

平成 26 年度
講師に地元生産農家よりお願いし、校外学習及び収穫・試食体験を継続して行った。

（茨曽根小 2年生）・・・オクラ体験

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 地地域域のの特特色色をを生生かかししたた地地場場産産学学校校給給食食事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 2 
地元でとれた米や旬の食材の美味しさを知るための学校給食における 

地産地消の推進 

担 当 課 南区産業振興課 

関 連 課 食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・児童による地場農産物の収穫 

・給食で使用する農産物等の紹介チラシを作成し、児童や保護者、地域の方に配付 

・学校給食に地場農産物を円滑に納入するためのコーディネーターの委託 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

・10月 22日（月）サトイモの収穫 対象：味方小学校 3年生 31人
・10月 24日（水）食用菊（かきのもと）の収穫 対象：庄瀬小学校 3・5年生 35人
・学校給食で使用する大豆の生産者を紹介するチラシの発行 発行部数：3,100部

平成 25 年度
・9月 18日（水）梨の収穫 対象：新飯田小学校 3年生 17人
・10月 31日（木）サトイモの収穫 対象：味方小学校 3年生 28人
・学校給食で使用する食材の紹介チラシの発行 発行部数：3,000部

平成 26 年度
・9月 4日（木）オクラの収穫 対象：茨曽根小学校 2年生 15人
・11月 6日（木）サトイモの収穫 対象：味方小学校 3年生 33人
・学校給食で使用する食材の紹介チラシの発行 発行部数：3,000部

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 地地場場産産農農産産物物食食材材のの使使用用推推進進
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 2 
地元でとれた米や旬の食材の美味しさを知るための学校給食における 

地産地消の推進 

担 当 課 潟東学校給食センター 

関 連 課 西蒲区産業観光課、月潟・巻・西川・岩室・中ノ口各学校給食センター

関係団体 JA 越後中央園芸農産課 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・JA越後中央を管内とする西蒲区内の6センターで連携を図り、地元農産物の学校給食食材の使用
を高めるとともに、児童、生徒に食育を通じて地場産の良さを知っていただき、地産地消の推進

に努めた。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
JA越後中央園芸農産課と連携を図り、地産農産物の学校給食食材の使用向上に取り組
んだ。  

（6センター）

平成 25 年度
JA越後中央園芸農産課と連携を図り、地産農産物の学校給食食材の使用向上に取り組
んだ。  

（6センター）

平成 26 年度
JA越後中央園芸農産課と連携を図り、地産農産物の学校給食食材の使用向上に取り組
んだ。  

（6センター）

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 南南区区のの実実りりををいいたただだくく日日
作成日 平成 27年 6月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 2 
地元でとれた米や旬の食材の美味しさを知るための学校給食における 

地産地消の推進 

担 当 課 南区役所健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・地産地消を目的に、毎月13日を「南区の実りをいただく日」として区産農産物を使用した給食の実施と、
地域住民や生産者を招待し給食を通し交流を図り、地域の力を生かした食育の取り組みを行っている。

・地域と食べ物との関わりに関心を持ち、食の知識と食を選択する力を修得するため、農家の畑見学などによ

る食材観察や収穫体験などを通し、農産物について学習を行っている。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

引き続き毎月 13日を「南区の実りをいただく日」と設定し、区内の公立保育園 12園で延
べ 144回実施し、①給食での南区産農産物の使用、②給食使用食材の地産地消の推進、③
南区の食材普及、④給食を通して地域住民とのコミュニケーション、⑤生産者との交流活

動、⑥啓発活動の 6項目を目標と設定し、各園で事業を実施した。

平成 25 年度

毎月 13日を「南区の実りをいただく日」と設定し、区内の公立保育園 12園で延べ 144回
実施し、①給食での南区産農産物の使用、②給食使用食材の地産地消の推進、③南区の食

材普及、④給食を通して地域住民とのコミュニケーション、⑤生産者との交流活動、⑥啓

発活動の 6項目を目標と設定し、各園の特性を生かし、事業に取り組んだ。

平成 26 年度

毎月 13日を「南区の実りをいただく日」と設定し、区内の公立保育園 12園で延べ 144回
実施し、①給食での南区産農産物の使用、②給食使用食材の地産地消の推進、③南区の食

材普及、④給食を通して地域住民とのコミュニケーション、⑤生産者との交流活動、⑥啓

発活動の 6項目を目標と設定し、各園の特性を生かし、継続して事業に取り組んだ。

【取組の様子】 

畑の先生と大根の種植え  地域の方との会食 
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事業名等 「「交交流流給給食食会会」」のの開開催催
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 3 生産者や調理員等給食に関わる人とのコミュニケ―ション機会の充実 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 食と花の推進課、各区産業関係課

関係団体 JA、新潟中央青果(株) 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

給食週間（1月）などに、地元農家やJA職員などを招待して給食を一緒に食べる交流給食会を実施した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
・給食週間などでの交流給食会の実施。

・JA 職員による食農教育と交流給食の実施。

平成 25 年度
・給食週間などでの交流給食会の実施。

・JA 職員による食農教育と交流給食の実施。

平成 26 年度
・給食週間などでの交流給食会の実施。

・JA 職員による食農教育と交流給食の実施。

【取組の様子】 

調理員との交流給食会  JA 食農教育授業 
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事業名等 学学校校給給食食のの充充実実
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 3 生産者や調理員等給食に関わる人とのコミュニケ―ション機会の充実 

担 当 課 光晴学校給食センター 

関 連 課 豊栄南小学校

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

給食週間期間中、生産者、給食センター職員（栄養士・センター長）と児童との交流を深める。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
・給食週間期間中、受配校へ生産者、給食センター職員等が訪問し、交流給食を行い、

児童との交流を深めた。

平成 25 年度
・給食週間期間中、受配校へ生産者、給食センター職員等が訪問し、交流給食を行い、

児童との交流を深めた。

平成 26 年度
・給食週間期間中、受配校へ生産者、給食センター職員等が訪問し、交流給食を行い、

児童との交流を深めた。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 学学校校給給食食のの充充実実
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 3 生産者や調理員等給食に関わる人とのコミュニケ―ション機会の充実 

担 当 課 新津西部学校給食センター 

関 連 課 秋葉区産業振興課

関係団体 JA 新津さつき 新鮮組 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・給食週間期間中を中心とした訪問給食、栄養士と調理員による食に関する授業等で給食に対する興味、

理解を深め、児童との交流をはかる。

・農産物直売所「新鮮組」の皆様が給食時に学校へ訪問し、会食。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

・調理員が給食時に訪問し、会食。実際に使っている調理器具、調理中の写真等によ

り「給食ができるまで」を説明。

・新鮮組の皆様との給食時の会食。

・給食だよりを活用し、給食期間中の取組を保護者に紹介。

平成 25 年度

・調理員が給食時に訪問し、会食。

・調理員・栄養士一緒に食育授業として実際に使っている調理器具、調理中の写真等

により「給食ができるまで」を説明。

・新鮮組の皆様との給食時の会食。

・給食だよりを活用し、給食期間中の取組を保護者に紹介。 

平成 26 年度

・調理員が給食時に訪問し、会食。

・調理員・栄養士一緒に食育授業として実際に使っている調理器具、調理中の写真等

により「給食ができるまで」を説明。

・給食だよりを活用し、給食期間中の取組を保護者に紹介。 

【取組の様子】 
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事業名等 学学校校給給食食のの充充実実
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進 

施策内容 4 学校給食の充実 

主な取組 3 生産者や調理員等給食に関わる人とのコミュニケ―ション機会の充実 

担 当 課 葛塚学校給食センター 

関 連 課 太田小学校・葛塚東小学校・葛塚中学校

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・給食週間期間中、給食センター職員（センター長・調理員）と児童との交流を深める

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
各受配校へ給食センター職員で感謝のお手紙を作成し配布

葛塚東小学校へ調理員・センター長による訪問給食の実施

保護者等へは、給食期間中の組み等を記載した給食たよりを配布

平成 25 年度

各受配校へ給食センター職員で感謝のお手紙を作成し配布

葛塚東小学校へ調理員・センター長による訪問給食の実施

保護者等へは、給食期間中の組み等を記載した給食たよりを配布

葛塚東小学校で実施のセレクトデザート選挙への協力

平成 26 年度

各受配校へ給食センター職員で感謝のお手紙を作成し配布

葛塚東小学校へ調理員・センター長による訪問給食の実施

保護者等へは、給食期間中の組み等を記載した給食たよりを配布

葛塚東小学校で実施のセレクトデザート選挙への協力

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 給給食食週週間間職職員員給給食食訪訪問問
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 3 生産者や調理員等給食に関わる人とのコミュニケ―ション機会の充実 

担 当 課 潟東学校給食センター 

関 連 課 潟東東小、潟東西小、潟東南小、潟東中

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・給食週間期間中、給食センター職員（栄養教諭・センター長・調理員）と児童との交流を深める。

・給食時間に調理店長より訪問していただき、調理手順や苦労した点などの講話し交流を深める。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
 各受配校へ給食センター職員による訪問給食の実施。

各受配校へ調理店長が訪問し、調理手順などの講話の実施。

平成 25 年度
 各受配校へ給食センター職員による訪問給食の実施。

各受配校へ調理店長が訪問し、調理手順などの講話の実施。

平成 26 年度
各受配校へ給食センター職員による訪問給食の実施。

各受配校へ調理店長が訪問し、調理手順などの講話の実施。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 給給食食週週間間職職員員給給食食訪訪問問
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 3 生産者や調理員等給食に関わる人とのコミュニケ―ション機会の充実 

担 当 課 月潟学校給食センター 

関 連 課 新飯田小・茨曽根小・庄瀬小・月潟小・白南中・月潟中

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・給食週間期間中、給食センター職員（栄養教諭・センター長・調理員）と児童との交流を深める

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度  各受配校へ給食センター職員による訪問給食の継続して実施

平成 25 年度  各受配校へ給食センター職員による訪問給食の継続して実施

平成 26 年度 各受配校へ給食センター職員による訪問給食の継続して実施

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 食食器器のの入入れれ替替ええややラランンチチルルーームムのの整整備備
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 4 食事作法等の習得、楽しい給食のための食事環境の充実 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 食と花の推進課、各区産業関係課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食事環境の充実を図るため、旧新潟市域の金属製のご飯碗・汁碗を順次入れ替える。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度 ・巻学校給食センター建設事業に伴って、食器・トレー入れ替え。

平成 25 年度 ・古くなって傷んでいる食器から順次更新。

平成 26 年度 ・古くなって傷んでいる食器から順次更新。

【取組の様子】 

－

食器の更新  
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事業名等 「「食食育育ミミニニフフォォーーララムム」」のの開開催催
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 5 
子ども、保護者、生産者、教職員等の意見交換会の開催など、 子どもを 

交えた関係者間のコミュニケーションの促進 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 食と花の推進課、各区産業関係課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

学校給食に対して理解を深めてもらうため、中学校区単位を基本として、保護者や地域住民などを招く

「食育ミニフォーラム」を年1回開催した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

・白新中学校区において「食育ミニフォーラム」を開催

平成 24 年 11 月 6 日（火） 白新中学校体育館

生徒 206 人児童 65 人 保護者・地域住民・教職員 30 名 計 301 名

・白根北中学校区において「食育フォーラム」を開催

平成 24 年 11 月 21 日（水） 白根北中学校体育館

生徒 396 人 保護者・地域住民・教職員 40 人 計 436 名

平成 25 年度

・新津第五中学校区において｢食育ミニフォーラム｣を開催

 平成 25 年 6 月 21 日(金)  新津第五中学校体育館

 生徒 482 人 保護者・地域住民・教職員 105 人 計 587 人

・中之口中学校区において｢食育ミニフォーラム｣を開催

 平成 25 年 11 月 12 日(火) 中之口中学校体育館

 生徒 180 人 小学生 60 人 保護者・地域住民・教職員 48 人 計 288 人  

平成 26 年度

・高志中等教育学校において｢食育ミニファーラム｣を開催した。

 平成 26 年 11 月 12 日 会場 高志中等学校ランチルーム

 生徒 368 名 保護者 6 名 講師 3 名 市教委 6 名  

・白南中学校が｢食育ミニフォーラム｣を開催した。

 平成 26 年 11 月 27 日 会場 新潟市アグリパーク

 生徒 35 人 小学生 39 人 保護者・教職員・市教委 30 人

【取組の様子】 

食育ミニフォーラム（アグリパーク）  食育ミニフォーラム（アグリパーク） 
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事業名等 完完全全米米飯飯給給食食のの実実施施
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 4 学校給食の充実

主な取組 6 完全米飯給食に向けた取組 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 食と花の推進課、各区産業関係課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

学校給食において「日本型食生活」を実践することとし、完全米飯給食を推進した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度 ・米飯給食回数：5 回／週（全市域）

平成 25 年度 ・米飯給食回数：5 回／週（全市域）

平成 26 年度 ・米飯給食回数：5 回／週（全市域）

【取組の様子】 

環境保全型コシヒカリ（学校給食用）  米飯給食 
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事業名等 研研修修のの受受けけ入入れれ
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 3 学校、保育所等における食育の推進

施策内容 5 高校、大学等における食育推進

主な取組 1 中学校卒業後の子どもたちに対する食育を推進するための体制づくりの検討 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保健所健康増進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食育・花育センターにおいて、高校、大学、専門学校の生徒の受け入れや、大学等への職員の派遣を

行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
 新潟大学インターンシップや管理栄養士養成校の受け入れのほか、新潟医療福祉大

学や新潟大学法学部での講義に職員を派遣した。

平成 25 年度
 新潟大学インターンシップや管理栄養士養成校の受け入れのほか、新潟大学法学部

での講義に職員を派遣した。

平成 26 年度
 新潟大学インターンシップや管理栄養士養成校の受け入れのほか、新潟大学法学

部・農学部や高齢者大学、小学校における講義・講演などに職員を派遣した。

【取組の様子】 

インターンシップの受け入れ  インターンシップの受け入れ 

128



地域及び職場における 

食生活改善のための取組の推進 
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事業名等 小小売売店店・・飲飲食食店店ににおおけけるる普普及及啓啓発発活活動動
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 1 「食生活指針」や「食事バランスガイド」の活用促進

主な取組 1 
地域保健福祉センター、医療福祉施設、スーパーマーケット、飲食店、  

職場の食堂等における普及啓発 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保健所健康増進課、食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

国が作成した「食事バランスガイド」に関するポスターやリーフレット等をスーパーマーケットや産

地直売所等の小売店、飲食店に配布した。

また、「食育の日」に市役所食堂等で、食事バランスガイドを表示した特別メニューを提供し、それら

のチラシ等を作成して、市の公共施設などに配置し周知を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
 「食育の日」の取り組みを小売店および飲食店で展開。

当日の取組をまとめたチラシや「食事バランスガイド」に関するリーフレットの設

置、ポスターのぼり旗の掲示を行った。

平成 25年度  継続して実施。

平成 26年度  継続して実施。

【取組の様子】 

平成 27年 3月のチラシ 平成 27年 3月のチラシ
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事業名等 
「「ににいいががたた地地域域版版食食事事ババラランンススガガイイドド」」のの

作作成成・・活活用用のの促促進進

作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 1 「食生活指針」や「食事バランスガイド」の活用促進

主な取組 2 「新潟市版食事バランスガイド」の作成、活用促進 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保健所健康増進課、生涯学習センター、食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地場産農産物や地域の郷土料理など、地域の実態を反映させた新潟市独自の「食事バランスガイド」

を作成し、その普及・活用に向けた取り組みを実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 にいがた流 食生活マニュアルと各種リーフレットを増刷し、食育・花育センターや、

市役所本庁舎、食育の日協力店などで配布した。

平成 25年度  引き続き、食育・花育センターや、市役所本庁舎、食育の日協力店などで配布した。

平成 26年度  引き続き、食育・花育センターや、市役所本庁舎、食育の日協力店などで配布した。

【取組の様子】 

にいがた流 食生活マニュアル  にいがた地域版食事バランスガイド 
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事業名等 「「健健康康づづくくりり支支援援店店」」のの指指定定
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4  地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 1 「食生活指針」や「食事バランスガイド」の活用促進

主な取組 3 
飲食店やスーパーマーケット等における「食事バランスガイド」を表示した料理や 

食品の提供など、関係者による自発的な取組の促進 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

市民の健康づくりを応援する店を“健康づくり支援店”として登録し、栄養計算やサービス内容の相

談等に応じた。

支援店に対してアンケート調査を行い、登録内容等の確認、整理を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・要領改正に伴い、よりわかりやすく活用しやすい内容となった要件に該当する飲食

店（ファミリーレストラン等、大手チェーン店をはじめとする飲食店）に対し、積

極的な働きかけを行った。

平成 25年度 ・要件に該当する飲食店等に対し、積極的な働きかけを行い、登録を推進した。

・支援店に対してアンケート調査を行い、登録内容等の確認、整理を行った。

平成 26年度 ・要件に該当する飲食店等に対し、積極的な働きかけを行い、登録を推進した。 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 「「食食育育のの日日」」をを契契機機ととししたた自自発発的的なな取取組組のの促促進進
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 1 「食生活指針」や「食事バランスガイド」の活用促進

主な取組 3 
飲食店やスーパーマーケット等における「食事バランスガイド」を表示した料理や 

食品の提供など、関係者による自発的な取組の促進 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保健所健康増進課、食と花の推進課

関係団体 飲食店、スーパーマーケット 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「食育の日」を契機に、飲食店やスーパーマーケットなど、市民に身近な場所で食育を普及するため、

リーフレットやレシピ、ポスターやのぼり旗などの共通の普及資材を提供した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 スーパーマーケットにおいて、共通の普及資材の活用以外に、旬の食材を使用した

メニューの提案や、地場産野菜の集合販売などの取り組みがなされた。

平成 25年度
スーパーマーケットにおいて、共通の普及資材の活用以外に、旬の食材を使用した

メニューの提案や、地場産野菜の集合販売などの取り組みがなされた。

飲食店やスーパーマーケットに対し情報提供などのサポートを実施し、自発的な取

り組みを促した。

平成 26年度 継続して実施。

【取組の様子】 

リーフレットおよびのぼり旗活用の様子 のぼり旗活用の様子 

133



事業名等 専専門門職職種種へへのの意意識識啓啓発発
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 2 専門的知識を有する人材の養成・活用の推進

主な取組 2 
栄養士等を養成する学校等に対する情報提供など、 専門家の様々な活動を 

促進するための支援 

担 当 課 保健所食の安全推進課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

専門的知識を備えた地域栄養に関与する栄養士・調理師等に対し、専門的スキルの向上を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・学校・老人福祉施設及びその他の給食施設の栄養士・調理師を対象とした講習会を

開催し、栄養管理の向上及び意識啓発を図った。（6回 1,080人）
・新潟市調理師会と共催で調理師研修会を開催し、調理技術の向上及び栄養知識の普

及を図った。（3回 140人）

平成 25年度
・老人福祉施設・幼稚園及びその他の給食施設の栄養士・調理師等を対象とした講習

会を開催し、栄養管理の向上及び健康づくりの意識啓発を図った。（5回 634人）
・新潟市調理師会と共催で調理師研修会を開催し、調理技術の向上及び栄養知識の普

及を図った。（3回 131人）

平成 26年度
・老人福祉施設及びその他の給食施設の栄養士・調理師等を対象とした講習会を開催

し、栄養管理の向上及び健康づくりの意識啓発を図った。（3回 603人）
・新潟市調理師会と共催で調理師研修会を開催し、調理技術の向上及び栄養知識の普

及を図った。（3回 167人）

【取組の様子】 

給食施設集団指導会  調理師研修会 
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事業名等 新新潟潟市市食食育育ママススタターーのの登登録録・・派派遣遣
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 2 専門的知識を有する人材の養成・活用の推進

主な取組 3 
地域コミュニティ協議会に対する情報提供や相談など、地域住民による 

自発的な取組を促進するための支援 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

食育に関する優れた知識、技術、技能及び経験を有する人材を「新潟市食育マスター」として登録し、

学校、職場、市民団体等の要請に応じて、団体等が実施する食育活動における講師、指導者等として派

遣する「新潟市食育マスター制度」を平成24年度に構築し、食育マスターの登録及び派遣を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・「新潟市食育マスター制度」を構築し、食育マスター登録を行った。

（平成 25年 3月末現在の登録状況：個人 23名、団体 3団体）
・食育マスターを団体等の要請に応じて派遣した。

（平成 24年度の派遣実績：7団体へ 8回のべ 13人）
・制度の周知を行うための冊子・チラシ・ポスターを作成した。

平成 25年度
・引き続き、食育マスターの登録を行った。

（平成 26年 3月末現在の登録状況：個人 33名、団体 8団体）
・食育マスターを団体等の要請に応じて派遣した。

（平成 25年度の派遣実績：75回のべ 129人）

平成 26年度
・引き続き、食育マスターの登録を行った。

（平成 27年 3月末現在の登録状況：個人 52名、団体 8団体）
・食育マスターを団体等の要請に応じて派遣した。

（平成 26度の派遣実績：119回のべ 195人）

【取組の様子】 

小学校における豆腐作りの指導  地域団体における調理指導 
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事業名等 
健健康康増増進進普普及及講講習習会会ななどどににおおけけるる

生生活活習習慣慣病病予予防防のの普普及及啓啓発発

作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進 

施策内容 3 市民の健康づくりのための食育推進 

主な取組 1 
保健所、地域保健福祉センター、医療機関等における生活習慣病予防の観点

からの食育の普及啓発の促進 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会、新潟市歯科医師会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

健康増進普及講習会や各区が実施する健康教育及び健康増進普及月間や健康手帳の配布などを通して

普及啓発を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・健康増進普及講習会や各区が実施する健康教育及び健康増進普及月間や健康手帳の

配布などを通して普及啓発を図った。

平成 25年度 ・継続して実施。

平成 26年度 ・継続して実施。

【取組の様子】 

―

健康手帳  
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事業名等 地地場場産産食食材材をを使使っったたババラランンスス食食料料理理教教室室
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 3 市民の健康づくりのための食育推進

主な取組 1 
保健所、地域保健福祉センター、医療機関等における生活習慣病予防の観点

からの食育の普及啓発の促進 

担 当 課 東区健康福祉課 

関 連 課 東区地域課

関係団体 JA 新潟市 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

東区の地場産食材とその有効性を知り、食材のおいしさを生かした料理をつくり、健康づくりにつな

げる。

県立大学生と区民との交流を図り、東区の地場産食材について学習を深める機会とする。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
平成 24年 9月 12日・20日・26日
会場：東区プラザ、中地区公民館、シルバーピア石山

対象：一般市民 65名、大学生 9名
講師：フードコ―ディネーター 石田恭子氏

平成 25年度
平成 25年 10月 25日、11月 12日・19日
会場：東区プラザ、中地区公民館、シルバーピア石山

対象：一般市民 47名、大学生 3名
講師：料理研究家 石田恭子氏

平成 26年度
平成 26年 6月 30日、7月 2日・10日
会場：東区プラザ

対象：一般市民 24名、大学生 15名、大学教員 2名
講師：料理研究家 石田恭子氏

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 特特定定健健康康診診査査・・特特定定保保健健指指導導のの実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 3 市民の健康づくりのための食育推進

主な取組 2 
医療機関の健康診断時における健康状態に応じた 

栄養、運動の指導の充実の促進 

担 当 課 保険年金課 

関 連 課 健康増進課、高齢者支援課、各区健康福祉課

関係団体 新潟市医師会、新潟県健康づくり財団、新潟県国民健康保険団体連合会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「高齢者の医療の確保に関する法律」第20条の規定に基づき、新潟市国民健康保険特定健康診査等実
施計画を定め、特定健康診査・特定保健指導を実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
特定健康診査：受診率32.2％（対象者135,911人、受診者43,780人、実施計画目標値65％） 
特定保健指導：終了率 20.9%（対象者 4,364人、終了者 911人、実施計画目標値 45％） 
※健診・保健指導ともに法定報告値

平成 25年度
特定健康診査：受診率 32.8％（対象者 134,717人、受診者 44,234人、実施計画目標値 32%） 
特定保健指導：終了率 22.0%（対象者 4,140人、終了者 910人、実施計画目標値 30％） 
 ※健診・保健指導ともに法定報告値

平成 26年度 特定健康診査：受診率 33.2%（見込み）、対象者・受診者：精査中（実施計画目標値 34%）
特定保健指導：継続指導中のため未集計（実施計画目標値 32%）

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
「「内内臓臓脂脂肪肪症症候候群群（（メメタタボボリリッッククシシンンドドロローー

ムム））のの普普及及・・指指導導

作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 3 市民の健康づくりのための食育推進

主な取組 3 「内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）」の普及 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 新潟市食生活改善推進委員協議会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

各区が実施する講習会、健康相談等において、内臓脂肪症候群の正しい知識を普及啓発し、生活習慣

病を予防する上で適正体重を維持することの大切さを伝えた。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

・各区が実施する講習会、健康相談等において、内臓脂肪症候群の正しい知識を普及

啓発し、生活習慣病を予防する上で適正体重を維持することの大切さを伝えた。

健康増進普及講習会 106回
体験型食事バランス診断システムを活用した講習会、イベント等 28回

平成 25 年度

・各区が実施する講習会、健康相談等において、内臓脂肪症候群の正しい知識を普及

啓発し、生活習慣病を予防する上で適正体重を維持することの大切さを伝えた。

 健康増進普及講習会 103回
 体験型食事バランス診断システムを活用した講習会、イベント等 27回

平成 26 年度

・各区が実施する講習会、健康相談等において、内臓脂肪症候群の正しい知識を普及

啓発し、生活習慣病を予防する上で適正体重を維持することの大切さを伝えた。

 健康増進普及講習会 102回
 体験型食事バランス診断システムを活用した講習会、イベント等 23回

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 「「噛噛むむこことと」」のの重重要要性性をを含含めめたた歯歯科科保保健健指指導導
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 3 市民の健康づくりのための食育推進

主な取組 4 噛むことの大切さの理解の促進と実践のための取組の促進 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課、保健給食課、保育課

関係団体 新潟市歯科医師会、新潟県歯科衛生士会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

乳幼児歯科健診や園・学校での巡回歯科指導、市政さわやかトーク宅配便など、既存の歯科保健事業

の中に「噛むこと」の重要性などの内容を盛り込み、歯科保健指導を行なった。

また、歯の健康フェア（平成26年6月8日実施）で「かみかみセンサー」コーナーを、キテミテキタク
（平成26年11月3日実施）では「噛む力チェック」コーナーを設置し、市民の方々に体感してもらいな
がら「噛むこと」の大切さについて啓発を行った。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
・歯科保健事業の中に「噛むこと」の重要性などの内容を盛り込み、歯科保健指導を

実施。

平成 25 年度
・歯科保健事業の中に「噛むこと」の重要性などの内容を盛り込み、歯科保健指導を

実施。

平成 26 年度
・歯科保健事業の中に「噛むこと」の重要性などの内容を盛り込み、歯科保健指導を

実施。

【取組の様子】 

平成 26 年度歯の健康フェアの様子 平成 26 年度キテミテキタク 配布資料
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事業名等 明明生生園園 提提供供ししてていいるる給給食食をを食食育育にに活活かかすす
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 3 市民の健康づくりのための食育推進

主な取組 5 一人暮らしの高齢者や障がい者等に配慮した適切な栄養管理や地域支援の促進 

担 当 課 障がい福祉課 

関 連 課 

関係団体 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

 毎月の食育の日（19日）に、できる限り地場産食材を使用した食育メニューを提供した。利用者に
配布する献立表に食育の日の食材に関するエピソードを記載した「一口メモ」や食事バランスガイドを

活用し給食をチェックした「今月の給食メニュー」を載せた。「肥満」・「食育」について給食だより

を発行した。園の食事を食べていただく事を目的とし給食試食会を開催した。終了後「試食会」につい

て給食だよりを発行した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

毎月の食育の日（19日）に、できる限り地場産食材を使用した食育メニューを提供
した。利用者に配布する献立表に食育の日の食材に関するエピソードを記載した「一

口メモ」を載せた。食堂に食事バランスガイドを使った「ある日の給食メニュー」を

掲示した。「肥満」・「食育」について給食だよりを発行した。

平成 25 年度

毎月の食育の日（19日）に、できる限り地場産食材を使用した食育メニューを提供
した。利用者に配布する献立表に食育の日の食材に関するエピソードを記載した「一

口メモ」と食事バランスガイドを使った「今月の給食メニュー」を載せた。

平成 26 年度
 平成 25年度を継続して実施。
平成 26年度から保護者を対象に給食試食会を実施。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
情情報報紙紙のの創創刊刊、、総総合合情情報報ササイイトトのの開開設設

ホホーームムぺぺーージジレレイイアアウウトトのの統統一一

作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 3 市民の健康づくりのための食育推進

主な取組 6 
ホームページにおける世代等に応じた食生活のアドバイスなど、  

市民の健康づくりに役立つ情報の発信 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 食育・花育センター、各区健康福祉課、各公民館

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

・課のホームページをより見やすいホームページとするため、ページレイアウトの統一を行った。

・食育・健康づくりに関する情報を一元化して発信できるよう、総合情報サイトを作成した。

・紙ベースでの一元的な情報提供を行うため、情報紙「Let's食育・健康づくり」を発行した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
平成 21 年度に「食育・健康づくり総合情報サイト」を開設し、幅広く横断的に情
報を収集して、情報発信を行った。

また、情報紙「Let's食育・健康づくり」を年 4回発行した。

平成 25 年度  継続して実施。

平成 26 年度  継続して実施。

【取組の様子】 

食育・健康づくり総合情報サイト  情報紙「Let’s 食育・健康づくり」 
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事業名等 健健康康づづくくりり支支援援店店のの機機能能充充実実
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 4 食品関連事業者等による食育推進

主な取組 1 飲食店、スーパーマーケットにおける食の選択に資する情報提供や知識の普及 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

認知度を高めるための取組の一つとして、市民向けのリーフレットを作成した。

県と連携し、健康づくり支援店利用スタンプラリーを実施し、市民に対し普及啓発を行った。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

・要領改正により、より活用しやすくなった要件を満たす飲食店に対し、支援店登録

に向けた積極的働きかけを行った。

・認知度向上の取組を進めるための「支援店シール」を作成した。

・情報紙の発行を継続した。

平成 25 年度

・認知度向上のためのツールとして、市民向けリーフレットを作成した。

・県と連携し、健康づくり支援店利用スタンプラリーを実施し、市民に対し普及啓発

を行った。

・情報誌の発行を継続した。

平成 26 年度

・市民向けリーフレットの配布により支援店の普及啓発を行った。 

・県と連携し、健康づくり支援店利用スタンプラリーを実施し、市民に対し普及啓発 

を行った。 

・情報誌の発行を継続した。 

【取組の様子】 

リーフレット  スタンプラリー 
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事業名等 「「食食品品工工場場・・中中央央市市場場見見学学」」のの実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 4 食品関連事業者等による食育推進

主な取組 2 食品関連事業者による体験活動機会の提供等市民の受入体制整備の促進 

担 当 課 保健所食の安全推進課 

関 連 課 －

関係団体 農業協同組合 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

平成20年度から実施。中央卸売市場や農産物等の集荷場の見学、食品製造工場での体験学習会を通じ、
市民から食の安全確保に係る取組について理解を深めてもらった。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
「キッズ親子食品安全探検隊」として小学 5・6 年生とその保護者 20人を募集し、か
まぼこ工場の見学を行った。すり身を使った加熱加工の実験を交え、食の安全を確保

するための取り組み等や食品衛生の基礎知識を学習してもらった。

平成 25 年度
「キッズ親子食品安全探検隊」として小学 5・6 年生とその保護者 21人を募集し、か
まぼこ工場の見学とかまぼこ作り体験を行い，食品衛生の基礎知識を学習してもらっ

た。

平成 26 年度
「キッズ親子食品安全探検隊」は例年好評のため，実施回数を 2回に増やし，小学 5・
6 年生とその保護者 40 人を募集した。参加者には，菓子製造工場の見学，菓子作り
体験や学習会を通して食品衛生の基礎知識を学習してもらった。

【取組の様子】 

－

学習会  

144



事業名等 飲飲食食店店ににおおけけるる「「食食育育のの日日」」のの取取組組のの促促進進
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 4 食品関連事業者等による食育推進

主な取組 3 飲食店等による「食育の日」における食育メニューの提供などの取組の促進 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保健所健康増進課

関係団体 飲食店 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

市民により身近な場所で食育を普及するため、「食育の日」に食育メニューを提供したり、食事バラン

スガイド入りのメニュー解説を掲示したりした。

また、リーフレットやレシピなどを配布したり、ポスターやのぼり旗を設置するなどの取り組みを実

施した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度 12社 19店舗で食育メニューの提供を行った。

平成 25 年度 16社 24店舗で食育メニューの提供を行った。

平成 26 年度 16社 25店舗で食育メニューの提供を行った。

【取組の様子】 

春夏秋冬の食育メニュー（平成 27 年 3 月） きらく亭まこしの食育メニュー（平成 26 年 10 月）
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事業名等 職職員員食食堂堂ににおおけけるる「「食食育育のの日日」」のの取取組組
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 5 職場における食育推進

主な取組 1 
職員食堂における食育メニューの提供など、事業者による食育の普及啓発の 

ための取組の促進 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 保健所健康増進課、職員課

関係団体 飲食店 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

市役所食堂で、食育の日（19日）を中心に、食育メニューを提供するほか、「食事バランスガイド」に
関するリーフレットやレシピを配布した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度

市役所本館地下食堂及び市役所分館地下食堂、市役所本館 2階カフェテラスピーア、
秋葉区役所となりハイランク食堂において、「食育の日」を中心に食育メニューを提供

した。

また、「食事バランスガイド」に関するリーフレットやレシピを配布した。

平成 25 年度  継続して実施。

平成 26 年度  継続して実施。

【取組の様子】 

ハイランク食堂の食育メニュー（平成 26 年 6 月） 本館・分館食堂の食育メニュー（平成 26 年 10 月）
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事業名等 低低カカロロリリーーメメニニュューーのの提提供供等等
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 5 職場における食育推進

主な取組 1 
職員食堂における食育メニューの提供など、事業者による食育の普及啓発の 

ための取組の促進 

担 当 課 総務部職員課 

関 連 課 －

関係団体 新潟市職員互助会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

職員提案を受けて、本館食堂の定食2種類のうち1つを「低カロリーメニュー」として提供することと
した（H24.7～）。そのほか、定食の「週間献立予定表（カロリー付き）」を職員ポータルに掲示するこ
とで、職員がランチメニューを選択する際の手助けになるとともに、食育意識の啓発につなげた。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
・低カロリーメニューの提供

・献立予定表の掲載

平成 25 年度
・低カロリーメニューの提供

・献立予定表の掲載

平成 26 年度
・低カロリーメニューの提供

・献立予定表の掲載

【取組の様子】 

－ －

147



事業名等 利利用用者者へへのの栄栄養養教教育育、、情情報報発発信信
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 5 職場における食育推進

主な取組 1 
職員食堂における食育メニューの提供など、事業者による食育の普及啓発の 

ための取組の促進 

担 当 課 保健所食の安全推進課 

関 連 課 保健所健康増進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

特定給食施設指導を通じ、施設管理者や栄養管理責任者に対し、給食利用者の栄養管理や食育の取り

組みの重要性を訴え、利用者への栄養教育、情報発信等の取組の促進を図った。

行政は食卓メモを作成・配布し、健康情報の提供による利用者の健康づくり支援を行っている。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24 年度
・事業所給食施設（社員食堂）向けの食卓メモを新たに作成し、希望施設へ配布した。

また、食卓メモによる健康情報提供の効果について評価を行った。

平成 25 年度
・事業所給食施設に従事する栄養士をメンバーに加え，社員食堂向けの食卓メモ

（version2）を作成し，効果的な活用の推進を図った。

平成 26 年度 ・社員食堂向けの食卓メモを活用していない施設に対し、活用の働きかけを行った。

【取組の様子】 

― ―
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事業名等 健健康康づづくくりり支支援援ののモモデデルル的的なな取取組組へへのの協協力力
作成日 平成 27年 6月

基本施策 4 地域及び職場における食生活改善のための取組の推進

施策内容 5 職場における食育推進

主な取組 2 職場の健康診断時における健康状態に応じた栄養や運動の指導の充実 

担 当 課 保健所食の安全推進課 

関 連 課 保健所健康増進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

事業所給食施設の利用者への健康づくりの支援として、食卓メモ・ポスター等による健康情報の

提供に取り組んでいる。その他、大学が実施する社員食堂利用者を対象とした「高血圧予防のため

の栄養教育と食環境への介入研究」にも協力し、働き盛り世代に対する効果的な健康づくり対策に

ついて検討を行っている。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・事業所給食施設と連携し、健康的なメニュー提供に関する検討を行った。また、健

康的なメニューの選択方法に関する情報提供を行い、利用者の意識改善の取り組みを

行った。

平成 25年度 ・事業所給食施設に対し，食卓メモ等による健康情報の提供を行い、情報提供前後の

意識の変化について評価を行った。

平成 26年度
・大学が実施する社員食堂利用者を対象とした「高血圧予防のための栄養教育と

食環境への介入研究」に協力した。 

・給食指導を通した、働き盛り世代に対する効果的な健康づくり対策について検

討中である。 

【取組の様子】 

― ―
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豊かな食環境と食文化を生かし 

受け継ぐ食育の推進 
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事業名等 環環境境とと人人ににややささししいいおお米米づづくくりり体体験験
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 1 農林漁業者による体験機会の提供等市民の受入体制整備の促進 

担 当 課 農業政策課 

関 連 課 荻川小学校

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

本市では、農薬や化学肥料を控えた栽培など環境保全型農業を推進しており、新潟県出身タレントの

大桃美代子さんが進める無農薬栽培の米づくりに賛同し、地元農業者の協力のもと、一緒に体験イベン

トを開催した。これにより、次世代につながる農業の大切さをアピールすることができた。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
6月 3日（日） 型枠付け、田植え体験
7月 29日（日）田んぼの生きもの調査、草取り
9月 30日（日）稲刈り体験
 延べ参加者数  90人

平成 25年度
6月 1日（土） 型枠付け、田植え体験、お米クイズ
7月 27日（土）田んぼの生きもの調査、草取り
9月 22日（日）稲刈り、はさがけ体験
 延べ参加者数 111人

平成 26年度
5月 3 1日（土） 型枠付け、田植え体験、お米○×クイズ
7月 27日（日）田んぼの生きもの調査、草取り
9月 28日（日）稲刈り、はさがけ体験
11月 1日（土）桃米の炊飯、ご飯 1杯の米粒を数える他 延べ参加者数 161人

【取組の様子】 

9月：稲刈り体験  新潟市長も参加しました 
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事業名等 
市市民民農農園園のの整整備備、、各各種種体体験験教教室室のの実実施施

生生産産者者とと連連携携しし、、体体験験活活動動のの機機会会をを提提供供

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 1 農林漁業者による体験活動機会の提供等市民の受入体制整備の促進 

担 当 課 食育・花育センター（各区産業関係課含） 

関 連 課 各区産業関係課

関係団体 市民農園管理組合、JA 新潟市、生産法人など 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「市民に親しまれる」農業の推進のため、区及びJA等と連携し市民農園・収穫農園などの農業体験教
室を実施した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・市民農園数・区画数：17農園、1,137区画
・収穫農園参加組数：12品目 364組
・各種体験教室数・参加組数：5教室・125組

平成 25年度
・市民農園数・区画数：17農園、1,121区画
・収穫農園参加組数：13品目 396組
・各種体験教室数・参加組数：7教室・148組

平成 26年度
・市民農園数・区画数：17農園、1,121区画
・収穫農園参加組数：15品目 589組
・各種体験教室数・参加組数：8教室・410組

【取組の様子】 
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事業名等 大大河河のの感感謝謝祭祭ｉｉｎｎ信信濃濃川川
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 1 農林漁業者による体験活動機械の提供等市民の受入体制整備の促進 

担 当 課 水産林務課 

関 連 課 －

関係団体 信濃川漁業協同組合 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 〇 5 食環境

食文化
〇 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

新潟市を流れる2大河川の一つ、信濃川で捕れる川の幸を味わい、その魅力に触れることで川の恵みに
感謝することを目的に開催するもの。

信濃川で捕れたサケを使ったサケ汁の振る舞いや、サケのつかみどり、サケの採卵実演、ふ化施設の

見学など。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 平成24年10月28日（日） 会場：信濃川漁業協同組合（江南区平賀）
主催：新潟市、共催：信濃川漁業協同組合

平成 25年度 平成 25年 10月 27日（日） 会場：信濃川漁業協同組合（江南区平賀）
主催：新潟市、共催：信濃川漁業協同組合

平成 26年度 平成 26年 10月 26日（日） 会場：信濃川漁業協同組合（江南区平賀）
主催：新潟市、共催：信濃川漁業協同組合

【取組の様子】 
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事業名等 農農業業ササポポーータターーシシスステテムムのの推推進進
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 1 農林漁業者による体験活動機会の提供等市民の受入体制整備の促進 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 農業政策課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

農作業をしたい、野菜作りを学びたい、健康づくりをしたいという市民を農業サポーター（ボランテ

ィア）として登録し、労働力がほしい、農業に理解を持ってほしい、消費者と交流したいという農業者

に仲介、紹介した。これにより、農村と都市の交流と相互理解が促進された。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・受入農家数：51軒
・農業サポーター登録者数：288人
・のべ活動日数： 4,046日

平成 25年度
・受入農家数：54軒
・農業サポーター登録者数：328人
・のべ活動日数： 4,621日

平成 26年度
・受入農家数：54軒
・農業サポーター登録者数：355人
・のべ活動日数： 5,444日

【取組の様子】 
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事業名等 浜浜でで遊遊ぼぼうう 角角田田
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 1 農林漁業者による体験活動機械の提供等市民の受入体制整備の促進 

担 当 課 水産林務課 

関 連 課 －

関係団体 新潟漁業協同組合 西蒲支所 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地びき網体験、海の生き物タッチプール、漁船乗船体験、地魚鍋料理・浜焼き販売などのイベントを

実施。

「浜で遊ぼうin角田」は、平成20年に開催された「第28回全国豊かな海づくり大会」で培った「守り
人活動」を広く市民に根付かせることを目的として、毎年開催するものです。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 平成24年6月3日（土） 会場：西蒲区巻漁港 来場者数：1,500人
主催：新潟市、共催：新潟漁業協同組合西蒲支所

平成 25年度  平成 25年 6月 2日（日） 会場：西蒲区巻漁港 来場者数：1,500人
主催：新潟市、共催：新潟漁業協同組合西蒲支所

平成 26年度  平成 26年 6月 1日（日） 会場：西蒲区巻漁港 来場者数：1,500人
主催：新潟市、共催：新潟漁業協同組合西蒲支所

【取組の様子】 
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事業名等 浜浜でで遊遊ぼぼうう 南南浜浜
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 1 農林漁業者による体験活動機械の提供等市民の受入体制整備の促進 

担 当 課 水産林務課 

関 連 課 －

関係団体 新潟漁業協同組合 南浜支所 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地びき網、魚料理・加工体験、釣り体験、刺し網はずし体験、海のタッチプール、漁船乗船などが体

験できるイベントを実施した。

「浜で遊ぼうin南浜」は、平成20年に開催された「第28回全国豊かな海づくり大会」で培った「守り
人活動」を広く市民に根付かせることを目的として、毎年開催するものです。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 平成24年7月29日（日） 会場：北区南浜船だまり 来場者数：1,500人
主催：新潟市、共催：新潟漁業協同組合南浜支所 

平成 25年度  平成 25年 7月 28日（日） 会場：北区南浜船だまり 来場者数：1,700人
主催：新潟市、共催：新潟漁業協同組合南浜支所

平成 26年度  平成 26年 7月 27日（日） 会場：北区南浜船だまり 来場者数：1,200人
主催：新潟市、共催：新潟漁業協同組合南浜支所

【取組の様子】 
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事業名等 満満願願寺寺稲稲架架木木並並木木活活用用事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 1 農林漁業者による体験活動機会の提供等市民の受入体制整備の促進 

担 当 課 秋葉区産業振興課 

関 連 課 ―

関係団体 JA新津さつき

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

現在ではあまり見られなくなった「はさ掛け」を、生産者や消費者・地域住民・関係機関が連携して

行い、昔ながらの農村風景を市指定文化財「満願寺稲架木並木」に再現する。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 －

平成 25年度
H25.5.12 田植え体験  
H25.9.15 稲刈り、はさ架け体験  
延べ参加者数 494人 

平成 26年度
H26.5.11 田植え体験  
H26.9.14 稲刈り、はさ架け体験  
延べ参加者数 527人 

【取組の様子】 

田植えの様子 はさ掛けの様子
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事業名等 
ググリリーーンン＆＆ブブルルーー・・ツツーーリリズズムムガガイイドドママッッププのの

作作成成、、農農業業・・漁漁業業体体験験交交流流カカレレンンダダーーのの作作成成

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 2 体験活動ができる場所やイベント等に関する情報の提供 

担 当 課 食育・花育センター（各区産業関係課含） 

関 連 課 各区産業関係課

関係団体 市内各農業協同組合、観光果樹園、民間事業者等 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

都市と農村が近接している本市の特性を活かし、都市の魅力と農業・農村の魅力の双方を味わう都市

型グリーン・ツーリズムを市内外に広く周知することを目的に、農業体験だけでなく漁業や自然、伝統、

食文化も含めたツーリズムを盛り込んだガイドマップを作成した。

また、市内各地で展開する農業・漁業体験交流事業を掲載したカレンダーを作成した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・ガイドマップ：増刷、関係窓口への設置、イベント等での配布

・農業・漁業体験交流カレンダー：平成 24年度秋期版の作成、印刷

平成 25年度 ・ガイドマップ：関係窓口への設置、イベント等での配布

・農業・漁業体験交流カレンダー：平成 25年度春期版・秋期版の作成、印刷

平成 26年度 ・ガイドマップ：増刷、関係窓口への設置、イベント等での配布

・農業・漁業体験交流カレンダー：平成 26年度春期版・秋期版の作成、印刷

【取組の様子】 

グリーン＆ブルー・ツーリズムガイドマップ  平成 26 年度 春期版  平成 26 年度 秋期版 
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事業名等 環環境境とと人人ににややささししいい農農業業支支援援事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 3 地域でとれる食材や伝統的な料理、加工食品等の普及 

担 当 課 農業政策課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

環境にやさしい農業を実践する農業者の取り組みを支援し、消費者へ安心・安全な農産物を安定的に

供給するため、係る経費の一部を助成する。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 エコファーマー認定者数（累計） 3,366 人

平成 25年度 エコファーマー認定者数（累計） 3,108 人

平成 26年度 エコファーマー認定者数（累計） 3,033 人

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 食食育育出出前前講講座座
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容  1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 3 地域でとれる食材や伝統的な料理、加工食品等の普及 

担 当 課 西区農政商工課 

関 連 課 －

関係団体 西区内小中学校 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

地場産品に関する食育講座や調理実習を行うため講師の手配や食材の調達を行う。 

地元で採れる農産物などの地場産品についての理解と興味を深めながら、食の大切さへの意

識を高め、地産地消と食育を推進する。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 なし 

平成 25年度 なし 

平成 26年度

平成２６年度より新規取組 

希望校（小学校７校１２回、中学校１校１回実施） 

西区産の食材（いもジェンヌ、枝豆、大根）を使った調理実習や食生活をテーマとし

た講座を開催した。 

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
梅梅ももぎぎとと 梅梅活活用用術術講講習習会会

梅梅ももぎぎとと 梅梅実実薬薬膳膳講講習習会会

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流推進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 3 地域でとれる食材や伝統的な料理、加工食品等の普及 

担 当 課 江南区役所産業振興課・健康福祉課 

関 連 課 －

関係団体 新潟市食生活改善推進委員 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

江南区特産の藤五郎梅の関心を高め消費拡大をはかり、健康な食生活に藤五郎梅を取り入れていただ

くため、梅もぎと梅活用術・梅実薬膳講習会を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 実施なし

平成 25年度 実施なし 

平成 26年度
 平成 26年 6月 21日（土）・25日（水）・28日（土）
会場：亀田市民会館  参加者 61人
講師：国際薬膳食育師 高津もろみ、新潟市食生活改善推進委員

【取組の様子】 
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事業名等 
「「ききれれいい・・ほほししいい・・美美味味ししいい」」

畑畑のの実実りりででドドレレススアアッッププ事事業業

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 3 地域でとれる食材や伝統的な料理、加工食品等の普及 

担 当 課 西蒲区産業観光課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

・西蒲区で生産される優れた食材を使った加工品とパッケージを武蔵野美術大学と連携により開発し， 

高付加価値化と６次産業化を支援する。 

・武蔵野美術大学のプロジェクトチームに西蒲区のことについてよく知ってもらうために，畑巡りや直

売所巡り，郷土食作り体験などで農家の皆さんとの交流を行う。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 －

平成 25年度

平成 25年 8月 28日（水）～8月 30日（金）
参加者：武蔵野美術大学（教授・学生）18名＋農業者他 25名  合計 43名
＜内容＞

○ぶどう・ねぎ・いちじくの収穫体験，ジェラード作り体験，水耕栽培体験

○なりわいの匠の指導による郷土食作り（けんさ焼き、豆腐、呉汁、笹団子、そば）

平成 25年 12月 16日（月）
参加者：武蔵野美術大学（教授・学生）17名＋農業者他 17名  合計 34名
＜内容＞

○西蒲区の農産物を生かした加工品・パッケージのプレゼンテーション

○郷土食の振る舞いと提案された加工品の試食等を実施

平成 26年度

平成 26年 8月 27日（水）～8月 29日（金）
参加者：武蔵野美術大学（教授・学生）34名＋農業者他 24名  合計 58名
＜内容＞

○ぶどう・いちじくの収穫体験、牛舎・酒造・漬物工場見学

○なりわいの匠の指導による郷土食作り（けんさ焼き、そば打ち、麩寿司）

平成 26年 12月 15日（月）
参加者：武蔵野美術大学（教授・学生）34名＋農業者他 28名  合計 62名
＜内容＞

○西蒲区の農産物を生かした加工品・パッケージのプレゼンテーション

○郷土食の振る舞いと提案された加工品の試食等を実施 
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【取組の様子】 
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事業名等 料料理理教教室室のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 3 地域でとれる食材や伝統的な料理、加工食品等の普及 

担 当 課 西区農政商工課 

関 連 課 食育・花育センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

西区内の農産物を使用し、料理教室を年5回開催した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

第 1回：平成 25年 1月 31日 （参加者 24名）
メニュー：いもジェンヌのニョッキ ナポリ風 殻付き活カキと冬菜のフローレンス風グラタン、

いもジェンヌとやわ肌ねぎのポタージュ、キウイソースのキウイ寒天

第 2回：平成 25年 2月 8日 （参加者 15名）
メニュー：大根とほうれん草のカレー、米粉のナン、人参サラダ

第 3回：平成 25年 3月 30日
メニュー：米粉パン、米粉のオムレツ、チューリップ を使ったフラワーアレンジメント

平成 25年度

第 1回：平成 25年 12月 25日 冬休み親子料理教室 （参加者親子 30名）
メニュー：新潟雑煮、おせち料理（いもジェンヌきんとん、伊達巻、紅白胡麻なます）

第 2回：平成 26年 1月 21日 いもジェンヌスイーツ教室 （参加者 28名）
メニュー：パイジェンヌ、スイートモンブラン

第 3回：平成 26年 3月 1日 米粉料理教室 （参加者 28名）
メニュー：米粉焼カレーパン、にんじんサラダ、季節の野菜スープ

平成 26年度

第 1回：平成 26年 8月 21日 ぴかり茶豆の収穫と料理教室 （参加者 16名）
メニュー：ぴかり茶豆のベーグル、スープ、サラダ、夏野菜のカポナータ

第 2回：平成 26年 11月 28日 大根の収穫の収穫とたくあんづくり （参加者 25名）
 作業：たくあんづくり

第 3回：平成 27年 1月 12日 いもジェンヌを使ったスイーツづくり （参加者 21名）
メニュー：いもジェンヌのタルト、ムース、ラテ風ドリンク

第 4回：平成 27年 2月 21日 米粉料理教室 （参加者 27名）
メニュー：米粉の茶わん蒸し、季節野菜のとろとろスープ、あんかけ豆腐ごはん 

第 5回：平成 27年 3月 21日 親子米粉料理教室 （参加親子 22名）
メニュー：米粉でつくるふっくらまんじゅう、きんぴら、肉まん、季節野菜のスープ 

【取組の様子】 
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事業名等 「「食食とと農農のの学学校校」」のの開開設設
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 4 都市型グリーン・ツーリズムの推進 

担 当 課 食育・花育センター（各区産業関係課含） 

関 連 課 西区、秋葉区、江南区、南区産業関係課

関係団体 JA、花とみどりのシンボルゾーン管理組合など 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

市内4区（秋葉区、西区、南区、西蒲区）において市民を対象に週末を利用して、農のある暮らしの楽
しみ方を学ぶ場として、農作業や農産物加工の体験、野菜の栽培に関する講座など「食と農の学校週末

農業体験教室」を開催した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・「食と農の学校 週末農業体験教室」の開催

（秋葉区：全 8 回、西区：全 12 回、 江南区：全 7 回、南区：全 6 回）

平成 25年度 ・「食と農の学校 週末農業体験教室」の開催

（秋葉区：全 9 回、西区：全 17 回、南区：全 8 回、西蒲区：全 10 回）

平成 26年度 ・「食と農の学校 週末農業体験教室」の開催

（秋葉区：全 9回、西区：全 14 回、南区：全 8 回、西蒲区：全 8 回）

【取組の様子】 

苗の植え付け  枝豆の収穫 
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事業名等 地地域域とと連連携携ししたた農農業業体体験験観観光光ツツアアーーのの実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 1 田園と都市の交流促進（農林漁業者等による食育推進）

主な取組 5 
地域コミュニティ協議会等との連携による地域の農業・農村への関心を高める

環境づくりの推進 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 各区産業関係課

関係団体 地元農業者、観光コンベンション協会、観光関係者等 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地域の農家や観光関係者等と連携し、首都圏在住者を対象に新潟市の農業・農村の魅力を発信し、農

業・農村への理解と関心を深める取組を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・地元の米農家を中心に、観光関係者等と連携し、年間を通した農作業体験と観光を

組み合わせたツアーを実施した。

（年3回 6月「田の草取り、岩室温泉、ワイナリー見学」、10月「ブドウの収穫、生産
者との交流会、越前浜浜メグリ」、11月「生産者との交流会、水と土の芸術祭」） 

平成 25年度

・地元の米農家を中心に、観光関係者等と連携し、農作業体験や生産現場の見学、地

元農家との交流等を組み合わせたツアーを実施した。

（年 4回 ７月「夏野菜の収穫体験、越前浜散策、ワイナリー見学」、10月「田畑での
農作業」11 月「田畑での農作業、生産者との交流会」12 月「生産現場見学、地元農
家訪問・交流」）

平成 26年度

・地元の米農家を中心に、観光関係者等と連携し、農作業体験や生産現場の見学、地

元農家との交流等を組み合わせたツアーを実施した。

（年 4回 11月「田畑での農作業、生産者との交流会」、2月「田畑での農作業、生産
者との交流会」2月「生産現場見学、新潟の食材で料理」3月「酒の陣」）

【取組の様子】 

農作業体験（鶏の世話）、農家と交流会  アグリパークでチューリップの摘み取り体験 
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事業名等 
食食品品関関連連産産業業のの活活性性化化をを図図るるたためめのの

開開発発支支援援

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進 

施策内容 2 地産地消の促進 

主な取組 4 地場産物の宣伝、発掘、開発などの取組の推進 

担 当 課 産業政策課 

関 連 課 食と花の推進課

関係団体 （公財）新潟市産業振興財団、市内食品関連企業 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「新潟らしい」商品開発をテーマに情報提供やマッチングを推進し、新潟発の新商品・サービスを創

出する研究会として「にいがた食ビジネス研究会」を開催するとともに、新潟産農水産物を利用した商

品開発に対して補助事業を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

・「新潟らしい商品開発」をテーマに平成26年度に新潟県で展開されるデスティネーシ
ョンキャンペーンに向けて研究会活動に取り組んだ。

・「にいがたの食」開発支援補助金により、加工食品の開発支援を行った。

・国際食品見本市に共同出展したほか、市内の卸・小売業との個別商談会を実施し、

事業で開発された商品のテストマーケティングや販路開拓を支援した。 

平成 25年度

・「新潟らしい」商品開発をテーマに、情報提供やマッチングを推進し、新潟発の新商

品やサービスの創出を目指して、研究会活動に取り組んだ。

・国際食品見本市に共同出展したほか、市内の卸・小売業との個別商談会を実施し、

開発された商品のテストマーケティングや販路開拓を支援した。 

平成 26年度

・「新潟らしい」商品開発をテーマに、情報提供やマッチングを推進し、新潟発の新商

品やサービスの創出を目指して、研究会活動に取り組んだ。

・国際食品見本市に共同出展したほか、市内の卸・小売業との個別商談会を実施し、

地域外と地域内、双方の販路開拓を支援した。 

【取組の様子】 

Ｈ27.3 国際見本市共同出展 Ｈ27.1 市内の卸・小売業との個別商談会
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事業名等 大大河河のの感感謝謝祭祭 阿阿賀賀野野川川
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 2 地産地消の促進

主な取組 4 地場産物の宣伝、発掘、開発などの取組の推進 

担 当 課 水産林務課 

関 連 課 －

関係団体 阿賀野川漁業協同組合連合会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

新潟市を流れる2大河川の一つ、阿賀野川で獲れる川の幸を味わい、その魅力に触れることで川の恵み
に感謝することを目的に開催するもの。 

阿賀野川でとれるシジミの直売、ニジマスのつかみどり体験他。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

平成24年7月29日（日） 
会場：阿賀野川左岸阿賀野川河川公園自由広場（東区泰平橋そば）

主催：新潟市、共催：阿賀野川漁業協同組合連合会

※東区の区民ふれあい祭と共催で行う。（東区地域課産業振興室）

平成 25年度

平成 25年 7月 21日（日） 
会場：阿賀野川左岸阿賀野川河川公園自由広場（東区泰平橋そば）

主催：新潟市、共催：阿賀野川漁業協同組合連合会

※東区の区民ふれあい祭と共催で行う。（東区地域課産業振興室）

平成 26年度 ※東区の区民ふれあい祭会場変更（東総合スポーツセンター）に伴い廃止。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
学学校校給給食食ででのの地地場場産産食食材材のの積積極極的的なな使使用用

納納品品シシスステテムムのの確確立立、、収収穫穫体体験験のの提提供供

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 2 地産地消の促進

主な取組 5 学校給食等における地場産物の使用拡大

担 当 課 西区農政商工課 

関 連 課 保健給食課、食と花の推進課

関係団体 JA（2）、中央青果㈱、青果物店（9） 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

学校給食において、安心安全な地場産農産物を積極的に使用し、郷土の食文化や農業への理解を深め食育を

推進するため、学校給食用の青果物の使用数量をとりまとめ、中央市場とJAに連絡し、青果物店が用意され
た地場産農産物を仕入れて学校に納品するシステムを確立した。

また、使用量、品目の増加を図るため、給食関係者による連絡会議を開催したほか、収穫体験を実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・学校給食において地場産農産物を積極的に使用することで、地場産農産物の使用量、

品目の増加を図った。

・区内小学校の3 年生全員を対象に大根、さつまいもなどの収穫体験を行い、栽培プ
ロセスや地域農産物の生産実態、素材の「旬」の味等を学習し、食育の推進を図った。

平成 25年度

・学校給食において地場産農産物を積極的に使用することで、地場産農産物の使用量、

品目の増加を図った。

・区内小学校の3 年生全員を対象に大根、さつまいもなどの収穫体験を行い、栽培プ
ロセスや地域農産物の生産実態、素材の「旬」の味等を学習し、食育の推進を図った。

・新潟砂丘いもジェンヌを学校給食に導入し、いもジェンヌ紹介の給食だよりを西区

内の全小学校に配布した。 

平成 26年度

・学校給食において地場産農産物を積極的に使用することで、地場産農産物の使用量、

品目の増加を図った。

・区内小学校の3 年生全員を対象に大根、さつまいもなどの収穫体験を行い、栽培プ
ロセスや地域農産物の生産実態、素材の「旬」の味等を学習し、食育の推進を図った。

・新潟砂丘いもジェンヌを学校給食に導入し、いもジェンヌ紹介の給食だよりを西区

内の全小学校に配布した。 

【取組の様子】 

169



事業名等 給給食食のの食食材材にに市市内内産産をを優優先先的的にに使使用用
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 2 地産地消の促進

主な取組 5 学校給食等における地場産物の使用拡大 

担 当 課 保健給食課 

関 連 課 食と花の推進課、各区産業関係課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

給食食材は市内産を優先的に、次いで県内産、国内産の順に使用するようにした。また、各区で地場

産野菜を使用できる仕組みづくりなどの取り組みを行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

学校給食における地場産物を使用する割合（食材数ベース）：15.8％  
・「JA あいちゃんのふれあい市」会員が一部給食食材を学校へ納入（北区）
・学校、JA、青果物店、区が連携し一部給食食材を市場経由で納入（西区）
・新潟漁協と連携し新潟市産南蛮えびのからあげを給食で提供（中央区・1 校） 等 

平成 25年度

学校給食における地場産物を使用する割合（食材数ベース）：15.5％  
・「JA あいちゃんのふれあい市」会員が一部給食食材を学校へ納入（北区）
・学校、JA、青果物店、区が連携し一部給食食材を市場経由で納入（西区）
・給食物資納入業者と連携し新潟市産南蛮えびのからあげ・新潟市産にぎすのから揚

げを給食（自校・センター・中給ランチ）で提供

平成 26年度

学校給食における地場産物を使用する割合（食材数ベース）：15.8％  
・学校、JA、区が連携し一部給食食材をJAまたは市場経由で納入（北区）
・学校、JA、青果物店、区が連携し一部給食食材を市場経由で納入（西区）
・給食物資納入業者と連携し新潟市産南蛮えびのからあげ・新潟市産にぎすのから揚

げ・にぎすのフライを給食（自校・センター・中給ランチ）で提供

【取組の様子】 

新潟市産南蛮海老  新潟市産ニギス 
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事業名等 
市市内内のの直直売売所所やや農農産産物物、、農農地地情情報報ななどどのの

詳詳細細ををデデーータタベベーースス化化

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 2 地産地消の促進

主な取組 6 ホームページにおける地場産物に関する市民に役立つ情報の発信 

担 当 課 食と花の推進課（各区の産業関係課含） 

関 連 課 各区産業関係課、水産林務課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地産地消運動を進めるため、食と花の銘産品をはじめとする市内産農水畜産物やそれらを販売・活用

する直売所、小売店、飲食店等の詳細情報をデータベース化し、市ホームページ「食と花のにいがた地

産地消マップ」で広く情報提供を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度  区役所産業振興担当課、水産林務課と連携し、掲載情報を随時更新し、情報の提供

に努めた。

平成 25年度  区役所産業振興担当課、水産林務課と連携し、掲載情報を随時更新し、情報の提供

に努めた。

平成 26年度  区役所産業振興担当課、水産林務課と連携し、掲載情報を随時更新し、情報の提供

に努めた。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 世世代代間間交交流流
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 1 
地域コミュニティ協議会や食生活改善推進委員や高齢者との連携による 

地域の食材や食文化の掘り起こし

担 当 課 教育委員会 

関 連 課 月潟地区公民館

関係団体 
月潟コミュニティ協議会、月潟小ハッピーふれスク、JA 越後中央月潟支店、
食生活改善推進委員協議会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校
保育所等

4 地域・職場 5 食環境
食文化

○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

・平成21年度より地域コミュニティ活動活性化支援事業として、地域コミュニティ協議会や高齢者との
連携による地域の食材料の活用や食文化を子ども達に継承。また、お互いが気軽に声を掛けられる地域

コミュニケーションの構築。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・小学生と祖父母等の世代間交流で餅つきと汁作り、及び「にいがたアグリクラフト」

の方からアグリクラフト作りを教わる。

・昔遊び（お手玉、カルタ、福笑い、チャンバラ）及び桜もち作り。

・抹茶の作法を学ぶ。

平成 25年度
・小学生と祖父母等の世代間交流で餅つきと汁作り、及び「にいがたアグリクラフト」

の方からお正月飾りを教わる。

・抹茶の作法を学ぶ。

平成 26年度
・小学生と祖父母等の世代間交流で餅つきと、及び「花育マスター」の方からクリス

マスリース作りを教わる。

・抹茶の作法を学ぶ。

【取組の様子】 
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事業名等 
新新潟潟市市地地域域活活動動補補助助金金

（（手手ももみみ製製茶茶法法をを学学ぶぶ））

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 1 
地域コミュニティ協議会や食生活改善推進委員や高齢者との連携による 

地域の食材や食文化の掘り起こし 

担 当 課 秋葉区地域課 

関 連 課 市民協働課

関係団体 小口自治会 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

地域活動補助金を使い、小口自治会が実施。 

茶業が盛んだった小口地域で製茶機具「焙炉（ほいろ）」を作成し、手もみ製茶を地元小学生と実施。

お茶が仕上がる過程の体験学習および、地域に伝わる技術の継承・伝授となった。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 実施なし

平成 25年度
日時：平成 25年 5月 31日（金）午前 10時～午後 3時
参加者：自治会 10人、新関小学校 3年生 10人、教師 3人
内容：茶摘み、生葉から乾燥茶までの工程説明、蒸し作業、手もみ作業を体験。

平成 26年度 実施なし

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 「「料料理理教教室室」」のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進 

施策内容 3 食文化の継承のための支援 

主な取組 2 地域のイベントや学校給食における伝統的なメニューの提供や世代間交流の推進 

担 当 課 福祉部福祉総務課 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

 市内在住の中国残留邦人等と地域住民の交流と目的として年数回開催している「料理教室」で、食生

活改善推進員の協力を得るなど日中の料理づくりを行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
会場：北地区公民館・曽野木地区公民館

開催日：平成 24年 9月 20日、12月 10日、14日、平成 25年 3月 21日
参加者：ボランティア・スタッフ含む 30名程度参加
内容：日中の食文化交流

平成 25年度
会場：北地区公民館・中地区公民館・曽野木地区公民館

開催日：平成 25年 5月 28日、7月 11日、11月 25日、平成 26年 3月 13日
参加者：ボランティア・スタッフ含む 30名程度参加
内容：日中の食文化交流

平成 26年度
会場：北地区公民館

開催日：平成 26年 9月 11日、3月 19日
参加者：ボランティア・スタッフ含む 30名程度参加
内容：日中の食文化交流

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 みみななととままちち文文化化推推進進事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 3 
地域の食材を使用した料理や郷土料理を集めたレシピ集の作成などによる 

地域の食文化の普及 

担 当 課 中央区 地域課 

関 連 課 －

関係団体 西大畑旭町文化施設協議会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

みなとまち文化推進事業とは、中央区の地域文化の活性化及び振興を図ることを目的に、西大畑・旭町

界隈の複数の文化施設を活用し、伝統文化を PRする事業である。
平成 26年度は「地域×伝統産業×食育＝発酵食 ～早春の雛めぐりとともに～」事業を西大畑旭町文
化施設協議会に委託し、3月に実施した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 －

平成 25年度 － 

平成 26年度
中央区のスーパーなどに中央区発酵食マップ＆レシピ冊子を 5千部配布した他、「に

いがた酒の陣 2015」に合わせ、発酵食品展示・試食会を旧齋藤家別邸で開催した。
また、3月 27日には中島有香さんの「発酵食品を使った料理教室」を実施し、8名

の参加があった。

【取組の様子】 
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事業名等 
潟潟キキャャンンペペーーンン「「水水のの潟潟ロロググ」」潟潟食食ワワーーククシショョッッププ

「「新新潟潟郷郷土土料料理理をを再再創創造造すするる」」

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 3 
地域の食材を使用した料理や郷土料理を集めたレシピ集の作成などによる 

地域の食文化の普及 

担 当 課 水と土の文化推進課 

関 連 課 －

関係団体 雪ひらの勉強会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「潟食」メニューを開発してもらった秋山シェフを講師に招き、潟食ワークショップを開催。新潟の

潟端のくらしに関わる郷土の食を現代的にアレンジしたメニューを実際に作ることにより、参加者から

新潟独自の食文化に興味を持ってもらい、新潟市の郷土料理の魅力の深化に資する機会を創出した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 なし

平成 25年度 料理人・秋山能久氏（六雁料理長）にワークショップ講師を依頼し、潟食メニュー

開発と同時進行で、ワークショップでのレシピ考案を依頼。 

平成 26年度

 潟食ワークショップ実施：平成 26年 5月 10日（土）10:30～13:30
食育・花育センター

 講師：秋山能久氏（六雁料理長）

レシピ：ブルーベリー・ラズベリーの白和え、南蛮海老とトマト・アボカドのミル

フィーユ仕立て、のっぺい蕎麦

【取組の様子】 

当日の様子  海老・トマト・アボカドのミルフィーユ仕立て 
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事業名等 郷郷土土料料理理レレシシピピ集集のの発発行行
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 3 
地域の食材を使用した料理や郷土料理を集めたレシピ集の作成などによる 

地域の食文化の普及 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

昔から伝わる新潟の家庭料理を次の世代に伝承するため、郷土料理レシピ集「伝えたいにいがたの

味」を発行した。レシピは食育・花育センター主催料理教室のレシピから抜粋したもの。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 －

平成 25年度 － 

平成 26年度 平成 27 年 3 月レシピ集発行。食育・花育センター館内および本庁情報コーナーに
設置したほか、区役所健康福祉課、全市立小学校、関係各課に送付した。

【取組の様子】 

表紙  掲載レシピの一部 
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事業名等 潟潟キキャャンンペペーーンン「「水水のの潟潟ロロググ」」潟潟食食カカフフェェ
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 5 
伝統的な食文化を盛り込んだメニューの提供など、飲食店等による食文化継承

の取組の促進 

担 当 課 水と土の文化推進課 

関 連 課 －

関係団体 株式会社 倉久 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

卓越した技術を持ち、かつ多くの方の注目を集める料理人から、新潟DCに合わせ開幕した潟のキャン
ペーン「水の潟ログ」において、新潟の潟端に関わる郷土の食を現代的にアレンジした「潟食」メニュ

ーを開発してもらい、キャンペーン期間限定の「潟食カフェ」で提供した。それにより、多くの方から

新潟の食文化に興味を持ってもらい、地域とともに新潟市の郷土料理の魅力の深化に資する機会を創出

した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 なし

平成 25年度 潟食カフェ開設準備。メニュー開発を秋山能久氏（六雁料理長）、辻口博啓（パティ

シエ・㈱スーパースイーツ代表取締役）に委託。 

平成 26年度  潟食カフェオープン：平成 26年 4月 19日（土）～6月 15日（日）10:00～16:00
新潟市天寿園内

【取組の様子】 

潟食特別ランチ  日本の潟アイスクリーム 
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事業名等 昔昔ななががららのの田田のの神神ささまま料料理理をを味味わわおおうう！！
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 5 
伝統的な食文化を盛り込んだメニューの提供など、飲食店等による食文化継承

の取組の促進 

担 当 課 秋葉区産業振興課 

関 連 課 食育・花育センター

関係団体 農村地域生活アドバイザー 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

【平成23年度新規】
昔からの行事にちなんだ郷土料理の伝承と農家ならではの知恵がこめられた季節のおもてなし料理を味

わう。あわせて地産地消の推進のため、区内の直売所を紹介する。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

日時：平成 24年 12月 5日（水）午前 10時～午後 2時
会場：新津健康センター3階
指導：農村地域生活アドバイザー

対象：市民 28名
内容：郷土料理の伝承。（調理実習）農家ならではの季節のおもてなし料理の提供。

平成 25年度

日時：平成 25年 12月 12日（木）午前 10時～午後 2時
会場：新津健康センター第 2健康学習室・栄養指導室
指導：農村地域生活アドバイザー  対象：市民 30名
内容：郷土料理の伝承。（調理実習）農家ならではの季節のおもてなし料理の提供。

平成 26年度

日時：平成 26年 12月 9日（火）午前 10時～午後 2時
会場：新津健康センター第 2健康学習室・栄養指導室
指導：農村地域生活アドバイザー  対象：市民 29名
内容：郷土料理の伝承。（調理実習）農家ならではの季節のおもてなし料理の提供。

【取組の様子】 

調理実習の様子  田の神さま料理 
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事業名等 ええんんででここ（（ままちち歩歩きき））事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 6 「食育の日」「食育フォーラム」「食の陣」などのイベントにおける食文化の普及 

担 当 課 中央区地域課 

関 連 課 

関係団体 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

「えんでこ」とは、中央区の様々な見どころを、まち歩きで体験し、区の魅力への関心を深めてもらう

イベントであり、熱心なリピーターのほか、新たな参加者もおり、好評を博している。

平成 26 年度は「新潟・沼垂合併 100 周年」および「えんでこ（まち歩き）5 周年」記念事業として、
『～みなとまち新潟を感じる～「味覚」で巡るまち歩き』を開催した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 －

平成 25年度 － 

平成 26年度
8月 23日、オークラホテル新潟にて開催し、69名の参加があった。
第 1部でバーチャルまち歩きを体験したほか、堀川醸造社長から中央区発酵食（産

業）を紹介する講演会を実施、第 2部で発酵食を食材として活用したパーティーを実
施し、中央区発酵食の認知度向上を図った。

【取組の様子】 
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事業名等 ににいいががたたののおお国国自自慢慢料料理理教教室室のの開開催催
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 6 「食育の日」「食育フォーラム」「食の陣」などのイベントにおける食文化の普及 

担 当 課 食育・花育センター 

関 連 課 －

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

にいがたの郷土料理の味を広く紹介し、次世代に伝承するため、にいがたの「お国自慢料理」をテー

マとした料理教室を開催した。

あわせて、イベントにおいて、「お国自慢料理」のふるまいを実施した。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
平成 24年 10月 20日（土）会場：食育・花育センター
「にいがたのお国自慢料理試食会」（弁当として販売）

 メニュー：アジの南蛮漬け、おひら、ずいき甘酢漬け、かぼちゃのいとこ煮、春菊とかきのもと

のごま和え、ごはん

平成 25年度

平成 25年 10月 19日（土）会場：食育・花育センター
「お国自慢料理教室 ～農家のお母さん直伝！にいがたの野菜料理」

 メニュー：ごぼうとなすの柳川風、里芋のほっこり煮、聞くとほうれん草のごま和え、ずいきの

煮物

平成 25年 10月 20日（日）会場：食育・花育センター
「お国自慢料理教室 ～子や孫に伝えたい ふるさとの味覚」

 メニュー：新米ごはん、ヤナギガレイのから揚げ、のっぺ、ほうれん草とかきのもとのごま和え、

赤ヒゲの佃煮、柿ゼリー

平成 26年度

平成 26年 10月 25日（土）会場：食育・花育センター
「親子で作る にいがたの和食」

 メニュー：新米ごはん、れんこんステーキ、茶碗蒸し、秋野菜のごま和え、米粉のすいとん汁、

しょうゆだんご、季節のくだもの

平成 26年 10月 26日（日）会場：食育・花育センター
「家族のための にいがたの和食」

 メニュー：新米ごはん、鶏肉と根菜のこっくり煮、深山和え、かす汁、ゆず羽二重餅

【取組の様子】 

ふるまいの様子  10 月 26 日料理教室のメニュー 
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事業名等 学学校校給給食食フフェェアア
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 6 「食育の日」「食育フォーラム」「食の陣」などのイベントにおける食文化の普及 

担 当 課 教育委員会保健給食課，総務部職員課（共催） 

関 連 課 －

関係団体 新潟市職員互助会、（株）グリーンフードサービス、（公財）新潟県学校給食会 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校
保育所等

4 地域・職場 5 食環境
食文化

○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

保健給食課と職員課の共催により、本館食堂等において、学校給食における食育の取り組みや、その

安全性・歴史などについて、広く市民等に紹介し、学校給食への理解と食育の推進を図るため、「学校給

食フェア」と題し、年代別学校給食メニューの提供や、明治～平成にかけての年代別モデル献立のレプ

リカ等の展示を行った。（期間：平成26年11月毎週金曜日，全４回） 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 －

平成 25年度 学校給食フェアの実施

平成 26年度 学校給食フェアの実施

【取組の様子】 
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事業名等 学学生生実実習習のの実実施施
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 7 
栄養士等を養成する学校等に対する情報提供など、食文化継承の担い手を 

養成するための支援 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

 保健所及び各区において、公衆栄養学臨地実習学生を受け入れ、食に関する専門的知識及び技術を備

えた管理栄養士を養成するための支援を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・継続して実施。

県内の管理栄養士養成施設 3校の公衆栄養学臨地実習の受け入れ。
各区（8区中 5区）にも受け入れ依頼。

平成 25年度
・継続して実施

 県内の管理栄養士養成施設 3の公衆栄養学臨地実習の受け入れ。
 各区（8区中 5区）にも受け入れ依頼。

平成 26年度
・継続して実施

 県内の管理栄養士養成施設 3の公衆栄養学臨地実習の受け入れ。
 各区（8区中 4区）にも受け入れ依頼。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 「「ニニイイガガタタカカララ..NNeett」」のの開開設設
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 3 食文化の継承のための支援

主な取組 8 ホームページにおける地域の食文化に関する情報提供 

担 当 課 文化政策課 

関 連 課 ―

関係団体 ― 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

新潟市の「宝」である豊かな文化資源を情報提供するホームページ、「ニイガタカラ.Net」を開設。
その中に食という項目を設け、新潟市の食文化について情報提供している。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 情報収集や整理などを継続して行った。

平成 25年度 情報収集や整理などを継続して行った。 

平成 26年度  情報収集や整理などを継続して行った。

【取組の様子】 

― ―
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事業名等 新新潟潟市市食食ののススペペシシャャルルササイイトトのの開開設設
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進 

施策内容 3 食文化の継承のための支援 

主な取組 8 ホームページにおける地域の食文化に関する情報提供 

担 当 課 観光政策課 

関 連 課 産業政策課、食と花の推進課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等

【取組の実施状況】 

 農水産品等の地域資源に恵まれ、特色ある食文化、食品加工の産業発展を遂げた本市の食に関する物

語性やポテンシャルの高さを生かして、行政・民間の食に関するイベント・行事などの情報提供のほか、

多数ある食に関するサイトを絡めながら、市民・観光客をはじめとする閲覧者の「食べる」「買う」「知

る」のニーズを満たした食のサイトを開設し、運用した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 継続して食に関する情報提供を行った。

平成 25年度 継続して食に関する情報提供を行った。

平成 26年度  継続して食に関する情報提供を行った。

【取組の様子】 

－

「食の王国にいがたグルメポンテ」ホームページ  
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事業名等 学学校校給給食食残残渣渣飼飼料料化化事事業業
作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進

施策内容 4 バイオマス利用と食品リサイクルの推進

主な取組 1 
 「新潟菜の花プラン」「給食残渣の堆肥化」など、食べ物や地域の限られた 

資源の大切さに関する市民の理解を深めるための取組の推進 

担 当 課 環境部廃棄物政策課 

関 連 課 環境部廃棄物対策課、教育委員会事務局保健給食課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

学校給食における調理残さや食べ残しを養豚業者が回収し、そこで豚の餌として活用することで、食

品の資源循環を構築する。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 対象学校数：学校給食センター 2ヶ所（南区：白根・西蒲区：巻）
収集量：61.79t 

平成 25年度 対象学校数：学校給食センター 2ヶ所（南区：白根・西蒲区：巻）
収集量：60.78t 

平成 26年度  対象学校数：学校給食センター 2ヶ所（南区：白根・西蒲区：巻）
 収集量：47.5t 

【取組の様子】 
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事業名等 
学学校校給給食食残残差差等等再再生生処処理理事事業業にに係係るる

学学校校給給食食残残差差処処理理業業務務

作成日 平成 27年 6月

基本施策 5 豊かな食環境と食文化を生かし受け継ぐ食育の推進 

施策内容 4 バイオマス利用と食品リサイクルの推進 

主な取組 1 
「新潟菜の花プラン」「給食残渣の堆肥化」など、食べ物や地域の限られた 

資源の大切さに関する市民の理解を深めるための取組の推進 

担 当 課 環境部廃棄物対策課 

関 連 課 教育委員会事務局保健給食課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等

【取組の実施状況】 

 市内の直営給食実施校及び学校給食センターから発生する食べ残し及び調理くずを資源化するため、

処理施設へ搬入し堆肥化処理を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 引き続き給食残渣を回収し堆肥化処理を行った。

収集量 450.86ｔ

平成 25年度  引き続き給食残渣を回収し堆肥化処理を行った。

 収集量 434.13ｔ

平成 26年度  引き続き給食残渣を回収し堆肥化処理を行った。

 収集量 458.4ｔ

【取組の様子】 

－ －
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食品の安全性その他 

食の選択に資する情報提供等 
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事業名等 
市市報報等等にに食食中中毒毒予予防防のの基基本本方方針針をを掲掲載載

出出前前講講座座のの実実施施

作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等

施策内容 1 食品の安全性に関する知識と理解の増進

主な取組 1 
市報にいがたや区役所だより、ホームページ、出前講座等による食品の安全性 

に関する基本的な知識の普及 

担 当 課 保健所食の安全推進課 

関 連 課 消費生活センター、食肉衛生検査所、衛生環境研究所

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

・市報にて、消費者に対しての食中毒予防の啓発、事業者に対しての検便の実施について周知を行った。

・消費者に対して、講習会や出前講座などの啓発事業を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・「食品中の放射性物質に関するセミナー」を行い、市民に知識を高めてもらうととも

に、意見交換を行った。（参加者約 130 人）

・さわやかトーク宅配便等の消費者向け講座を 49 回(1,210 人)実施した。

・イベント会場において、食中毒菌ゲームを実施して食品衛生の啓発を行った。

平成 25年度

・さわやかトーク宅配便等の消費者向け講座を実施（49 回、参加者 1384 人）

・「きのこ講習会」を開催し、毒きのこ誤食防止について啓発を行った（参加者 15 人）

・「ノロウイルスによる食中毒を防ごう」を開催し、啓発を行った（参加者 220 人） 

・イベント会場において、食中毒菌ゲームや手の汚れチェックを実施し、食品衛生の

啓発を行った。

平成 26年度

・さわやかトーク宅配便等の消費者向け講座を実施した。（47 回、参加者 1,561 人）

・「きのこ講習会」を開催し、啓発を行った。（参加者 40 人）

・「ノロウイルス食中毒予防セミナー」を開催し、啓発を行った。（参加者 380 人）

・イベント会場において、食中毒菌ゲーム・手の汚れチェックを実施し、食品衛生の

啓発を行った。

【取組の様子】 

きのこ講習会  ノロウイルス食中毒予防セミナー 
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事業名等 動動くく市市政政教教室室「「親親子子でで学学ぶぶおお肉肉教教室室」」
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等

施策内容 1 食品の安全性に関する知識と理解の増進

主な取組 1 
市報にいがたや区役所だより、ホームページ、出前講座等による食品の安全性

に関する基本的な知識の普及 

担 当 課 広聴相談課 

関 連 課 食肉衛生検査所

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

「動く市政教室」は、市の施設や事業を見学することで市政への理解を深め、意見や提言を寄せて

もらう事業である。当事業では、関係各課との共催により、特定のテーマで個人参加企画を行って

いる。このうち、食育推進に関するテーマの実施状況について報告するもの。

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度

（１） 平成 24 年 7 月 11 日・12 日／動く市政教室「食と農業への新しい取り組み」

ねらい：花の栽培、水耕農場、牛の放牧場、すいか選果場などを見学する。

コース：加藤ﾌｧｰﾑ ｸﾞﾘｰﾝｽﾞﾌﾞﾗﾝﾄ巻 牛の放牧場 JA 新潟みらいすいか選果場

（２） 平成 24 年 11 月 16 日・22 日／動く市政教室「食肉の安心と安全を考える」

ねらい：しろねﾎﾟｰｸの生産から消費までの現場を見学し、食肉の安心・安全を学ぶ。

コース：畜産農家（車窓） 新潟県中央家畜保健衛生所 食肉センター

平成 25年度

（１）平成25年9月18日・10月24日／動く市政教室「食の安全を考える」

ねらい：食材がどのような経路で食卓に上るのか、関係施設を見学し理解を深める。

コース：中央卸売市場 食肉センター 衛生環境研究所

（２）平成25年11月15日・22日／動く市政教室「食肉の安心と安全を考える」

ねらい：しろねﾎﾟｰｸの生産から消費までの現場を見学し、食肉の安心・安全を学ぶ。

コース：畜産農家（車窓） 新潟県中央家畜保健衛生所 食肉センター

平成 26年度
（１） 平成 26 年 7 月 31 日・8 月 6 日／動く市政教室「親子で学ぶお肉教室」

ねらい：しろねﾎﾟｰｸの生産から消費に関わる一連の流れと、食肉の安心・安全を学ぶ。

コース：食肉センター 食育花育センター 動物ふれあいセンター

【取組の様子】 

- -
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事業名等 「「ここどどもも科科学学教教室室」」のの開開催催
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等

施策内容 1 食品の安全性に関する知識と理解の増進

主な取組 2 
科学的知見等に基づく正しい情報の発信及び情報発信者のモラル向上の 

ための取組 

担 当 課 衛生環境研究所 

関 連 課 保健所食の安全推進課、食肉衛生検査所

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

①小学5・6年生を対象に、科学への興味を深め、身の回りの衛生や環境に関心を持ってもらうため「こ

ども科学教室」を開催した。

②食の安全に関する検査関連情報等を市民に提供するため「衛生環境研究所だより」を発行した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ①こども科学教室参加者数 60 人

②衛生環境研究所だよりを年一回、2,000 部を発行

平成 25年度 ①こども科学教室参加者数 49 人

②衛生環境研究所だよりを年一回、2,000 部を発行

平成 26年度 ①こども科学教室参加者数 72 人

②衛生環境研究所だよりを年一回、2,000 部を発行

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 
生生産産者者とと消消費費者者のの

リリススククココミミュュニニケケーーシショョンンのの推推進進

作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等

施策内容 1 食品の安全性に関する知識と理解の増進

主な取組 3 食に関する様々な情報に対する過剰反応の抑制 

担 当 課 保健所食の安全推進課 

関 連 課 消費生活センター、食肉衛生検査所、衛生環境研究所

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

 消費者と生産者のリスクコミュニケーションの推進について、市民フードプロモーター制度を活用し，

食の安全確保に係る取り組みについての相互理解を図った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・市民フードプロモーターを対象に、新潟市衛生環境研究所及びスーパーマーケット

の見学研修会を実施した。

・市民フードプロモーターから市民に対して「食の安心・安全」アンケート調査を取

ってもらった。

平成 25年度
・平成 23 年度の市民フードプロモーターの任期が終了し、それにあわせて、活動の感

想や意見を述べる報告会を開催した。

・新たな市民フードプロモーター30 名には食品表示や食品衛生の基本についての研修

会，スーパーのバックヤードの見学会、日常の活動を踏まえた意見交換会を実施した。

平成 26年度
・市民フードプロモーターを対象に、新潟市衛生環境研究所、新潟市食肉センター及

び新潟市食肉衛生検査所の見学研修会を実施した。

・市民フードプロモーター、事業者及び保健所による意見交換会を開催した。

【取組の様子】 

新潟市食肉センター見学  意見交換会 
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事業名等 
食食肉肉のの安安全全性性ににつついいててのの情情報報提提供供

フフィィーードドババッックク事事業業のの実実施施

作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等 

施策内容 1 食品の安全性に関する知識と理解の増進 

主な取組 4 消費者と生産者のリスクコミュニケーションの推進 

担 当 課 食肉衛生検査所 

関 連 課 広聴相談課、食育花育センター

関係団体 全農にいがた、(公財)新潟ミートプラント 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

食肉の安全性に関する市民の理解向上のために、食肉センターにおける食肉の衛生的な取扱いや安全

確保について、市政さわやかトーク宅配便や市政教室等を活用して情報提供をおこなった。また小学生

親子を対象として、生産から消費までの過程の見学と食と花の銘産品を用いた料理教室を通じ食肉の安

心・安全について理解を図る事業を実施した。他に、より健康な家畜の生産を促すために食肉衛生検査

結果を生産者に提供した。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 情報提供を継続しておこなった。

市政さわやかトーク宅配便・市政教室等来場者 805 名 

平成 25年度 情報提供を継続しておこなった。

市政さわやかトーク宅配便・市政教室等来場者 579 名

平成 26年度 情報提供を継続しておこなった。

市政さわやかトーク宅配便・市政教室・親子お肉教室等来場者 578 名

【取組の様子】 

親子お肉教室の様子  食肉衛生検査結果の提供資料 
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事業名等 「「食食のの安安全全基基本本方方針針」」のの普普及及とと取取組組のの推推進進
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等

施策内容 1 食品の安全性に関する知識と理解の増進

主な取組 5 「食の安全基本方針」の普及と取組の推進 

担 当 課 保健所食の安全推進課 

関 連 課 関係各課

関係団体 食品衛生協会、農業協同組合、漁業協同組合、消費者協会など 

施策区分 

1 市民運動 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

 消費者が抱える不安、不信を取り除き信頼を確保するため、「食の安全基本方針」に基づき、関連課、

関係団体らが協働して食の安心・安全を確保するための事業を実施した。

事業については年度ごとに、関係団体、消費者協会、市民らからなる委員会において意見交換を行い

見直を行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
 食の安全意見交換会については、年 2 回開催した。基本方針に基づく事業報告のほ

かに、新たに定められた食品中の放射性物質の基準の説明と各所属における取組状況

を中心に説明した。また北海道で浅漬が原因の腸管出血性大腸菌食中毒事件が発生し

たことから、市内の製造施設に状況について説明し、意見交換を行った。

平成 25年度
 食の安全意見交換会については、年 2 回開催した。牛海綿状脳症（BSE）の全頭検

査の見直しについての説明及び、関係課等から基本方針に基づく事業の取組状況を説

明して、意見交換を行った。

平成 26年度
 食の安全意見交換会については、「食の安全基本方針」の見直しを主な検討議題とし、

年 3 回開催した。委員意見を集約し、平成 27 年度から 5 年間の「食の安全基本方針」

を作成するとともに、関係課における取組状況が市民に分かりやすいように、施策の

実施計画及び報告様式の見直しを図った。

【取組の様子】 

― ―
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事業名等 食食育育月月間間にに関関すするるポポススタターー・・パパネネルル展展示示
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等

施策内容 2 栄養、食習慣等食育推進のための情報収集、調査研究

主な取組 1 食育推進の基礎となる実態把握のための各種情報の収集及び研究 

担 当 課 新潟市立豊栄図書館 

関 連 課 －

関係団体 北陸農政局 新潟地域センター 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

北陸農政局新潟地域センターを協力し、豊栄図書館館内展示コーナーを提供しての食育普及資材配布

およびポスター・チラシの掲示。合わせて所蔵の資料を展示し、利用者に提供する。

また、市内小学校からの依頼により資料の団体貸出などを行った。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度  北陸農政局新潟地域センターと共同し、推進ポスター、パネルの展示。

学校等からの依頼により食育に関する資料の貸出。

平成 25年度  継続して実施。パネル展示の際には関連書籍の展示も行い，広く市民に情報を提供

する。

平成 26年度  継続して実施。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 「「市市民民・・健健康康栄栄養養調調査査」」のの実実施施
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等

施策内容 2 栄養、食習慣等食育推進のための情報収集、調査研究

主な取組 2 
市民健康・栄養調査の実施など、市民の食生活と健康についての実態を把握

するための取組 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 各区健康福祉課

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 3 学 校

保育所等
4 地域・職場 5 食環境

食文化
6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

平成19年度に市民の身体の状況・栄養素等摂取量及び生活習慣の状況を把握するため「市民健康・栄

調査」を実施した。平成23年度には、県と合同で、「県民健康・栄養実態調査」を実施。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度 ・調査結果を普及啓発用のリーフレットに盛り込んだ。

平成 25年度 ・調査結果を普及啓発用のリーフレットに盛り込んだ。

平成 26年度 ・調査結果を普及啓発用のリーフレットに盛り込んだ。

【取組の様子】 

－ －
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事業名等 アアンンケケーートト調調査査ななどどのの各各種種資資料料のの公公表表
作成日 平成 27 年 6 月

基本施策 6 食品の安全性その他食の選択に資する情報提供等

施策内容 2 栄養、食習慣等食育推進のための情報収集、調査研究

主な取組 3 ホームページにおける各種調査研究結果の公表及び活用の促進 

担 当 課 保健所健康増進課 

関 連 課 食育・花育センター

関係団体 － 

施策区分 

1 市民運動 ○ 2 家 庭 ○ 3 学 校

保育所等
○ 4 地域・職場 ○ 5 食環境

食文化
○ 6 食の安全等 ○

【取組の実施状況】 

実施した市民アンケート調査や、計画の基礎データについてホームページに掲載するとともに、出前

講座等の中で紹介するなど広く活用されるように取り組んだ。 

【年度ごとの取組の推移】 

平成 24年度
・20 歳以上の市民 3,000 人を対象にアンケート調査を実施した。 （回収率 56.2%）

・アンケート結果や食育推進計画の基礎データをホームページに掲載した。

・アンケート調査報告書を作成し、情報を発信した。

平成 25年度
・20 歳以上の市民 3,000 人を対象にアンケート調査を実施した。 （回収率 52.5%）

・アンケート結果や食育推進計画の基礎データをホームページに掲載した。

・アンケート調査報告書を作成し、情報を発信した。

平成 26年度
・20 歳以上の市民 3,000 人を対象にアンケート調査を実施した。 （回収率 51.4%）

・アンケート結果や食育推進計画の基礎データをホームページに掲載した。

・アンケート調査報告書を作成し、情報を発信した。

【取組の様子】 

－ －
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